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例言

1 本書は、平成 16年度に文化庁の補助事業として和歌山県教育委員会が実施した

試掘・確認調査、立会調査等の成果報告である。そのほかに、文化財保護法第92 

~9  9条関連の届出・通知、市町村教育委員及び財団法人和歌山県文化財センター

の調査一覧についても掲載した。

2 埋蔵文化財包蔵地の範囲変更については、平成18年3月15日までに変更があっ

たものについて、掲載した。

3 本書で掲載している地図は、特に断りのない限り、遺跡位置図の縮尺が 1/25, 

000、調査区位置図の縮尺が 1/2,500で、上方が座標北である。

4 本書記載の所在地における市町村名は、平成 18年 3月 1日時点のものである。

ただし一覧表については平成17年3月31日時点の市町村名で表記している。

5 本文中で使用した土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人H

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帳』に準拠している。

6 本書の編集は、和歌山県教育庁生涯学習局文化遺産課調査班が行い、執筆は各担

当者が行った。

7 本書で割愛した土層図・写真等の資料は、文化遺産課で保管しているので、閲覧

可能である。
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国指定史跡現状変更許可一覧（権限委任）
番 文舌番号

史跡名
申請理由 場所

権限委任 指示内容
号 日付 申諮日 所有者など

I 文33号
金剛峯寺

築石建立 高野町高野山553-1 ノ‘ 尚野町教育委員会

平成16年4月5日 平成16年3月31日（宗）金刷峯寺 工作物設置 i→ ム云

2 文33号
金剛峯寺

臨石建立 ,閂J野町高野1・[j553-1 ノ‘ 高野町教育委員会

平成16年4月5日 平成16年3月31日（宗）金剛峯寺 工作物設置 斗4ームェ

3 文33号
金剛峯寺

築石建立 尚野町尚野山553-2 ノ‘ 両野町教育委員会

平成 16年4月5日 平成16年3月31日（宗）金剛峯寺 工作物設罹 ',L4 ム＝ 
4 文33号

金剛峯寺
砥石建立 高野町高野山553-3 ノ‘ 高野町教育委員会

平成16年4月5日 平成16年3月31日（宗）金剛峯寺 工作物設置 立会

5 文33号の(2)
金剛峯寺

寺院供簑塔建立 尚野町向野山553-4 ノ‘ 高野町教育委員会

平成 16年4月22日 平成16年4月15日（宗）金剛峯寺 工作物設置 立」ーム＝ 
6 文33号の(2)

金剛峯寺
手洗い鉢の移動 両野町高野山553-5 /‘ 晶野町教育委員会

平成16年4月22日 平成16年4月15日（宗）金剛峯寺 工作物設置 立会

7 文33号の(3)
金剛峯寺

晶碑建立 尚野町晶野山553-6 ノ‘ Fo1野町教育委員会

平成16年4月28日 平成16年4月23日（宗）金剛峯寺 工作物設置 立会

8 文33号の(4)
金剛峯寺

硲石建立 高野町蘭野山553-7 /‘ 品野町教育委員会

平成16年5月17日 平成16年5月II日（宗）金剛峯寺 工作物設固 立会

， 文33号の(4)
金剛峯寺

器石建立 高野町尚野山553-8 ノ‘ 高野町教育委員会

平成16年5月17日 平成16年5月II日（宗）金剛峯寺 工作物設爵 立会

10 文33号の(6)
金剛峯寺

岱碑建立 裔野町尚野山553-8 ノ‘‘ 蘭野町教育委員会

平成16年5月31日 平成16年5月25日（宗）金剛峯寺 工作物設骰 ¥ーム云

II 文33号の(7)
金剛峯寺

水銀灯除去・設置 高野町高野山553-8 ノ‘ 尚野町教育委員会

平成16年6月16日 平成16年6月14日（宗）金剛峯寺 工作物設置 上」・ムェ

文33号の(8) 世界遺産記念碑設閤 高野町高野山553-8 ノ‘ 世界造産登録推進室・

12 
平成16年6月21日

金剛峯寺
平成16年6月8日（宗）金剛峯寺 工作物設置

高野町教育委員会の

指導

13 文33号の(9)
金剛峯寺

世界造産特集放映のため 高野町向野山553-8 ノ‘

平成16年7月13日 平成16年7月12日（宗）金剛峯寺 工作物設置 慎重

14 文33号の(10)
金剛峯寺

磁石建立 IO1野町高野山553-8 ノ‘ 尚野町教育委員会

平成16年7月21日 平成16年7月IS日（宗）金剛峯寺 工作物設匹 立会

15 文33号の(11)
高野山町石道

参道改良 高野町凶野111636 ノ‘

平成16年9月2日 平成15年12月15日和歌山県知事 道路修繕 慎重

16 文33号の(12)
金剛峯寺

塵石修紐・基礎工事 高野町高野山553-l ノ‘ 高野町教育委員会

平成16年9月13日 平成16年9月6i（宗）金刷峯寺 工作物設岡 ¥4ム= 
17 文33号の(13)

熊野三山
ステージ等設骰 本宮町本宮高倉地 ノ‘

平成16年10月1日 平成 16年9月27日熊野本宮大社宮司 工作物設岡 慎重

18 文33号の(14)
金剛峯寺

カメラ設似 袖野町綺野山152 ,、
平成16年 II月2日 平成16年！0月26日（宗）金剛峯寺 工作物設個 槙重

19 文33号の(15)
金剛峯寺

型石修紐 高野町高野山553-1 ノ‘ 尚野町教育委員会

平成16年II月2日 平成16年9月27日（宗）金剛峯寺 工作物設置 立会

20 文33号の(16)
金岡lj峯寺

築地擁墜改修 尚野町高野l上1553-1 ノ‘

平成16年II月12日 平成16年10月29日（宗）金剛峯寺 工作物設囮 慎重

21 文]]号の(17)
金剛峯寺

硲石建立 高野町高野止553-1 ノ‘ 麻野町教育委只会

平成16年12月3日 平成16年10月29日（宗）金剛峯寺 工作物設i筐 立会

22 文33号の(18)
熊野参詣追

地籍調査に伴う境界杭の設四 熊野川町西字硲ヶ谷他里道 ノ‘

平成17年1月20日 平成17年1月13日 工作物設岡 槙祖

23 文33号の(20)
金剛峯寺

硲石建立 高野町裔野山553-1 ノ‘ 麻野町教育委員会

平成17年3月25日 平成17年3月23日（宗）金剛峯寺 工作物設岡 ¥」ー．ム云

24 文33号の(21)
熊野参詣道

記念碑建立・案内板移設 中辺路町大字栗栢川字平原859・沌尻王子 ハ

平成17年3月30日 平成17年2月1日 工作物設骰 慎重

25 文33号の(22)
高野山Ill]石道

記念碑建立 九度山町大字慈尊院832 ノ‘

平成17年3月30日 平成17年2月20日（宗）慈昭院 工作物設岡 供重

国指定史跡現状変更一覧表（進達）
番 文芯番号

史跡名
申訥理由 場所

申訥者 備考
号 日付 申請日 所有者など

I 文39号
熊野参詣道

発心1'’l王子跡・休憩所焼失後の撤去 本宮町伏拝1016 本宮町長 和歌山県教育委員会

平成16年4月5日 平成16年4月1日佃人 ＿M、~ ・•ムエ

2 文39号の(2)
和歌山城

和歌山城ーの丸西部発掘調査 和歌山市一番丁3番地 和歌山市長

平成16年4月12日 平成16年4月8日和歌山市長

ヘ’ 文39号の(3)
三栖廃寺塔跡

史跡盤伽 田辺市下二栖 田辺市長 田辺市教育委員会

平成16年5月7日 平成16年5月6日 田辺市長 立会

4 文149号
（特）岩橋千塚古坑群

史跡整伽とその事前発掘調究 和歌山市岩稲1833・ 1834ほか 和歌山県教育委員

平成16年6月10日 平成16年6月lOH和歌山県知事 会教育長

5 文39号の(4)
熊野三山

船蔵の撤去 •新築 新宮市新宮lの6 熊野速王大社宮司 新宮市教育委員会

平成 16年6月18日 平成16年6月10日熊野速圭大社 立会

6 文39号の(6)
店野山lII・「石道

歩道改良工事事前調査 品野町高野山 和歌山県知事

平成16年9月2日 平成16年8月27日和歌山県知事

7 文39号の(9)
神蔵神社石段の保存修理のため布前発掘闊

新宮市新宮字左指ヶ恥1887-1830 新宮市長
熊野三山（神倉神社） 査

平成16年II月llH 平成16年II月1日（宗）熊野辿玉大社・国土交通省

8 文39号の(9)
熊野参詣迎

商野坂の石行：保存修理 新宮市二輪崎字源ヶ林2180番地 新宮市長

平成16年II月11日 平成16年II月1日国土交通省

， 文429号
（特）岩橋千塚古墳群

保存修理工事 和歌山市岩橋1833・ 1834ほか 和歌山県教育委員

平成16年II月30H 平成16年II月30日和歌山県知事 会教育長

10 文39号の(10)
高野山町石道

歩道改良工ホ門］•石移設含む） 高野町品野山地内 和歌山県知事 和歌山県教有委員会

平成16年12月21日 平成16年12月6日和歌山県知事 立会

11 文39号の(12)
和歌山城

上水道配水管敷設工事 和歌山市一番丁3番地 和歌山市公営企業 和歌山県教育委員会

平成16年12月22日 平成16年12月6日和歌山市長 管理者水道局長 立会

12 文39号の(13)
和歌山城

車椅子用通路改修工事 和歌山市一番丁3番地 和歌山市長 和歌山市教育委員会

平成16年12月28日 平成16年II月24日和歌山市長 立」ム＝ 
13 文39号の(14)

新宮城跡
毀損石坦の写冥測産・解体・上而の発掘調杏 新宮市新宮字丹鶴7691-4 新宮市長 新宮市教育委員会

平成16年12月28日 平成16年12月22日新宮市 l→= ム
14 文39号の(15)

紀伊国分寺跡
収蔵施設建設（史跡外）に係る排水溝の設低 打旧町大字東国分字八光682の3 打田町長 打田町教育委員会

平成16年12月28cl 平成16年12月16日打田町長 ¥4 ムェ

15 文39号の(16)
和歌山城

御橋廊下復九、二の丸西部・西の丸盛餅i 和歌山市一番丁3番地 和歌山市長 和歌山市教育委員会

平成16年12月28ll 平成16年12月27日和歌山市長 ¥し= 
16 文39号の(17)

邸野111町石迫
電線地中化工事 計t嬰予Ill］▲i団嬰f2 4 1 ~ 7 9 5 品野町長 和歌山県教育委員会

平成17年1月17Fl 平成16年12月22日和歌山県知事 上-L•9＝ 
17 文39号の(18)

尚野llJIlI]石道
台風等による境内地崩壊地の修理 九1臭山町慈的院835 （宗）丹生官省符神社 和歌山県教育委貝会

平成17年1月3111 平成17年1月24日（宗）丹生官省符神社 代表役員 立会
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平成16年度埋蔵文化財関係届出等件数

文化財 個
そ
宅 農

そ
自 保 遺

保護法 道 河 港 呂子 住 人 工 店
住 の

地 ゴル ガス 業
の
然 存 学 跡

根拠条
指示内容等

路 JII 湾 校 宅 住 場 舗
宅 他

造 フ場 等 関
他
災 目 術 整

計

名 宅
兼 建

成 係
開
害 的 備

物 発

発掘調査 ］ 16 4 12 2 4 7 2 2 50 

工事立会 1 25 106 6 1 13 6 12 ， 179 
57条の2

慎重工事 1 19 I 4 2 7 I 35 

その他

゜------ '"" --'" -- --
発掘調査 6 I 3 2 12 

工事立会 6 1 1 2 3 14 3 I 31 
57条の3

慎重工事 1 2 II 5 19 

その他

゜合計 14 1 I 4 42 129 

゜
18 4 29 15 

゜
46 

゜
22 I 326 

試掘・確認調査 2 4 6 
57条
本発掘調査 2 I 1 1 1 I 2 ， 
―-―--- ---.. -- --
試掘・確認調査 1 2 1 I 3 8 

58条の2
本発掘調査 1 1 2 

合計 3 1 

゜゚
1 

゜゚
3 

゜
3 4 

゜゚ ゜
3 

゜
7 

゜゚
25 

平成16年度県内市町村発掘関連事務一覧

-------
57-2 57-3 58-2 ----57-2 57-3 58-2 和歌山市 86 10 美浜町 2 

海南市 34 4 4 日高町 1 1 

下津町 1 由良町 1 

野上町 川辺町 1 

美里町 中津村

打田町 23 2 美山村

粉河町 1 印南町

那賀町 みなべ町 1 

桃山町 3 2 龍神村

貴志川町 7 田辺市 2 

岩出町 25 8 中辺路町

橋本町 8 ， 大塔村
高野口町 4 本宮町

九度山町 1 白浜町

高野町 11 19 日置川町

かつらぎ町 6 上富田町

花園村 すさみ町

有田町 2 串本町

吉備町 14 1 4 新宮市 8 2 

金屋町 2 1 熊野川町

清水町 那智勝浦町 1 

湯浅町 太地町

広川町 1 古座川町

御坊市 21 2 北山村

合計 2 64 I 62 10 
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平成16年度 57条の2 届出一覧
番号 届出等の 道跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考
種類 時代・種類 文書番号 指ホ事項

根拠条名 所在地 指示の 日付

1 57-2 田殿尾中遺跡 3月18日 文第7号 工事立会

弥生～古墳・散布地

吉備町角215 平成16年4月5日

2 57-2 鳴神v遺跡 3月19日 文第7号の(2) 浄化槽部分工事立会

弥生～平安・散布地

和歌山市秋月字中瀬176-4,5,8 平成16年4月5日

3 57-2 津秦1I遺跡 3月22日 文第7号の(3) 浄化槽部分工事立会

古墳～奈良・散布地

和歌山市井辺字儀法棠45-30 平成16年4月5日

4 57-2 西田井遺跡 3月23日 文第7号の(4) 工事立会

弥生～中世・集落跡

和歌山市西田井字若嶋385,386番 平成16年4月5日

5 57-2 井辺造跡 3月24日 文第7号の(5) 工事立会

弥生・散布地

和歌山市神前字舟田144-l他 平成16年4月5日

6 5 7~2 井辺遺跡 3月24日 文第7号の(6) 確認調査

弥生・散布地

和歌山市津秦字扁屋145-16 平成16年4月5日

7 57-2 太田・黒田逍跡 3月25日 文第7号の(7) 確認調査

弥生～奈良・集落跡

和歌山市黒田173番地3 平成l6年4月5日

8 57-2 太田・黒田遺跡 3月30日 文第7号の(8) 確認調査

弥生～奈良・集落跡

和歌山市黒田105-1,3,6 平成16年4月5日， 57-2 粟島遣跡 3月29日 文第7号の(9) 慎重工事

奈良～平安・散布地

打田町大字東大井字粟嶋436-11 平成16年4月5日

10 57-2 名古曽 I遺跡 3月26日 文第7号の(10) 工事立会

弥生～奈良・散布地

高野口町名古曽719-1 平成l6年4月5日

11 57-2 蛭田坪追跡 3月31日 文第7号の(11) 工事立会

弥生～古墳・散布地

御坊市湯川町小松原字九原坪572番他 平成16年4月21日

12 57-2 蛭田坪遣跡 3月31日 文第7号の(12) 工事立会

弥生～古墳・散布地

御坊市湯川町財部字深洲37-18 平成16年4月21日

13 57-2 岡田 II造跡 3月26日 文第7号の(13) 慎重工事

弥生～中世・散布地

岩出町大字岡田字上野761-3 平成16年4月21日

14 57-2 平尾遣跡 4月2日 文第7号の(14) 確認調査

縄文～室町

和歌山市木枕字矢出垣内287番2 平成16年4月21日

15 57-2 井辺遺跡 4月5日 文第7号の(15) 確認調査

弥生・散布地

和歌山市井辺27-7 平成16年4月21日

16 57-2 粟島遺跡 4月9日 文第7号の(16) 慎重工事

奈良～平安・散布地

打田町大字東大井字粟嶋437-16 平成16年4月21日

17 57-2 伝承の館跡 4月13日 文第7号の(17) 工事立会

中世・館跡

貴志川町大字神戸字稲戸703番9 平成16年4月27日

18 57-2 太田・黒田追跡、太田城跡 4月15日 文第7号の(18) 確認調査

弥生～中世・集落跡

和歌山市太田字城跡479-6 平成16年4月27日

19 57-2 神前II遺跡 4月16日 文第7号の(19) 確認調査

・散布地

和歌山市神前字宮出168-3他 平成16年4月27日

20 57-2 岡田 II遣跡 4月16日 文第7号の(20) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・散布地

打田町大字西井阪字花井107-15 平成16年4月27日

21 57-2 上尾遺跡 4月8日 文第7号の(21) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

桃山町大字調月字北山ノ台769-142番地 平成16年4月27日

22 57-2 佐野遺跡 4月19日 文第7号の(22) 工事立会

弥生～古墳・散布地

かつらぎ町佐野557-1 平成16年4月27日

23 57-2 藤並地区遺跡 4月26日 文第7号の(23) 擁壁部工事立会

旧石器～縄文・散布地

吉備町大字天満字士生西町212番2、213番2 平成16年5月12日
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平成16年度 57条の2 届出一覧
番号 届出等の 造跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指示事項

根拠条名 所在地 指示の日付

24 57-2 中井原遺跡 4月26日 文第7号の(24) 浄化槽部分工事立会

中世・散布地

金屋町中野54-2 平成16年5月12日

25 57-2 鳴神II遺跡 4月26日 文第7号の(25) 浄化槽部分工事立会

弥生～平安・用水路跡

和歌山市鳴神字四而田103-8 平成16年5月12日

26 57-2 木ノ本1I遺跡 4月28日 文第7号の(26) 工事立会

・散布地

和歌山市木ノ本1149 平成16年5月12日

27 57-2 王城跡 4月26日 文第7号の(27) 浄化槽部分工事立会

中世・城館跡

打田町古和田字中通り302-1 平成16年5月12日

28 57-2 佐野廃寺跡 5月6日 文第7号の(28) 工事立会

古代・寺院跡

かつらぎ町大字佐野536-3 平成16年5月12日

29 57~2 岡村造跡 5月6日 文第7号の(29) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

海南市岡田字柿之坪145-5 平成16年5月14日

30 57-2 岡村造跡 5月6日 文第7号の(30) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

海南市岡田字柿之坪145-11 平成16年5月14日

31 57-2 岡村造跡 5月6日 文第7号の(31) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

海南市岡田字柿之坪145-12 平成16年5月14日

32 57-2 岡村遺跡 5月6日 文第7号の(32) 浄化槽部分工事立会

弥生～占墳・散布地

海南市岡田字柿之坪145-9 平成16年5月14日

33 57-2 岡村遺跡 5月6日 文第7号の(33) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

海南市岡田字柿之坪145-3 平成16年5月14日

34 57-2 岡村造跡 5月6日 文第7号の(34) 工事立会

弥生～古墳・散布地

海南市岡田字塊田164番地2 平成16年5月14日

35 57-2 糸我中番遺跡 5月7日 文第7号の(35) 工事立会

有田市糸我町中番字宮城181-1 平成16年5月14日

36 57-2 太田・黒田遺跡、太田城跡 5月10日 文第7号の(36) 確認調査

弥生～中世・集落跡

和歌山市太田字城跡479-1 平成16年5月14日

37 57-2 木ノ本III遺跡 5月10日 文第7号の(37) 浄化槽部分工事立会

•散布地

和歌山市木ノ本748,749-l・3 平成16年5月14日

38 57-2 太田・黒田遣跡、太田城跡 5月10日 文第7号の(38) 工事立会

弥生～中世・集落跡

和歌山市太田字城跡516番地6,34-14-1 平成16年5月14日

39 57-2 東田中神社遺跡 5月10日 文第7号の(39) 浄化槽部分工事立会

・散布地

打田町大字打田字小門646-2・3 平成l6年5月20日

40 57-2 岡村遺跡 5月14日 文第7号の(40) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

悔南市岡田字柿之坪145-7 平成16年5月20日

41 57-2 川辺遺跡 5月11日 文第7号の(41) 浄化槽部分丁．事守会

・集落跡

和歌山市）II辺字薬師棠277-11・13 平成16年5月20日

42 57-2 佐野遺跡 5月14日 文第7号の(42) 工事立会

弥生～古代・集落跡

かつらぎ町佐野805-1番地 平成16年5月20日

43 57-2 津井切遺跡 5月13日 文第7号の(43) 工事立会

弥生・散布地

御坊市藤田町吉田766 平成16年5月20H

44 57-2 岡村遺跡 5月14日 文第7号の(44) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

海南市岡田字柿之坪145-10 平成16年5月20日

45 5 7 ~2 権田池古墳 5月17日 文第7号の(45) 工事立会

古墳・古墳

貴志）II町神戸1082-7・9 平成16年5月20日

46 57-2 根来寺坊院跡 5月14日 文第7号の(46) 工事立会

中世～・寺院跡

岩出町根来字東谷2150-2 平成16年5月25日
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平成16年度 57条の2届出一覧
番号 届出等の 遺跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指示事項

根拠条名 所在地 指示の日付

47 57-2 鳴神Ill遺跡 5月17日 文第7号の(47) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市鳴神字惣垣内547番ー5 平成16年5月25日

48 57-2 伏山城跡 5月20日 文第7号の(48) 工事立会

中世・山城跡

海南市多田543 平成16年5月25日

49 57-2 興国寺跡 5月20日 文第7号の(49) 工事立会

鎌倉・寺院跡

由良町門前801 平成16年5月25日

50 57-2 津井切遺跡 5月17日 文第7号の(50) 工事立会

弥生・散布地

御坊市藤田町吉田字東院726番12 平成16年5月25日

51 57-2 津井切遺跡 5月17日 文第7号の(51) 工事立会

弥生・散布地

御坊市藤田町吉田字東院726番19 平成16年5月25日

52 57-2 高井造跡 5月19日 文第7号の(52) 浄化槽部分工事立会

縄文・散布地

和歌山市直川字木ノ下96番5 平成16年6月2日

53 57-2 八丁田圃遺跡 5月21日 文第7号の(53) 浄化槽部分工事立会

縄文～鎌倉・散布地

田辺市秋津町字西八町238-12 平成16年6月2日

54 57-2 貴志城跡 5月21日 文第7号の(54) 浄化槽部分工事立会

中世・城跡

貴志川町大字上野山字鍛屋垣内250番 平成16年6月2日

55 57-2 粟島造跡 5月21日 文第7号の(55) 慎重工事

中世・散布地

打田町大字東大井字粟嶋419-23 平成16年6月2日

56 57-2 名古曽w追跡 5月21日 文第7号の(56) 慎重工事

・散布地

高野口町大字名古曽字住吉坪456番7 平成16年6月2日

57 57-2 且来 1造跡 5月25日 文第7号の(57) 浄化槽部分工事立会

縄文・散布地

而南市且来字大荒田29-14 平成16年6月2日

58 57-2 紀三井寺塩田跡 5月24日 文第7号の(58) 浄化槽部分工事立会

江戸・塩田

和歌山市紀三井寺字半済513番地1 平成16年6月2日

59 57-2 紀三井寺塩田跡 5月24日 文第7号の(59) 浄化槽部分工事立会

江戸・塩田

和歌山市紀三井寺字半済513番地l 平成16年6月2日

60 57-2 和歌山城跡 5月26日 文第7号の(60) 工事立会

近世・城跡

和歌山市三番丁76 平成16年6月2日

61 57-2 粟島辿跡 5月28日 文第7号の(61) 浄化槽部分工事立会

中世・散布地

打田町大字東大井字正覚82番35 平成16年6月2日

62 57-2 岩内 ］造跡 4月28日 文第7号の(62) 工事立会

・散布地

御坊市岩内551-2 平成16年6月10日

63 57-2 天神社跡 5月31日 文第7号の(63) 擁壁・浄化槽部分立会

・神社跡

広川町大字山本字天神谷1432番3 平成16年6月IO日

64 57-2 田殿尾中辿跡 6月2日 文第7号の(64) 工事立会

・散布地

吉備町大字尾中字九文手97番 平成16年6月10日

65 57-2 粟島追跡 5月28日 文第7号の(65) 浄化槽部分工事立会

中世・散布地

打田町大字東大井字粟嶋419-8 平成16年6月10日

66 57-2 井辺造跡 6月1日 文第7号の(66) 確認調査

・散布地

和歌山市津秦字高屋145番16 平成16年6月10日

67 57-2 元辿励 6月7日 文第7号の(67) 慎虞工事

・散布地

桃山町大字元字東嶋481,482-1 平成16年6月IO日

68 57-2 畑毛辿跡 6月3日 文第7号の(68) 浄化槽部分工事立会

・散布地

岩出町大字西野字春而22-1 平成16年6月10日

69 57-2 岡村追跡 6月7日 文第7号の(69) 工事立会

弥生～中世・集落跡

悔南市岡田120-5 平成16年6月10日
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平成16年度 57条の2届出一覧
番号 届出等の 遺跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考
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根拠条名 所在地 指示の日付

70 57-2 堅田遺跡 6月10日 文第7号の(70) 工事立会

弥生～中世・集落跡

御坊市湯川町財部201番l・6・ 10 平成16年6月18日

71 57-2 堅田遺跡 6月11日 文第7号の(71) 工事立会

弥生～中世・集落跡

御坊市湯川町財部字平田616-1、615-2 平成16年6月18日

72 57-2 根来寺坊院跡 6月8日 文第7号の(72) 恨重工事

中世～・寺院跡

岩出町大字山田字太子コウ89-117・118 平成16年6月18日

73 57-2 岡田遺跡 6月10日 文第7号の(73) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・散布地

岩出町大字岡田字古堂269-1 平成16年6月18日

74 57-2 山崎遺跡 6月15日 文第7号の(74) 工事立会

・散布地

岩出町大字金屋字八幡309番1他 平成16年6月28日

75 57-2 関戸遺跡 6月9日 文第7号の(75) 工事立会

・散布地

和歌山市関戸4丁目2-54 平成16年6月28日

76 57-2 原野遺跡 6月21日 文第7号の(76) 工事立会

・散布地

海南市原野105-2 平成16年6月28日

77 57-2 木ノ本III遺跡 6月18日 文第7号の(77) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市木ノ本字谷河橋751-8 平成16年6月28日

78 57-2 粟島遺跡 6月22日 文第7号の(78) 浄化槽部分工事立会

中世・散布地

打田町大字東大井字正覚82番25号 平成16年6月28日

79 57-2 松原Il遺跡 6月22日 文第7号の(79) 工事立会

・散布地

和歌山市馬場字宮ノ前32番1,3 平成16年6月28H

80 57-2 上野王子跡 6月14日 文第7号の(80) 工事立会

中世～・王子跡

御坊市名田町上野1529-5 平成16年6月28日

81 57-2 神野々 I遺跡 6月23日 文第7号の(81) 確認調査

弥生～中世・散布地

橋本市神野々字柳下977番 平成16年7月14日

82 57-2 神前遺跡 6月28日 文第7号の(82) 確認調査

弥生・散布地

和歌山市神前字千本510-1他 平成16年7月14日

83 57-2 関戸遺跡 7月2日 文第7号の(83) 工事立会

弥生～室町・散布地

和歌山市関戸3丁目3-22 平成16年7月14日

84 57-2 根来寺坊院跡 6月30日 文第7号の(84) 慎重工事

寺院跡・中世～

岩出町根来地内 平成16年7月14日

85 57-2 根来寺坊院跡 6月30日 文第7号の(85) 慎重主事

寺院跡・中世～

岩出町根来地内 平成16年7月14日

86 57-2 中黒1I遺跡 6月30日 文第7号の(86) 確認調査

弥生～奈良・散布地

岩出町大字中黒字前島546他 平成16年7月14日

87 57-2 中飯降遺跡 7月9日 文第7号の(87) 慎重工事

古墳～中世・散布地

かつらぎ町中飯降字大将軍前1107、1106-4 平成16年7月26日

88 57-2 平山城跡 7月6日 文第7号の(88) 慎重工事

中世・城跡

高野口町大字応其字平山494番8,9 平成16年7月26日

89 57-2 金剛峯寺遺跡 7月12日 文第7号の(89) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町高野山44-49 平成16年7月26日

90 57-2 太田・黒田遺跡 7月12日 文第7号の(90) 確認調査

弥生～・集落跡

和歌山市太田420 平成16年7月26日

91 57~2 粟島遺跡 7月15日 文第7号の(91) 工事立会

中世～・散布地

打田町大字東大井字粟嶋419番2 平成16年7月26日

92 57-2 金剛峯寺遺跡 7月20日 文第7号の(92) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町大字裔野山字蓮華谷455、454-2・3 平成16年7月26日
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93 57-2 金剛峯寺遺跡 7月20日 文第7号の(93) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町大字高野山86番地 平成l6年7月26日

94 57-2 岡村遺跡 7月23日 文第7号の(94) 浄化槽立会

古代～・寺院跡

海南市岡田字柿之坪145-4 平成16年7月29日

95 57-2 岡村遺跡 7月23日 文第7号の(95) 浄化槽立会

古代～・寺院跡

海南市岡田字柿之坪145-6 平成16年7月29日

96 57-2 栗島遺跡 7月20日 文第7号の(96) 浄化槽立会

古代～・寺院跡

打田町大字東大井字栗嶋419-8の一部 平成16年7月29日

97 57-2 金剛峯寺遺跡 7月21日 文第7号の(97) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町高野山45-35,45-46 平成16年7月29日

98 57-2 金剛峯寺遺跡 7月28日 文第7号の(98) 工事立会

古代～・寺院跡

圏野町雇野山805番地 平成16年8月3日

99 57~ 2 堅田遺跡 7月28日 文第7号の(99) 確認調査

弥生～・集落跡

御坊市湯川町財部639-2 平成16年8月3日

100 57-2 川関遺跡 7月29日 文第7号の(100) 浄化槽部分工事立会

中世～・散布地

那智勝浦町天満30-8 平成16年8月3日

101 57-2 垂井榎塚遣跡 7月26日 文第7号の(101) 浄化槽部分工事立会

弥生・散布地

橋本市隅田町垂井字榎木塚529、531番地 平成16年8月12日

102 57-2 西国分1I遺跡 7月28日 文第7号の(102) 工事立会

奈良・散布地

岩出町岡田4-1,4-5 平成16年8月12日

103 57-2 津秦遺跡 8月4日 文第7号の(103) 確認調査

弥生・散布地

和歌山市津秦字天神前91番l 平成16年8月12日

104 57-2 津秦辿跡 8月4日 文第7号の(104) 確認調査

弥生・散布地

和歌山市津秦字天神前91番l 平成16年8月12日

105 57-2 堅田造跡 5月26日 文第7号の(105) 工事立会

弥生～中世・集落跡

御坊市湯川町財部字森崎121-2,122-2 平成16年8月27日

106 57-2 紀二井寺塩田跡 8月10日 文第7号の(106) 工事立会

江戸・塩田

和歌山市紀三井寺字寄洲郷800番83 平成16年8月27日

107 57-2 佐野遺跡 8月12日 文第7号の(107) 工事立会

弥生～中世・集落跡

かつらぎ町佐野568-5 平成16年8月27日

108 57-2 岩内城跡 8月17日 文第7号の(108) 工事立会

中世・城跡

御坊市岩内字竹之浦485番5 平成16年8月27日

109 57-2 岩内城跡 8月17日 文第7号の(109) 工事立会

中世・城跡

御坊市岩内字竹之浦485番3 平成16年8月27日

110 57-2 冗磁跡 8月24日 文第7号の(110) 慎重工事

弥生～中世・散布地

桃山町大字元字東嶋479番11 平成16年9月9日

111 57-2 荒田遺跡 8月25日 文第7号の(111) 確認調査

弥生～中世・散布地

岩出町大字堀口字中池8番3他 平成16年9月9日

112 57-2 佐野遺跡 8月27日 文第7号の(ll2) 慎重工事

弥生～古墳・散布地

新宮市佐野字根地原924-6 平成16年9月9日

113 57-2 根来寺坊院跡 9月1日 文第7号の(113) 慎重工事

中世～・寺院跡

岩出町根来地内 平成16年9月9日

114 57-2 岩橋1I遥跡 9月2日 文第7号の（114) 浄化槽部分工事立会

古墳・散布地

和歌山市岩橋字高橋1320-13 平成16年9月9日

115 57-2 根来寺坊院跡 9月6日 文第7号の(115) 慎重工事

中世～・寺院跡

岩出町大字根来字洞尾1679-2、1681-1・4、1682-1 平成16年9月21日
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116 57-2 佐野遺跡 9月14日 文第7号の(116) 浄化槽部分工事立会

弥生～古墳・散布地

新宮市佐野字根地原919-6 平成16年9月21日

117 57-2 木ノ本1ll造跡 9月13日 文第7号の(117) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市木ノ本字谷河橋751-6 平成16年9月21日

118 57-2 楠古墳群•平尾遺跡 9月14日 文第7号の(118) 工事立会

古墳・古墳

和歌山市平尾字芝崎129-1 平成16年9月21日

119 57-2 岩橋Il遺跡 9月14日 文第7号の(119) 確認調査

古墳・散布地

和歌山市岩橋字高橋1314番l、1315番l、1316番l 平成16年9月21日

120 57-2 岡田II遺跡 9月17日 文第7号の(120) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・散布地

打田町大字下井阪字西垣内12-1 平成16年10月1日

121 57-2 神前遺跡 9月21日 文第7号の(121) 確認調査

弥生・散布地

和歌山市神前字干本511番2他5筆 平成16年10月1日

122 57-2 銭坂城跡 9月14日 文第7号の(122) 慎重工事

中世・城跡

橋本市野字城之内268-6 平成16年10月1日

123 57-2 上田遺跡 9月16日 文第7号の(123) 工事立会

弥生・集落跡

橋本市上田225 平成16年10月1日

124 57-2 垂井女房ヶ坪遺跡 9月17日 文第7号の(124) 確認調査

古代～・散布地

橋本市隅田町垂井字女房坪61-5、62-5、63-5、64-6 平成l6年lO月l日

125 57~2 平山城跡 9月22日 文第7号の(125) 慎重工事

中世・城跡

高野口町大字応其平山437番61 平成16年10月1日

126 57-2 藤並地区遺跡 9月16日 文第7号の(126) 浄化槽部分工事立会

旧石器～・散布地

吉備町大字士生字山崎308-1 平成16年10月18日

127 57-2 和歌山城跡 9月27日 文第7号の(127) 工事立会

近世・城跡

和歌山市七番丁27 平成16年10月18日

128 57-2 井辺遺跡 10月1日 文第7号の(128) 工事立会

弥生～・集落跡

和歌山市神前字曽根田14番IO 平成l6年l0月18日

129 57 ~ 2 山吹丁遺跡 10月1日 文第7号の(129) 工事立会

弥生～古墳・散布地

和歌山市東釘貫丁2丁目5番 平成16年10月18日

130 57-2 胡麻生館跡 9月29日 文第7号の(130) 慎重工事

中世・城跡

橋本市胡麻生字尾崎114番l、4 平成16年IO月18日

131 57~2 荒田遺跡 9月28日 文第7号の(131) 確認調査

弥生～中世・散布地

岩出町大字根来字村前607番1 平成16年10月I8日

132 57-2 東郷遺跡 9月30日 文第7号の(132) 工事立会

弥生～・散布地

御坊市藤田町藤井1905-4~6、1907-1 平成16年10月18日

133 57-2 東国分1I遺跡 10月1日 文第7号の(133) 浄化槽部分工事立会

奈良～中世・散布地

岩出町大字西国分字松ノ上62番3、50番3 平成16年10月18日

134 57-2 且来Il遺跡 9月22日 文第7号の(134) 工事立会

弥生・散布地

海南市且来字城ノ内12-1 平成16年10月18日

135 57-2 亀）II遺跡 10月5日 文第7号の(135) 浄化槽部分工事立会

弥生～・散布地

海南市且来字野田246-7 平成16年10月18日

136 57-2 亀）II遺跡 10月5日 文第7号の(136) 浄化槽部分工事立会

弥生～・散布地

海南市且来字野田246-8 平成16年10月18日

137 57-2 亀）1|遺跡 10月5日 文第7号の(137) 浄化槽部分工事立会

弥生～・散布地

海南市且来字野田246-10 平成16年10月18日

138 57-2 岩内1I造跡 10月6日 文第7号の(138) 丁．事立会

・散布地

御坊市岩内字岡ノ前］036-9・13・14 平成16年JO月18日
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139 57-2 荊木遺跡 9月30日 文第7号の(139) 浄化槽部分工事立会

弥生・散布地

日高町大字萩原字御子録406番l 平成16年10月18日

140 57-2 立神社祭祀遺跡 10月8日 文第7号の(140) 浄化槽部分工事立会

・散布地

下津町大字引尾字宮尾72-1 平成16年10月18日

141 57-2 常の前西沼追跡 10月14日 文第7号の(141) 慎重工事

弥生・散布地

美浜町大字田井字西沼334番6 平成16年10月20日

142 57-2 池田遺跡 10月4日 文第7号の(142) 浄化槽部分工事立会

縄文・散布地

和歌山市六十谷字真谷裾1189-19 平成16年10月20日

143 57-2 榎原遺跡 10月5日 文第7号の(143) 工事立会

古墳・散布地

和歌山市榎原字広瀬61番2、70番2 平成16年10月20日

144 57-2 紀三井寺塩田跡 10月6日 文第7号の(144) 工事立会

江戸・塩田跡

和歌山市紀三井寺字中小卜1新畑782番2、784番1 平成16年10月20日

145 57-2 紀二井寺塩田跡 10月6日 文第7号の(145) 工事立会

江戸・塩田跡

和歌山市紀三井寺字中｝I、|新畑782番2、783番2、1784番1 平成16年10月20日

146 57-2 井辺辿跡 10月7日 文第7号の(146) 浄化槽部分工事立会

古墳～・散布地

和歌山市神前110番地18 平成16年JO月20日

147 57-2 土居跡 10月12日 文第7号の(147) 浄化槽部分工事立会

中世・館跡

悔南市九品寺字中尾279番2 平成16年10月20日

148 57-2 古佐田追跡 10月21日 文第7号の(148) 慎虞工事

古代・散布地

橋本市古佐田1丁目220-1、221、69-1他33箪 平成16年10月29日

149 57-2 中殿土居跡 10月22日 文第7号の(149) 工事立会

中世・城跡

海南市野上中448-1・2、449-2・3 平成16年10月29日

150 57-2 東郷遺跡 10月18日 文第7号の(150) 工事立会

弥生～・散布地

御坊市藤田町籐井字宮田1913番2、1917番3、1918番l 平成16年10月29日

151 57-2 津井切造跡 10月18日 文第7号の(151) 工事立会

・散布地

御坊市藤田町吉田字津井切892番、893番 平成16年10月29日

152 57-2 岩橋II造跡 10月18日 文第7号の(152) 浄化槽部分工事立会

古墳・散布地

和歌山市岩橋字高橋1320-5 平成16年10月29日

153 57-2 山吹丁遺跡 10月21日 文第7号の(153) 確認調査

・散布地

和歌山市元寺町五丁目52・53 平成16年10月29日

154 57-2 八岡山城跡 10月22日 文第7号の(154) 浄化槽部分工事立会

中世・城跡

費志川町大字岸宮字八岡990-60 平成16年II月8日

155 57-2 太田・黒田追跡 10月25日 文第7号の(155) 確認調査

弥生～・集落跡

和歌山市黒田82-3 平成16年II月8日

156 57-2 秋月追跡 10月26日 文第7号の(156) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・隼落跡

和歌山市秋月532-6 平成16年II月8日

157 57-2 岡田 II追跡 10月25日 文第7号の(157) 浄化槽部分工事立会

弥生、中世・散布地

打田町大字下井阪字三ツ塚485番l 平成16年II月8日

158 57-2 岡田 1I追跡 10月29日 文第7号の(158) 浄化槽部分工事立会

弥生、中世・散布地

打田町大字西井阪字花井107-13 平成16年II月8日

159 57-2 岡田II追跡 10月29日 文第7号の(159) 浄化槽部分工事立会

弥生、中世・散布地

打田町大字西井阪字花井107-18 平成16年II月8日

160 57-2 粟島追跡 10月29日 文第7号の(160) 浄化槽部分工事立会

中世・散布地

打田町大字赤尾字河西坪472-10 平成16年II月8日

161 57-2 亀川辿跡 10月29日 文第7号の(161) 浄化槽部分工事立会

弥生～・散布地

海南市且来246-9 平成16年II月8日
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162 57-2 根来寺坊院跡 10月25日 文第7号の(162) 慎重工事

中世～・寺院跡

岩出町大字根来字東谷2230-5 平成16年11月8日

163 57~2 歓喜寺跡 10月24日 文第7号の(163) 工事立会

鎌倉・寺院跡

金屋町歓喜寺233-3 平成16年11月16日

164 57-2 坂本屋敷跡 11月1日 文第7号の(164) 確認調査

中世・屋敷跡

海南市藤白字濱端166-9 平成16年II月16日

165 57-2 八丁田圃遺跡 11月2日 文第7号の(165) 浄化槽部分工事立会

縄文～鎌倉・散布地

田辺市秋津町字西八丁238-14 平成16年11月16日

166 57-2 神前遺跡 11月2日 文第7号の(166) 確認調査

・散布地

和歌山市坂田字塩田122番1-4-5・6、l]0番、 111番1、坂

田字瓜野124番、 126番、 127番、 132番l、神前字千本503
平成16年II月16日

番3、504番l、508番l、515番l、516番l,517番l・2、518

番l・2、519番、 522番1、523番l、524番、 525番1、526番2

167 57-2 尼ヶ辻遣跡 11月4日 文第7号の(167) 確認調査

中世～・寺院跡

岩出町大字根来字中溝634、636番 平成16年II月16日

168 57-2 田殿尾中遺跡 11月9日 文第7号の(168) 浄化槽部分工事立会

弥生～・集落跡

吉備町出303-1 平成16年l]月16日

169 57-2 今市仮城跡 11月11日 文第7号の(169) 確認調査

中世・城跡

海南市日方字井松原1167-5、1167-8、l187-1 平成16年II月25日

170 57-2 紀三井寺塩田跡 11月11日 文第7号の(170) 浄化槽部分工事立会

江戸・塩田跡

和歌山市紀三井寺字半済513番6 平成16年l1月25日

171 57-2 津井切遺跡 11月15日 文第7号の(171) 工事立会

弥生～・散布地

御坊市藤田町吉田字東院726番20 平成16年11月25日

172 57-2 岡田 II遺跡 11月17日 文第7号の(172) 浄化槽部分工事立会

中世・散布地

打田町大字西井阪字花井202-1 平成16年II月25日

173 57-2 八岡山城跡 11月16日 文第7号の(173) 浄化槽部分工事立会

中世・山城

貴志川町大字岸宮字西宮1225-13 平成16年11月30日

174 57-2 紀伊国分寺跡 11月17日 文第7号の(174) 慎重工事

古代～・寺院跡

打田町東国分字宮ノ前624 平成16年II月30日

175 57-2 土居遺跡 11月16日 文第7号の(175) 工事立会

有田市宮原町新町字中筋246番l 平成16年11月30日

176 57~2 八岡山城跡 11月22日 文第7号の(176) 浄化槽部分工事立会

中世・山城

貴志川町大字岸宮字八岡990-34 平成16年11月30日

177 57-2 岡田 1I遣跡 11月22日 文第7号の(177) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世

岩出町大字岡田字上野770 平成16年II月30日

178 57-2 小松原Il遺跡 11月22日 文第7号の(178) 工事立会

弥生～中世・散布地

御坊市湯川町小松原367-2 平成16年11月30日

179 57-2 小松原1I遺跡 11月22日 文第7号の(179) 工事立会

弥生～中世・散布地

御坊市湯川町小松原367-2 平成16年12月9日

180 57-2 太田・黒田遺跡 11月22日 文第7号の(180) 工事立会

弥生～中世・集落跡

和歌山市黒田字桑ノ木255番14,3,4 平成16年12月9日

181 57-2 紀二井寺塩田跡 11月22日 文第7号の(181) 工事立会

江戸・塩田跡

和歌山市布引字北出373番1,2 平成16年12月9El

182 57-2 井辺遺跡 11月25日 文第7号の(182) 確認調査

古墳・散布地

和歌山市井辺字浮長112番1,2,3,4,5 平成16年12月9日

183 57-2 岡田 1I遺跡 11月22日 文第7号の(183) 工事立会

弥生～中世・散布地

打田町大字西井阪字陰木268 平成16年12月9日
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平成16年度 57条の2届出一覧
番号 届出等の 遺跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指示事項

根拠条名 所在地 指示の日付

184 57-2 根来寺坊院跡 11月26日 文第7号の(184) 確認調査

中世～・寺院跡

岩出町根来2043-1 平成16年12月9日

185 57-2 西庄遺跡 12月1日 文第7号の(185) 確認調査

古墳～中世・散布地

和歌山市本脇字田井田坪29番2 平成16年12月15日

186 57-2 岩橋1I遺跡 12月1日 文第7号の(186) 確認調査

古墳・散布地

和歌山市岩橋字高橋1338-1 平成16年12月15日

187 57-2 且来VI遺跡 12月6日 文第7号の(187) 工事立会

弥生～・散布地

海南市且来字石丁57-2 平成16年12月15日

188 57-2 根来寺坊院跡 12月6日 文第7号の(188) 工事立会

中世～・寺院跡

岩出町大字根来字洞尾1709-1、1710-2 平成16年12月15日

189 57-2 高井造跡 12月3日 文第7号の(189) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市直川字高井垣内1233-1 平成16年12月15日

190 57-2 高井遺跡 12月3日 文第7号の(190) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市直川字高井垣内1233-1 平成16年12月15日

191 57-2 木ノ本 ］遺跡 12月10日 文第7号の(191) 確認調査

・散布地

和歌山市西ノ庄字宮下30,31 平成16年12月27日

192 57-2 井辺遣跡 12月9日 文第7号の(192) 確認調査

弥生～・散布地

和歌山市神前字舟田121-1・2 平成16年12月27日

193 57-2 佐野遺跡 12月14日 文第7号の(193) 慎重工事

弥生～中世・集落跡

かつらぎ町大字佐野字塔ノ檀542-1 平成16年12月27日

194 57-2 金剛峯寺迫跡 12月14日 文第7号の(194) 確認調査

古代～・寺院跡

高野町高野山385 平成16年12月27日

195 57-2 堅田遺跡 12月14日 文第7号の(195) 工事立会

弥生～中世・集落跡

御坊市菌77-3 平成16年12月27日

196 57-2 佐野遺跡 12月15日 文第7号の(196) 慎軍工事

・散布地

新宮市佐野字根地原］009番3 平成16年12月27日

197 57-2 岡村遺跡 12月10日 文第7号の(197) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・集落跡

海南市岡田字境田164番3 平成16年12月27日

198 57-2 亀川遺跡 12月15日 文第7号の(198) 浄化槽部分工事立会

縄文～・散布地

海南市且来字野田246-5 平成16年12月27日

199 57-2 紀三井寺塩田跡 12月13日 文第7号の(199) 工事立会

江戸・塩田跡

和歌山市紀三井寺字中州新畑777-6・15 平成16年12月27日

200 57-2 紀二井寺塩田跡 12月16日 文第7号の(200) 工事立会

江戸・塩田跡

和歌山市紀三井寺字中州新畑787-1・3-4-6 平成l6年l2月27日

201 57-2 木ノ本m追跡 12月22日 文第7号の(201) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市木ノ本字谷河橋751-12 平成16年1月11日

202 57-2 根来寺坊院跡 12月24日 文第7号の(202) 慎重工事

中世～・寺院跡

岩出町根来地内 平成16年1月11日

203 57-2 佐野遺跡 12月28日 文第7号の(203) 工事立会

弥生～・散布地

新宮市佐野字根地原889-1,890-1 平成16年1月11日

204 57-2 藤並地区遺跡 12月24日 文第7号の(204) 発掘調査

旧石器～・散布地

吉備町天満126-5 平成16年1月11日

205 57-2 荒田遺跡 12月21日 文第7号の(205) 確認調査

・散布地

岩出町大字森字宮前184番外13筆堀口字中池7番1外5
平成16年1月II日

筆

206 57-2 金剛峯寺造跡 12月14日 文第7号の(206) 慎重工事

古代～・寺院跡

裔野町商野山306番地 平成16年1月21日
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平成16年度 57条の2届出一覧
番号 届出等の 追跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指ホ事項

根拠条名 所在地 指示の日付

207 57-2 友田町遺跡 1月7日 文第7号の(207) 確認調査

・散布地

和歌山市友田町3丁目 16~18番 平成16年1月21日

208 57-2 岡田 II遺跡 1月11日 文第7号の(208) 確認調査

弥生～中世・散布地

岩出町大字岡田字上野695番3、698番l 平成16年1月21日

209 57-2 神前遺跡 1月11日 文第7号の(209) 確認調査

•散布地

和歌山市和田字森本1194・神前字馬乗免535-3 平成l6年l月2l日

210 57-2 野田地区追跡 1月12日 文第7号の（210) 工事立会

弥生～中世・散布地

吉備町大字天満字泣沢女町743番9 平成16年1月21日

211 57-2 神野々廃寺 1月13日 文第7号の（211) 慎重工事

古代・寺院跡

橋本市神野々字大門961、961-1、940-1、953、939番地 平成16年1月21日

212 57-2 長楽寺跡 1月14日 文第7号の(212) 工事立会

古代・寺院跡

吉備町植野348 平成16年1月21日

213 57-2 宇田森遺跡 1月14日 文第7号の(213) 慎重工事

弥生～・集落跡

和歌山市宇田森字神ノ木36-1番地 平成16年1月21日

214 57-2 藤並地区造跡 1月17日 文第7号の(214) 浄化槽部分工事立会

旧石器～・散布地

吉備町大字土生字池下ノ段371番10 平成16年1月21日

215 57-2 秋月遺跡 1月18日 文第7号の(215) 工事立会

弥生～中世・散布地

和歌山市太田540-6 平成16年1月21日

216 57-2 友田町遺跡 1月17日 文第7号の(216) 確認調査

・散布地

和歌山市友田町4丁目 1番2 平成16年1月21日

217 57-2 堀内氏屋敷跡 1月18日 文第7号の(217) 浄化槽部分工事立会

・屋敷跡

新宮市千穂1丁目729-1・2 平成16年1月31日

218 57-2 東国分II遺跡 1月17日 文第7号の(218) 確認調査

・散布地

岩出町西国分61・65・69-1 平成16年1月31日

219 57-2 岡村古墳群 1月26日 文第7号の(219) 工事立会

古墳・古墳

海南市岡田81番地 平成l6年I月3l日

220 57~2 春日山城跡 1月26日 文第7号の(220) 確認調査

中世・城跡

海南市大野中字春日山1056-1・18・265・272 平成16年1月31日

221 57-2 春日山城跡 1月26日 文第7号の(221) 確認調査

中世・城跡

海南市大野中字春日山1056-18・265・272 平成16年1月31日

222 57-2 且来 I遺跡 1月29日 文第7号の(222) 浄化槽部分工事立会

・散布地

海南市且来字城の内25-3 平成16年1月3I日

223 57-2 和歌止城跡 1月19日 文第7号の(223) 工事立会

近世・城跡

和歌山市岡山丁35 平成l6年2月14日

224 57-2 和歌山城跡 1月24日 文第7号の(224) 工事立会

近世・城跡

和歌山市五番丁8 平成l6年2月l4日

225 57-2 木ノ本Ill遺跡 1月21日 文第7号の(225) 確認調査

・散布地

和歌山市梅原298-3 平成16年2月14日

226 57-2 楠古墳群 • 平尾造跡 1月27日 文第7号の(226) 立会調査

古墳・古墳、散布地

和歌山市平尾字芝崎129-6 平成16年2月14日

227 57-2 岡田 1I遣跡 1月31日 文第7号の(227) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・散布地

打田町西井阪字花井218,219-1 平成16年2月14日

228 57-2 根来寺坊院跡 2月1日 文第7号の(228) 工事立会

中世～・寺院跡

岩出町大字根来字洞尾1710-1・2 平成16年2月14日

229 57-2 亀川遺跡 1月20日 文第7号の(229) 工事立会

弥生～・集落跡

海南市且来字神田266-2 平成16年2月14日
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平成16年度 57条の2 届出一覧
番号 届出等の 遺跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指ホ事項

根拠条名 所在地 指示の日付

230 57-2 岡田1I遺跡 2月4日 文第7号の(230) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・散布地

打田町大字下井阪字三ツ塚484番5・6 平成16年2月14日

231 57-2 西庄遺跡 2月3日 文第7号の(231) 工事立会

古墳～・散布地

和歌山市本脇字宮前坪209番 平成16年2月21日

232 57-2 慈聰院ll造跡 2月7日 文第7号の(232) 工事立会

古代～・集落跡

九度山町慈蒋院143 平成16年2月2]日

233 57-2 天満 I遺跡 2月4日 文第7号の(233) 発掘調査

古墳～・散布地

吉備町天満564番地l 平成16年2月21日

234 57-2 奥の谷遺跡 2月7日 文第7号の(234) 確認調査

・散布地

海南市日方字奥谷477番l、479番 平成16年2月21日

235 57-2 木ノ本Ill遺跡 2月7日 文第7号の(235) 工事立会

•散布地

和歌山市木ノ本字前嶋552番l 平成16年2月21日

236 57-2 池田遺跡 2月7日 文第7号の(236) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市六十谷字真谷裾1189-21 平成16年2月21日

237 57-2 八岡山城跡 2月9日 文第7号の(237) 浄化槽部分工事立会

中世・山城跡

費志川町大字岸宮字八岡990-5 平成16年2月21日

238 57-2 川辺遥跡 2月8日 文第7号の(238) 浄化槽部分工事立会

弥生～・散布地

和歌山市川辺字薬師堂277-12 平成16年2月21日

239 57-2 友田町辿跡 2月8日 文第7号の(239) 確認調査

・散布地

和歌山市友田町4丁目 l-l 平成16年2月21日

240 57-2 今市仮城跡 2月21日 文第7号の(240) 浄化槽部分工事立会

中世・城跡

海南市日方1179-8 平成16年3月2日

241 57-2 佐野追跡 2月23日 文第7号の(241) 確認調森

・散布地

新宮市佐野字根地原975番8,9 平成16年3月2日

242 57-2 上野造跡 2月25日 文第7号の(242) 工事立会

・散布地

打田町上野15-4 平成16年3月3日

243 57-2 井辺造跡 2月21日 文第7号の(243) 確認調査

弥生～・散布地

和歌山市神前字桃ノ本l81-3,204-1,205-2 平成16年3月3日

244 57-2 翌ノ森遺跡 2月23日 文第7号の(244) 工事立会

・散布地

和歌山市元博労町20 平成16年3月3日

245 57-2 金剛峯寺遺跡 2月28日 文第7号の(245) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町大字高野止字西院谷236番2 平成16年3月3日

246 57-2 金剛峯寺追跡 2月28日 文第7号の(246) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町大字高野山26-12 平成16年3月3日

247 57-2 佐野造跡 2月17日 文第7号の(247) 工事立会

・散布地

新宮市佐野字根地原1011 平成16年3月3日

248 57-2 和田 II辿跡 2月25日 文第7号の(248) 慎重工事

・散布地

美浜町和田字西村1269 平成16年3月3日

249 57-2 井辺追跡 2月25日 文第7号の(249) 浄化槽部分工事立会

弥生～・散布地

和歌山市井辺字里神523番地 平成16年3月23日

250 57-2 新宮十郎屋敷跡 3月2日 文第7号の(250) 工事立会

中世・屋敷跡

新宮市熊野地l丁目5532-67,5549-5 平成16年3月23日

251 57-2 田殿尾中遺跡 3月1日 文第7号の(251) 浄化槽部分工事立会

弥生～・集蕗跡

吉備町出173-3 平成16年3月23日

252 57-2 天満1I造跡 2月25日 文第7号の(252) 立会調査

中世・散布地

吉備町大字下津野字南垣内］030番17,18 平成16年3月23日
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平成16年度 57条の2届出一覧
番号 届出等の 造跡の名称 届出等の日付 教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指ホ事項

根拠条名 所在地 指示の日付

253 57-2 天満II遺跡 2月25日 文第7号の(253) 立会調査

中世・散布地

吉備町大字下津野字大門1031番 平成16年3月23日

254 57-2 津奏遺跡 3月3日 文第7号の(254) 浄化槽部分工事立会

・散布地

和歌山市津秦字硲62-2,24 平成16年3月23日

255 57-2 西庄追跡 3月4日 文第7号の(255) 浄化槽部分工事立会

古墳時代～・散布地

和歌山市西庄字士井474番3 平成16年3月23日

256 57-2 長楽寺跡 3月4日 文第7号の(256) 工事立会

中世・寺院跡

吉備町植野348 平成16年3月23日

257 57-2 春日山城跡 3月7日 文第7号の(257) 慎重工事

中世・山城

海南市大野中字春日山1056-155 平成16年3月23日

258 57-2 西田井遺跡 3月7日 文第7号の(258) 確認調査

弥生～・散布地

和歌山市西田井字森ノ前234,235-1,236-1,237-l,238-
平成16年3月23日

1,239-1 

259 57-2 金剛峯寺遺跡 3月9日 文第7号の(259) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町高野山548番地 平成16年3月23日

260 57-2 太田・黒田遺跡、太田城跡 3月9日 文第7号の(260) 工事立会

弥生～中世・集落跡

和歌山市太田480-5 平成16年3月23日

261 57-2 ニ昧塚古墳群 3月10日 文第7号の(261) 丁事立会

古墳・古墳

打田町大字中井坂80,81 平成16年3月23日

262 57-2 岩橋高柳遺跡 3月10日 文第7号の(262) 浄化槽部分工事立会

弥生～中世・散布地

和歌山市岩橋字面柳298番1,2、299番 平成16年3月23日

263 57-2 金剛峯寺遺跡 3月15日 文第7号の(263) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町大字裔野山字奥ノ院46番37 平成16年3月23日

264 57-2 木ノ本1ll遺跡 3月15日 文第7号の(264) 便槽部分工事立会

・散布地

和歌山市梅原字東山畑438-1,438-2 平成16年3月23日
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平成16年度 57条の3 通知一覧

番
届出等の 遺跡の名称 届出等をした者

届出等の日付
教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指示事項
万ロ

根拠条名 所在地 指示の日付

I 57~ 3 山一遺跡 岩出町長中芝正幸 4月19日 文第8号 確認調査

中世～近世・散布地

岩出町山713番地他 平成16年4月27日

2 57-3 岡村造跡 海南市長神出政巳 4月27日 文第8号 工事立会

弥生～中世・散布地

海南市岡田字境田・六十石 平成16年5月12日

3 57-3 金剛峯寺遣跡 和歌山県知事木村良樹 5月7日 文第8号の(3) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町大字裔野山字中の橋17番地52高
平成16年5月20日

野町大字高野山字南小原田443番地

4 57-3 金剛峯寺遣跡 高野町長西田正弘 5月19日 文第8号の(4) 慎重工事

古代～・寺院跡

扁野町大字高野山811番地 平成16年5月25日

5 57-3 榎原遺跡 和歌山市長大橋建 一 6月1日 文第8号の(5) 工事立会

・散布地

和歌山市榎原地内から木ノ本地内 平成16年6月10日

6 57-3 市場遺跡 和歌山県知事木村良樹 6月7日 文第8号の(6) 確認調査

縄文・散布地

金屋町大字市場地内 平成16年6月18日

7 57-3 片山遺跡 和歌山県立南部高等学校 6月9日 文第8号の(7) 発掘調査

弥生～古墳・墳墓 校長畑崎周定 工事立会

南部町芝407 平成16年6月18日

8 57-3 多田東遺跡 海南市長神出政巳 6月9日 文第8号の(8) 工事立会

・散布地

海南市多田地内 平成16年6月18日， 57-3 金剛峯寺迎跡 高野町長西田正弘 6月10日 文第8号の(9) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町大字高野山44-22番地 平成16年6月18日

10 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長西田正弘 6月10日 文第8号の(10) 確認調査

古代～・寺院跡

病野町大字高野山字本中院谷151番地 平成16年6月18日

11 57-3 金剛峯寺追跡 高野町長西田正弘 6月10日 文第8号の(11) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町大字高野山481番地 平成16年6月18日

12 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長西田正弘 6月10日 文第8号の(12) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町大字高野山229番地 平成16年6月18日

13 57-3 古佐田追跡 橋本市長北村靱 6月10日 文第8号の(13) 工事立会

古代～・寺院跡

橋本市古佐田地内 平成16年6月18日

14 57-3 友ヶ島第2砲台跡 和歌山市長大橋建 一 6月10日 文第8号の(14) 工事立会

現代・砲台跡

和歌山市加太字宮ヶ沖島2673-1 平成16年6月28日

15 57-3 利生誰国寺旧境内遺跡 橋本市長北村粟 6月18日 文第8号の(15) 工事立会

・寺跡

橋本市隅田町下兵庫 平成16年6月28日

16 57-3 神野々 ］遺跡 和歌山県知事木村良樹 6月30日 文第8号の(16) 工事立会

弥生～中世・散布地

橋本市神野々946 平成16年7月14日

17 57-3 秋月遺跡 和歌山県知事木村良樹 7月2日 文第8号の(17) 慎直工事

弥生～・散布地

和歌山市太田127番地 平成16年7月14日

18 57-3 西庄遺跡 和歌山市長大橋建一 7月13日 文第8号の(18) 工事立会

弥生～・散布地

和歌山市本脇～西庄地内 平成16年7月26日

19 57-3 妙楽寺 橋本市長北村粟 7月9日 文第8号の(19) 工事立会

中世～・寺院

橋本市東家三丁目557-1~930-1番地先 平成16年7月26日

20 57-3 学文路1I遺跡 橋本市長北村粟 7月13日 文第8号の(20) 工事立会

中世～・寺院

橋本市学文路776番地先 平成16年7月29日

21 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長西田正弘 7月21日 文第8号の(21) 確認調査

中世～・寺院

高野町大字高野山字4平院谷600番地 平成16年7月29日

22 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長西田正弘 7月22日 文第8号の(22) 工事立会

中世～・寺院

高野町高野山417~444、424~425番地先 平成16年8月3日

23 57-3 荒田遺跡 岩出町長中芝正幸 7月27日 文第8号の(23) 工事立会

弥生、中世・散布地

岩出町大字尼ヶ辻・根来地内 平成16年8月12日
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番
届出等の 遺跡の名称 届出等をした者

届出等の日付
教育委員会による処理 備考

種類 時代・種類 文書番号 指示事項
ー勺ロ＿

根拠条名 所在地 指示の日付

24 57-3 善福寺跡 和歌山県知事木村良樹 8月2日 文第8号の(24) 工事立会

中世～・寺院跡

橋本市向副跨り尾577 平成16年8月12日

25 57-3 秋月遺跡 和歌山県知事木村良樹 8月3日 文第8号の(25) 工事立会

弥生～中世・散布地

和歌山市太田127番地 平成16年8月12日

26 57~3 西国分廃寺 岩出町長中芝正幸 8月16日 文第8号の(26) 慎重工事

古代・寺院跡

岩出町大字西国分386番地 平成16年8月27日

27 57-3 小熊遺跡 和歌山県知事 木 村良樹 8月24日 文第8号の(27) 工事立会

弥生・散布地

川辺町小熊地内 平成16年9月9日

28 57-3 根来寺坊院跡 岩出町長中芝正幸 9月14日 文第8号の(28) 慎重工事

中世～・寺院跡

岩出町大字今畑地内 平成16年9月21日

29 57-3 東家造跡 橋本市長北村粟 9月8日 文第8号の(29) 工事立会

弥生～中世・散布地

橋本市東家二丁目1番19号 平成16年9月21日

30 57-3 神野々 ］遺跡 和歌山県知事木村良樹 9月13日 文第8号の(30) 確認調査

弥生～中世・散布地

橋本市神野々521-2、524、525-1、526-1、
平成16年9月21日

573-2 

31 57-3 金剛峯寺遺跡 蘭野町長西田正弘 9月17日 文第8号の(31) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町大字裔野山字西院谷224 平成16年10月1日

32 57-3 山一遺跡 岩出町長中芝正幸 9月16日 文第8号の(32) 工事立会

中世・散布地

岩出町大字山・中黒地内 平成16年10月1日

33 57-3 山一遺跡・中黒 I遺跡 岩出町長中芝正幸 9月24日 文第8号の(33) 慎重工事

中世・散布地

岩出町大字吉田・山地内 平成16年10月1日

34 57-3 金剛峯寺遺跡 晟野町長後藤太栄 10月6日 文第8号の(34) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町高野山401番地先から777番地先 平成16年10月18日

35 57-3 高家遺跡 日高町長 中 善夫 10月6日 文第8号の(35)
浄化槽部分

工事立会

奈良・散布地

日高町高家643-2 平成16年10月20日

36 57-3 ェ遺跡 桃山町長山下忠男 10月18日 文第8号の(36) 確認調査

弥生～・散布地

桃山町元386番地のl 平成16年IO月20日

37 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長後藤太栄 10月28日 文第8号の(37) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町高野山673-1番地先～674-1番地先 平成16年11月8日

38 5 7 ~3 金剛峯寺遺跡 高野町長後藤太栄 10月28日 文第8号の(38) 慎重工事

古代～・寺院跡

面野町高野山69番地先448番地先 平成16年l]月8日

39 57-3 金剛峯寺追跡 和歌山県知事木村良樹 10月29日 文第8号の(39) 慎重工事

古代～・寺院跡

高野町大字高野山字五本松1-1（女人堂～
平成16年II月16日

極楽橋駅）

40 57-3 別当屋敷跡 新宮市長上野哲弘 11月9日 文第8号の(40) 工事立会

中世・屋敷跡

新宮市千穂1丁目地内 平成16年11月16日

41 57-3 和歌山城跡 和歌山地方検察庁検事正 11月8日 文第8号の(41) 工事立会

近世・散布地 山本修三

和歌山市二番丁3番地 平成16年II月25日

42 57-3 西庄遺跡 和歌山市長大橋建 一 11月12日 文第8号の(42) 工事立会

古墳～中世・散布地

和歌山市西庄地内から本脇地内 平成16年II月25日

43 57-3 岡村遺跡 海南市長神出政巳 11月22日 文第8号の(43) 確認調査

弥生～中世・散布地

海南市岡田260-1番地先 平成16年11月30日

44 57-3 紀伊国分寺跡 打田町長根来公士 11月17日 文第8号の(44) 確認調査

古代～・寺院跡

打田町東国分字宮ノ前619-3 平成16年II月30日

45 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長後藤太栄 10月28日 文第8号の(45) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町高野山638番地先 平成16年12月9日

46 57-3 金剛峯寺造跡 裔野町長後藤太栄 11月4日 文第8号の(46) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町高野山字本中院谷151 平成16年12月9日
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47 57-3 丹鶴城跡 新宮市教育委員会 11月30日 文第8号の(47) 慎重工事

近世・城跡 教育長中西貿年 平成16年12月9日

新宮市新宮字丹鶴7697-l

48 57-3 元遺跡 桃山町長山下忠男 12月1日 文第8号の(48) 慎重工事

弥生～中世・散布地

桃山町元400番地の1 平成16年12月15日

49 57-3 築那院跡 吉備町長中山正隆 11月30日 文第8号の(49) 確認調査

中世・寺院跡

吉備町大字大谷 平成16年12月l5日

50 57-3 和歌山城跡 和歌山市公営企業管理者 12月6日 文第8号の(50) 工事立会

近世・城跡 水道局長楠本喬二

和歌山市城北地区 平成16年12月15日

51 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長後藤太栄 12月14日 文第8号の(51) 慎重工事

古代～・寺院跡

闇野町高野山448番地先～443番地先 平成16年12月28日

52 57-3 根来寺坊院跡 近畿地方整備局 12月20日 文第8号の(52) 慎重工事

中世～・寺院跡 和歌山河川国道事務所

岩出町根来字東谷2085-1 所長大槻英治 平成17年1月II日

53 57-3 春日山城跡 近畿地方整備局 12月22日 文第8号の(53) 慎重工事

中世～・城跡 和歌山河川国道事務所

打田町中三谷不動寺788 所長大槻英治 平成17年1月11日

54 57-3 金剛峯寺遺跡 高野町長後籐太栄 1月13日 文第8号の(54) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町高野山795 平成17年1月21日

55 57-3 金剛峯寺遺跡 局野町長後藤太栄 1月28日 文第8号の(55) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町裔野山158 平成17年2月21日

56 57-3 金剛峯寺造跡 高野町長後藤太栄 2月16日 文第8号の(56) 工事立会

古代～・寺院跡

高野町高野且1548番地 平成17年3月2日

57 57-3 根来寺坊院跡 岩出町長中芝正幸 2月10日 文第8号の(57) 工事立会

中世～・寺院跡

岩出町大字根来1472番地 平成17年3月2日

58 57-3 木ノ木小学校 I辿跡 和歌山市長大橋建 一 3月1日 文第8号の(58) 工事立会

•散布地

和歌山市古屋～木ノ本地内 平成17年3月23日

59 57-3 亀川辿跡 日本道路公団関西支社 3月1日 文第8号の(59) 主事立会

縄文～・散布地 和歌山管理事務所

海南市且来地内 平成17年3月23日

60 57-3 木ノ本II追跡 和歌山市長大橋建 一 3月11日 文第8号の(60) 工事立会

・散布地

和歌山市西庄～本脇地内 平成17年3月23日

61 57-3 陀羅尼寺跡 橋木市長北村粟 3月10日 文第8号の(61) 確認調査

・寺院跡

橋木市東家4丁目 104-1,105 平成17年3月23日

62 57-3 薬師谷遺跡 那賀振興局建設部長 1月26日 文第8号の(62) 確認調査

弥生・散布地

粉河町粉河地内 平成17年3月23日
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平成16年度 57条届出一覧

番
逍跡の名称 調究の目的 教育委員会による処理

号
時代・種類 届出をした者 届出日付 種別 調査期間 文告番号

1所在地 日付

田屋逍跡 財団法人和歌山市文化体育振腿事業団 平成16年4月8日 開発対応 文71号

I 弥生～古墳・集落跡

和歌山市小豆島字院田53-]ほか、田屋

理事長宇治出克夫 本発掘調査
平成16年4月19日～6月10日

平成16年4月21日

字塞之門137ほか

嗚神1V辿跡 財団法人和歌山市文化体育振興事業団 平成16年4月27日 開発対応 文71号の(3)

2 弥生～江戸・散布地 理事長宇治田克夫 本発掘調査 平成16年5月6日～5月14日 平成16年5月10日

和歌山市嗚神568-1

柏原遺跡 財団法人和歌山県文化財センター 平成16年4月22日 憫発対応 文71号の(3)

3 縄文～中世・近世・集落跡 理事長木村良樹 本発掘調査 甲成16年5月6日～8月31日 平成16年5月12t

橋本市柏原字曽根319ほか

和歌山城 財団法人和歌山市文化体育振典事業団 平成16年5月7日 瑣跡整備 文71号の(4)

4 近世・城郭跡 理事長宇治田克夫 本発掘調査 平成16年5月30日～9月30日 平成16年5月14日

和歌山市一番丁3地内

太田・黒田迎跡、太田城跡 財団法人和歌山市文化体育振典事業団 平成16年5月21日 開発対応 文71号の(5)

5 弥生～奈良・集落跡、安土・桃山・城館跡 理事長宇治田克夫 本発掘調査 平成16年5月～6月26日 平成16年5月31日

和歌山市太田字城跡479-6

野上中南遺跡 財団法人和歌山屎文化財センター 平成16年6月7日 開発対応 文71号の(6)

6 弥生・中世・集落跡 理事長木村良樹 本発掘調査 甲成16年7月5日～9月30日 平成16年6月21H

海南市野上中字寺中

太田・黒田遺跡、太田城跡 財団法人和歌山市文化体育振巽事業団 平成16年7月8日 開発対応 文71号の(7)

7 弥生～奈良・集落跡、安土・桃山・城館跡 理事長宇治田克夫 本発掘調査 平成16年7月15日～8月13日 平成16年7月26日

和歌山市太田字城跡479-1

岡村逍跡 海南市文化財調査研究会 平成16年9月13日 開発対応 文71号の(8)

8 縄文～奈良・集落跡 会長山本皓史 本発掘調査 平成16年9月27日～10月15日 平成16年9月17日

海南市岡田字境田六十石

徳蔵地区遺跡 財団法人和歌山県文化財センター 平成16年9月7日 開発対応
平成16年9月21日～平成17年

文71号の(9)

9 縄文～中世・集落 理事長木村良樹 本発掘調査
1月31日

平成16年9月21H

南部町気佐藤字腰細380-1

根来寺坊院跡 財団法人和歌山県文化財センター 平成16年12月16日 追跡確認 文71号の(10)

10平安～中世・近世・寺院跡 理事長木村良樹 本発掘調査 平成17年1月11日～2月16日 平成16年12月28日

岩出町根来2189

神前造跡 財団法人和歌山市文化体育振奥事業団 平成16年12月17日 開発対応
平成16年12月20日～12月24

文71号の(!!)

11 弥生・散布地 理事長宇治田克夫 確認調査
日

平成17年1月21日

和歌山市神前字千本516・524番

井辺追跡 財団法人和歌山市文化体育振典事業団 平成17年1月17日 開発対応 文71号の(12)

12 弥生・散布地 理事長宇治田克夫 確認調査 平成17年1月17日～1月28IJ 平成17年1月21日

和歌山市神前字舟田121-1・2 

木ノ本 I追跡 財団法人和歌山市文化体育振奥事業団 平成16年1月17日 開発対応 文71号の(13)

13 散布地 理事長宇治田克夫 確認調査 平成17年1月24日～1月28日 平成17年1月21日

和歌山市西庄字宮下30・31番地

財団法人和歌山市文化体育振興事業団 平成16年1月17日 文71号の(14)

14 理事長宇治田克夫 試掘調査 平成17年2月1日～2月28日 平成17年1月21日

和歌山市直川字古川160番ほか

財団法人和歌山市文化体育振興事業団 平成16年1月17日 文71号の(15)

15 理事長宇治田克夫 試掘調査 平成17年2月7日～2月181] 平成17年1月23日

和歌山市弘西字笹井田945番ほか

井辺追跡 財団法人和歌山市文化体育振興事業団 平成17年2月17日 開発対応 文71号の(16)

16弥生・散布地 理事長宇治田克夫 本発掘調査 平成17年2月22日～3月10日 平成17年2月25日

和歌山市井辺字浮長112番1~5

平成16年度 58条の2 届出一覧
番 迫跡の名称 調査の目的

方ロ 時代・種類 調究を行った公共団体 面租(n{) 種別 調査期問

所在地

旧吉備中学校校庭辿跡 吉備町教育委員会 240 開発対応

1 弥生・散布地 確認調査 平成16年5月12日～6月25日

吉備町大字野田697-1番地・698-1番地

海南市教育委員会 35 迫跡確認

2 試掘調査 平成16年8月21日～9月10日

海南市1番)1[435

岩内城跡 御坊市教育委員会 506 開発対応

3 中世・城跡 確認調査 平成16年9月3日～9月7日

御坊市岩内486-16

堅田迫跡 御坊市教育委員会 2181 開発対応

4 弥生～古墳・集落跡 確認調査 平成16年8月31日～9月2日

御坊市湯川町財部639-2

岡村辿跡 海南市教育委員会 8 追跡確認

5 縄文～奈良・集落跡 確認調査 平成16年9月6日

海南市岡田字境田六十石

天満 I・追跡 吉備町教育委員会 60 開発対応

6 古墳・散布地 確認調査 平成16年11月4日～11月12日

吉備町天満563番地

小野田古墳 海南市教育委員会 900 自然崩壊
平成16年12月6日～平成17年

7 古墳・古墳 本発掘調査
]月20日

海南市小野田1564-1

天満 I追跡 吉備町教育委員会 510 開発対応

8 古墳・散布地 確認調査 平成17年3月7日～4月15日

吉備町天満564-1

天漑II迪跡 吉備町教育委員会 20 開発対応

9 古墳・散布地 本発掘調査 平成17年3月2日～3月4日

吉備町下津野1030番 1 7 •18、1031番

岡村追跡 海南巾教育委員会 30 追跡確認

10 縄文～奈良・集落跡 確認調査 平成17年1月22日～2月4日

海南市岡村

-19-



20| 県教育委員会による調査一覧
埋蔵文化財包蔵地等での調査
No 迫跡名 調査件名

l 秋月遺跡 04-25 

2 

野上中南追跡 96-207(57-3) 

3 下佐々 1逍跡 03-287 

4 ー① 粉河寺速跡

—② 粉河寺遺跡 (58-2) 

5 —① 冗達跡 03-223 

—② 冗遺跡 04-36(57-3) 

6 上尾逍跡 04-21 

7 権田池古墳 03-38(57-3) 

8 費志城跡 04-54 ， 神野々 11迪跡 03-2l(57-3) 

10 佐野廃寺 04-28 

II 渋田逍跡 03-212 

12 —① 佐野遺跡 04-22 

—② 佐野逍跡 04-42 

—③ 佐野遺跡 04-107 

13 名古曽 I逍跡 04-10 

14 慈芍院1l追跡 04-232 

15 —① 

金剛峯寺追跡 04-22(57-3) 

ー② 金剛峯寺追跡 04-31(57-3) 

ー③ 金剛峯寺追跡 04-21(57-3) 

ー④ 金剛峯寺追跡 04-10(57-3) 

—⑤ 金岡lj峯寺追跡 04-46(57-3) 

ー⑥ 金剛峯寺迎跡 04-45(57-3) 

ー⑦ 金剛生寺追跡 04-54(57-3) 

16 山田廃寺 03-277 

17 天神社跡 04-63 

18 市場戦跡 04-6(57-3) 

19 

中井原追跡 04-24 

20 歓磁寺跡 04-[63 

21 蛭田坪造跡 04-9(57-3) 

22 田井・西川追跡 00-120(57-3) 

23 高家追跡 04-35(5-3) 

24 典国寺跡 04-49 

25 古垣内追跡 (58-2) 

26 片山追跡 04-7(57-3) 

27 印南追跡 03-288 

指定記念物の現状変更に伴う調査

市町村名

和歌山市太田127番地

海南市野上中

野上町下佐々字野尻865-3

粉河町粉河

粉河町粉河

桃山町元字東岨479-6,12 

桃山町冗386番のl

桃山町大字調月北山ノ台769-142番地

貸志川町神戸894-1,890

喪志川町上野山字鍛屋垣内250

橋本市神野々946

かつらぎ町佐野536-3

西渋田字南垣内280-2

かつらぎ町佐野557-J

かつらぎ町佐野805-1

かつらぎ町佐野568-5

砧野口町名古苦719-1

九度山町慈尊院143

高野町高野111417-444,424-425

問野町尚野山西院谷224

蘭野町尚野山字千手院600

向野町侶1野山中院谷151番地

閲野町凸野山中院谷151番地

尚野町凸野山638

高野町凸野山795

湯浅町大字山田l275番1

広川町大字山本字天神谷1432番3

金屋町市場地内

金屋町中野54-2

金屋町歓嘉寺

御坊市沿川町小松原

美浜町田井

日尚町向家643-2

由良町門前801

中津村高津尾1266

南部町芝407

印南町印南字南後2099番9

No l追跡名 1現状変更許可日 1市町村名

調査年月日 調査原因 調近種類

2004 11 15 下水道工事 立会調査

2004 5 19・20,10 12・ 
13・ 14 県道奥佐々阪井線半島捩興道路 立会調査

2004 9 1 個人住宅（浄化槽） 立会調査

2004 6 1 擁壁工事 立会調査

2005 2 17-3 I 確認調査 確認調査

2004 4 16 個人住宅（浄化槽） 立会調査

2004 11 17 新桃山保育所（仮称）新築工事（浄化槽） 確認調査

2004 8 23 個人住宅 立会調査

2004 5 7,7 2 県道和歌山橋本線 立会調査

2004 6 30 集合住宅（浄化槽） 立会調査

2004 11 10 吉原川河）l|改修 立会調査

2004 6 I 車店 立会調査

2004 4 l 個人住宅（浄化槽） 立会調査

2001 5 11 個人住宅 立会調査

2004 6 1 車庫 立会調査

2004 9 7 車廊 立会調査

2004 8 3 個人住宅（浄化槽） 立会調査

2005 3 4 個人住宅 立会調査

立会調査、確

2004 8 18・26 水道管埋設 認調査

2004 10 27 消防署屯所増築 立会調査

2004 12 1 消防団本部車廊（屯所）改築 確認調査

2004 12 22 公衆便所 確認調査

2005 I 5 公衆便所下水適 立会調査

2005 I 18 水路改修 立会調査

2005 2 10 電線地中化 立会調査

2004 11 5 屯話鉄塔 立会調査

2004 II 4 個人住宅 立会調査

2004 7 26 県追海南金屋線 確認調査

2004 5 25 個人住宅（浄化槽） 立会調査

2004 11 19 個人住宅浄化槽埋設 立会調査

2004 10 4・6-7 県道江川小松原線 立会調査

2005 3 14-18 町造上田井下財部線 確認調査

2005 2 25 駐在所新設（浄化槽埋設） 立会調査

2004 7 20 禁地 立会調査

2005 I 6-7 小学校校舎 確認調査

2004 8 4·6• 17 下水道工事 立会調査

2004 7 2 個人住宅（浄化槽） 立会問査

調査年月日 調査原因

輝岬如：m』［［り［ 『：匹五□五IJl'593番地～蓮花合575番地I臼[[口1089 10 1臼五伍臼：正各改]:IT：に伴っ水路改築工事 に且苔g;確
岩橋千塚古墳群 12004.7.[6 和歌山市岩橋•井辺 2004.u-2005.1.31 I保存修理事業 発掘調査

調査面栢 内容（遣構／遺物等） 時代

4m ピット／士．師器、瓦器 （数点） 中1サ？

滞、柱穴、ピット、土坑／弥生土器、瓦器、サヌカイト (4 
117 8対 袋） 弥生（中期）、中世

5 4 rr/ 土坑／瓦器椀完形l・破片7、士師器片3 (I袋） 中世

56 8m2 石垣／瓦、士師器、瓦器、青磁（数点） 中世

7 5面 なし／瓦器3、士師器l 中世

約243rr/ 遺構なし／土師器，瓦器 中世～近世

196 65吋 なし／なし

58面

6対 落ち込み／なし

l面

約l5面 ピット／弥生土器 （小袋!) 弥生

約5吋 溝／瓦2、土師器片 (1点） 近世以降

約7対 なし／瓦、士師器片

Irr/ 

4面

2m， 

3rr1 

20nf なし／磁器 (I点） 近世

3面

23 8面 明治の小溝／臼磁(19C)、土師器 近世（後半）以降

4 5対
3 3m2 

約6rr/ なし／近世磁器（数片） 近世

11 25対 竹管など（尊水管）／磁器、陶器片 (10点） 近世以降

15吋

3m' 

17m' 

ピット他／粘土塊5、備前ヵ］、瓦器片1、唐津陶器1、青磁
4 8ma l、白磁？or磁器l、土師Jlll3 中世～近世

2m' 

200rrl 溝／黒色土器，土師器，弥生士器（小袋l) 弥生～中世

34 m' 
5 25吋

3 75吋

13 6面 ピット、溝、 士坑／士師器、瓦器、石器（サヌカイト） （l袋） 縄文？、中世

32対 溝／陶磁器、土師器、釘 (3袋） 近現代

2 5面 なし／なし

時代

近世以降か

前山A2号瑣（石室／須恵器、士師器）、前山B41号墳（石
室／須恵器）、大日山35号瑣（瑣丘募垣裾部） I古墳



財団法人和歌山県文化財センターによる調査一覧

NO, 迫跡名 所在地 調査期間
調査面

積（対）

l 柏原逍跡
橋本市柏原字

2004 1 7-8 31 1566 
曽野319番地

2 国史跡裔野山町
品野町高野山

2004 4 8~ 
241-795・759 

53l,ll5-l23 
28 

石
~501番地

岩出町恨来 2004 12 10-
3 根来寺坊院跡

2189番地 2005 3 31 
880 

海南市野上中 2004 5 26-
4 野上中南迫跡 772 

字寺中他地肉 10 29 

みなべ町大字
2004 8 3-

5 徳蔵地区遺跡 気佐藤字腰細
2005 l 3l 

956 
380-lffic地

6 岩橋千塚古墳群
和歌山市岩橋、 2004 7 3-

50 
井辺地内 2005 l 31 

市町村教育委員会による調査一覧
和歌山市

NO, 迫跡名 所在地 調査期間
調査面

積(ni')

l 木ノ本ll遺跡 木ノ本984 2004 4 1 12 50 

2 津秦1l遺跡 秋月488-1 2004 4 12 7 00 

3 木ノ本rn逍跡 木ノ本751-3 2004 4 13 2 00 

4 田屋迫跡 小豆島53-1 2004 4 15-6 9 348 40 

5 上黒谷逍跡 山口西385-1 2004 4 19 18 00 

8 嗚神v追跡 嗚神1007-1 2004 4 26 30 00 

7 太田・黒田追跡 秋月 154-10 2004 4 26 8 00 

8 木ノ本m遺跡 木ノ本751-3 20011 30 2 50 

9 嗚神IV造跡 嗚神568-1 2004 5 6-5 21 36 00 

10 太田・黒田迫跡 黒田105-1 2004 5 7 12 00 

II 山吹丁遺跡 東布経丁106 2004517 11 00 

12 Jll辺追跡 川辺277-1I 2004 5 19 2 50 

13 太田・黒田造跡 太田479-6 2004 5 24-6 29 49 00 

14 井辺追跡 井辺27-7 2004 5 24 10 00 

15 岩橋 0逍跡 岩橋1380-5 2004 5 25 3 00 

16 上野廃寺跡 上野537-14 2004 5 26 2 00 

17 太田・黒田造跡 太田I070-45 2004 5 27 17 00 

18 平尾遥跡 木枕287-2 2004 5 28 16 00 

19 木広町追跡 木広町5-5-17 2004 6 l 7 20 

20 井辺遺跡 神前144-1 2004 6 l 8 00 

21 津秦rr遺跡 井辺45-30 2004 6 3 6 00 

22 嗚神Il逍跡 唸神103-8 2004616 3 00 

23 井辺追跡 沌秦145-16 2004 6 17 7 00 

24 木ノ本m追跡 木ノ本751-8 2004 6 18 2 30 

25 城ヶ森遺跡 吉礼616-5 2004 6 28 2 99 

26 嗚神ITI迫跡 嗚神547-5 2004 7 21 2 50 

27 太田・黒田追跡 太田479-1 2004 7 21~8 27 39 00 

28 神前追跡 神前510-1 2004 8 3 3 40 

29 太田・黒田追跡 太田420 2004 8 4 8 00 

30 史跡和歌山城 一番丁3
2004 8 5-

740 00 
2005 1 11 

31 木ノ本口逍跡 木ノ本1085 2004 8 9 1 30 

32 関戸追跡 関戸3-3-22 2004 8 12 2 75 

33 神HlJrr辿跡 神前168-3 2004 9 2 26 00 

34 松原rr追跡 罵場32-1 2004 9 13 6 00 

35 木ノ本Ill追跡 木ノ本748 2004 9 17 3 75 

36 木ノ本Ill迫銃 木ノ本751-6 2004 9 24 3 75 

37 紀＝井寺塩旧跡 紀三井寺782 2004 11 I 8 00 

38 榎原逍跡 榎原61-2 2004 111 10 50 

39 井辺逍跡 神前14-10 2004 11 5 3 75 

40 津は堆梢 津秦91-1 2004 11 8 10 00 

41 平尾迫跡 平尾129-1 2004 12 I 31 20 

42 太田・黒田逍跡 黒田255-14 2004 12 13 1 00 

43 岩橋 り迫跡 岩橋1320-5 2004 12 15 3 25 

44 太田・黒田瑣跡 黒田82-3 2004 12 15 5 00 

45 山吹丁追跡 元寺町5-52 2004 12 17 16 00 

46 神前辿跡 神前516
2004 12 20-

50 00 
12 22 

47 木ノ本Ill造跡 木ノ本751-12 2004 12 22 3 25 

48 紀三井寺塩田跡 紀三井寺777-62005 I 18 7 50 

49 紀三井寺塩田跡 紀三井寺787-1 2005 I 18 18 00 

県指示文忠番号／内容 実施機関

文71号の(3)
財団法人和歌山県文化

財センター

財団法人和歌山県又化
現状変更

財センター

財団法人和歌山県文化
文71号の(10)

財センター

財団法人和歌山県文化
文71号の(6)

財センター

財団法人和歌山県文化
文71号の(9)

財センター

和歌山県教育委員会による調 財団法人和歌山県文化

査の支援業務 財センター

県指示文書番号／内容 実施機関

文第57号(253)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第57号(285)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第57号(292)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第57号(34)／確認調査
財団法人和歌山市文化

体育振奥財団

文第57号(286)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第57号(272)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(7)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第57号(293)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第57号(247)／確認調査
財団法人和歌山市文化

体育振其財団

文第7号(8)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第57号(253)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(41)／浄化梢立会 和歌山市教育委員会

文第7号(18)／碓認調査
財団法人和歌山市文化

休育振奥財団

文第7号(2)／確認濶査 和歌山市教育委員会

文第57号(291)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第57号(273)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(38)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(14)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第57号(282)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(5)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(3)／浄化栖立会 和歌山市教育委員会

文第7号(25)／浄化栖立会 和歌山市教育委員会

文第7号(66)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(77)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第57号(254)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(47)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(36)／確認調査
財団法人和歌山市文化

体育振其財団

文第7号(82)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(80)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第71号(4)／発掘調査
財団法人和歌山市文化

体育振興財団

文第57号(194)／浄化梢立会 和歌山市教育委員会

文第7号(83)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(19)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(79)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(37)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(117)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(144)／怖認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(143)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(128)／浄化梢立会 和歌山市教育委員会

文第7号(103)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(I18)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(180)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(152)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(155)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(153)／確認調査 和歌山市教育委員会

文第7号(166)／確認調杏
財団法人和歌山市文化

体育捩腿財団

文第7号(201)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会

文第7号(199)／工事立会 和歌山市教育委員会

文第7号(200)／工事立会 和歌山市教育委員会
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調査経緯 調査内容

竪穴住居・方形/a]溝瑳の検出，青1方形周溝

高速道路
築18基以上、円形竪穴住居9棟、方形竪穴

住居2棟、掘立柱建物6棟、飛鳥時代墓4基

等を発見

鎌倉時代の柱痕、瓦器、土師器，近世の木枠

館線地中化 組の溝、竹製尊水管の確認，石列（近世刃

の検出

礎石建物・掘立柱建物、石組井戸、土坑、暗

確認調査 渠、道路側溝、石垣、道路、地鎮逍構等の検

出

弥生時代の竪穴住居跡4基・掘立柱建物跡4

道路改良 棟・ 土坑，鎌危時代の掘立柱建物跡 l棟•井
戸2基などを検出

古瑣時代竪穴住居の確認，古坑時代前・中

河川改修 期の土師器のほか，縄文時代中期の土器，瓦

器椀、土師1IIl、陶磁器、吉磁椀が出土

特別史跡岩橋
削1.lJA2号墳 士師器壺・須恵器杯身・須恵

千塚古墳群保
器短頸壷，須恵器甕と土師器土鍋の破片が

出土，前山B41号坑須恵器甕の破片・須恵
存修理事業

器高杯脚部が出土

調査経緯 調査内容

ガス管埋設 遺構・追物なし

集合住宅
追横なし，土帥質士器・瓦器等の微片わずか

に入る

個人住宅
ピット状痕跡確認土師質土器・瓦器等細片

わずかに入る

店舗建築
古墳時代の水田・湘漑用水路検出，土帥器・

須恵器・瓦器・石器出土

ケアハウス 逍構なし，土師質土器細片わずかに入る

葬祭場建築 遺樅・迫物なし

診療所兼住宅 追樅なし，土師質土器細片わずかに入る

個人住宅 逍構なし，上師質士器細片わずかに入る

店舗建築
貝摺・士坑総検出，縄文～近世土器・石器・

人骨・獣骨等出土

店舗建築 追揺なし，土師器・須恵器・黒色上器等微片

個人住宅 迫構・辿物なし

仙人住宅 遺構なし，土師質土器細片わずかに入る

個人住宅
方形周滞墓 • 土坑・溝等検出．弥生～逝世土
器・瓦•石器等出土

集合住宅 迪樅遠物なし

個人住宅 迫梢なし・自然木片わずかに入る

個人住宅 迫構・迫物なし

個人住宅 迫構・迫物なし

中継塔建設 遺構・造物なし

事務所建築 遺溝・逍物なし

宅地造成 辿樅・遺物なし

個人住宅 迪樅なし，土師質土器微片わずかに入る

個人住宅 迫構なし，土師質土器微片わずかに入る

兼用住宅 追構・迫物なし

個人住宅 逍構・速物なし

個人住宅 選構・逍物なし

個人住宅 辿椙・追物なし

立体駐車場
弥生～室町の淵・士坑等検出、弥生土器・は

時期・末木・焦色土器・瓦器・陶磁器等出土

店舗建築 遺枯・迫物なし

店舗建築 遺構・逍物なし

史跡整備
二の丸建物群基礎検出．士師器土器・陶磁

器・瓦・金属器等出土

個人住宅 追構・追物なし

ガス管埋設 迫構・迫物なし

店舗建築 遺構・迫物なし

個人住宅 逍横・迫物なし

個人住宅 逍梢・逍物なし

個人住宅 辿憐なし，土~Ii四土器微片わずかに入る

集合住宅 追構・迫物なし

集合住宅 遺構磁物なし

佃人住宅 遺構・造物なし

集合住宅 追構なし，土師質土器微片わずかに入る

個人住宅 追樅なし，士師質士器・瓦器等微片出士

個人住宅 辿樅・瑣物なし

個人住宅 迫構なし，土師質土器微片わずかに入る

事務所建築 追構・i且物なし

兼用住宅 逍構・遺物なし

造成工事 迫樅なし，土師器出土

個人住宅 逍椙なし，土師低土器微片わずかに入る

個人住宅 追構・辿物なし

集合住宅 逍構・追物なし



50 井辺追跡 神前121-1 2005 I 19-1 27 140 00 文第7号(192)／確認調査
財団法人和歌山市文化

宅地造成
古坦・鎌倉時代の溝・土坑等検出，土師器・

体育振典財団 須恵器・瓦器等出士

51 岩橋 u追跡 岩橋1320-13 2005 I 24 3 25 文第7号(114)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会 個人住宅 追構なし，土師質土器微片わずかに入る

52 木ノ本 1追跡 西庄30 2004 1 2 5~ I 27 60 00 文第7号(191)／確認調査
財団法人和歌山市文化

宅地造成
中世小溝群検出，土師器・須恵器・瓦器・土

体育振典財団 錘等出土

53 井辺遠跡 神前I10-18 2005 I 28 3 75 文第7号(146)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会 個人住宅 追構・追物なし

54 神前逍跡 神n1J535-3 2005 l 31 6 00 文第7号(209)／確認調査 和歌山市教育委員会 宅地造成 追構・遺物なし

55 直）11地区 直）11610 2005 I 3 I -2 25 1841 00 文第71号(14)
財団法人和歌山市文化

試掘調査
士杭・溝等検出，士師器・須恵器・黒色土器・

体育振典財団 陶磁器・瓦等細片少堡出土

56 秋月迫跡 太田540-6 2005 2 2 7 50 文第7号(215)／工事立会 和歌山市教育委員会 事務所建築 辿構・追物なし

57 弘西地区 弘西945 2005 2 7-2 18 160 00 文第71号(15)
財団法人和歌山市文化

試掘調査
溝状痕跡確認，土師質土器瓦器等微片わず

体育振興財団 かに入る

58 井辺辿跡 井辺I12 2005 2 24-3  10 110 00 文第7号(182)／確認調査
財団法人和歌l山市文化

宅地造成
竪穴住居 •井戸，弥生土器 ・ 土師器 ・ 須恵器

体育振興財団 出土

59 井辺追跡 井辺523 2005 3 3 3 25 文第7号(249)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会 個人住宅 追構なし，弥生士器・士師質土器等微片

60 )11辺遠跡 川辺277-12 2005 3 8 3 00 文第7号(238)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会 個人住宅 溝状痕跡確認，追物なし

61 西田井造跡 西田井234 2005 3 15 26 00 文第7号(258)／確認調査 和歌山市教育委員会 店舗建築 逍構なし，土師質土器微片わずかに入る

62 紀ー井寺塩田跡 布引373-1 2005 3 17 21 00 文第7号(181)／浄化槽立会 和歌山市教育委員会 集合住宅 遺構・遺物なし

海南市

NO, 辿跡名 所在地 調査翡間
調査面

県指示文甚番号／ 内容 実施機関 調査経緯 調査内容
科（対）

l 岡村追跡
岡田字境田 2004 5 13-

77 
文第7号の(34)／擁壁設置部

海南市教育委員会 宅地造成
調査地の北東隅断面で、溝状迫構らしき落

164-2 2004 5 18 分の立会調査 ち込みと瓦器片の包含を確認

2 岡村辿跡
岡田字柿ノ坪

2004 5 18 2 文第7号の(44)／工事立会 海南市教育委員会 個人住宅 辿構・辿物なし
145-10 

3 岡村追跡
岡田字柿ノ坪

2004 5 25 I 6 文第7号の(29)／工事立会 悔南市教育委員会 個人住宅
洪水砂に由来する砂質土屈3層で迫物を包

145-5 今凸

4 伏山城跡 多田543 2004 5 27 3 2 文第7号の(48)／工事立会 湘南市教育委員会 個人住宅 時期不明の平瓦を伴う大型の土坑を検出

5 岡村逍跡
岡田字柿ノ坪

2004 6 15 3 6 文第57号の(284)／工事立会 湘南市教育委員会 個人住宅 2つの追物包含暦を確認
145-8 

6 禅林寺 幅川424番地 2004 8 21-31 42 第58条の2 湘南市教育委員会 確認調杏 中世の追物包含層と中世以nllの遺構を確認

7 岡村追跡 字柿之坪145-62004 10 23 l 8 文第7号の(95)／工事立会 悔南市教育委員会 個人住宅 溝と土坑の可能性がある追構を確認

8 坂本屋敷跡
藤白字浜端166

2004,1120 618 46 文第7号の(146)／確認調査 悔南市教育委員会 個人住宅 追構・辿物なし
-9 

9 今市仮城跡
日方字井松原

2004 11 29 654 95 文第7号の(169)／確認調査 海南市教育委員会 事業所
逍構・迫物なし，現表土下で焼土が混じった

1167-1 ・5・8 整地土層を確認

10 小野田古屈 小野山
2004 12 6-

90 第58条の2 湘南市教育委員会 確認調査
横穴式石室と古墳時代後期と飛烏時代の辿

2005 I 14 物を確認，追葬もしくは転用される。

II 岡村辿跡
岡田260-1番地

2004 12 22 42 7 文第8号の(43)／確認調査 海南市教育委員会 道路側溝改修 辿構・追物なし
先

弥生時代～中世にわたる追物包含屑と遺構

12 岡村辿跡 岡田 2001 I 22-2 1 24 第58条の2 海南市教育委員会 確認醐査 を確認，一部の包含陪は天地返しを被ってい

る。

13 坂本屋敷跡
藤白字浜端166

2005 l 6 17 5 文第7号の(164)／工事立会 湘南市教育委員会 兼用住宅 迫構・追物なし
-9 

14 亀）II辿跡
且来字野田246

2005 l 12 
-7 

I 3 文第7号の(135)／工事立会 海南市教育委員会 分譲住宅 辿構・辿物なし

15 亀）ll辿恥
且来字野田

2005 I 13 2 I 文第7号の(136)／工事立会 悔南市教育委員会 分譲住宅 希薄であるが、追物が散布
246-8 

16 亀）I遺跡
且来字野田

2005 l 13 I 7 文第7号の(137)／工事立会 悔南市教育委員会 分譲住宅
古瑣時代以降の追物包含層と土坑か溝状辿

246-10 構を確認

17 岡村辿跡
岡田字柿之坪

2005 I 25 I 8 文第7号の(94)／工事立会 悔南市教育委員会 個人住宅
弥生時代と古墳時代末～古代の遺物包含層

145-4 を確認

18 亀川追跡
且来字神田

2005 1 27 220 第58条の2 海南市教育委員会 確認調査 弥生時代後期の追物包含層と辿柚を確認
266-2 

19 岡村辿跡
岡田260-1番地

2005 2 I 39 文第8号の(43)／工事立会 海南市教育委員会 側溝改修 追構・追物なし
先

20 土居跡
九品寺字中尾

2005 2 3 3 2 文第7号の(147)／工事立会 悔南市教育委員会 個人住宅 辿構・辿物なし
279-2 

21 且来 l追跡
且来字城之内

2005 2 2 5 2 文第7号の(222)／工事立会 海南市教育委員会 事業所 辿構・追物なし
25-3 

22 岡村古墳群 岡田81番地 2005 2 17 281 38 文第7号の(219)／工事立会 洵南市教育委員会
事業所（器業

辿構・辿物なし
用倉庫）

岡田字西中垣
弥生時代後期末から古屈時代にかけての追

23 岡村巡眺 2005 2 17 997 4 第58条の2 洵南市教育委員会 確認調査 物包含恩と追構、および弥生時代中期の造
88-1-5 

物包含層を確認

24 中殴：t．居助
野上中448-9・

2005 2 18 
449-2 

1082 22 文第7号の(149)／工事立会 洵南市教育委員会 個人住宅 遺構・追物なし

25 亀川辿跡
且来字野田246

2005 3 I 5 
-5 

2 2 文第7号の(198)／工事立会 海南市教育委員会 分譲住宅 奈良時代の土城状追枯と辿物包含層を確認

岩出町

NO, 追跡名 所在地 調査期間
調査面
梢(,甘） 県指示文害番号／内容 実施機関 調査経緯 調査内容

l 根来遺跡 根来910-2 2004 4 8 7 文第57号の(275)／工事立会 岩出町教育委員会 店舗
追構なし．須恵器・土師木・瀬戸美猿焼き少

屈出土（奈良～中世）

池内・・・遺構なし，土師質：I：器・瓦器等出土。

2 根来寺坊院跡 根来1472-1・3 200156-8 31 4680 文第58号／発掘調査 岩出町教育委員会 図甚館
（中枇～近世）堤・・・中世と近世の提体を検

出。瓦 • 土llili質土器 ・伽前焼など出士（中世
～近世）

3 根来寸坊院闊 根来2150-2 2004 6 2 3 2 文第7号の(46)／工事立会 岩出町教育委員会 駐車場 石列土塀基礎石検出，（近世）辿物なし

4 山一巡跡 山713外20策 2004 6 2-6 9 160 文第8号／確認調査 岩出町教育委員会 道路改良
柱穴を検出っ須恵器・土師器、瓦器等出土

（奈良時代～江戸）

5 人1Il毛辿跡 四野22-1 2001 6 22 4 5 文第7号の(68)／浄化栖立会 岩出町教育委員会 店舗 迫構・辿物なし

6 岡田追跡 岡山269-1 2004 7 2 10 文第7号の(73)／工事立会 岩出町教育委員会 個人住宅 辿構なし，＿七師質土器極少批出土

7 西国分I1辿跡 岡田4-5,4-1 2004 8 26 24 文第7号の(102)／工事立会 岩出町教育委員会 店舗 追構・逍物なし

8 山崎辿跡
金歴309-1外3

2004 9 16 15 文第7号の(74)／工事立会 岩出町教育委員会 宅地造成 辿構・辿物なし
竿：

池内・・・岩盤と溝状の凹みを検出，土師質土

9 根来寺坊院跡 根来1472-1・3 
2001 9 19-

5243 文第58号／発掘調査 岩出町教育委員会 図,,:'館
器・瓦等出土（中世～近世），堤・・・中批と近

12 31 世(17c後半）の提体を検出瓦・土師囲士器

等出土（中世～近世）
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中黒546,580-

10 中黒lI遺跡 l、581-1、 2004 10 22 30 又第7号の(86)／工事立会 岩出町教育委員会 店舗 逍椙・逍物なし

582,583-1 

II 荒田迫跡 堀口8-3外6筆 2004 10 24-27 332 文第7号の（111)／確認調査 岩出町教育委員会 店舗
土杭検出（弥生），弥生土器，瓦器・土師質土

器出土（中世）

12 荒田迫跡
尼ヶ辻、根来地 2004 10 12・ 18・ 

162 文第8号の(23)／工事立会 岩出町教育委員会 道路改良
柱穴1基検出（中世？），瓦・土師質土器・国

内 22、122-6-16 産陶磁器出土（中世～近世）

13 山一迫跡 山713外20筆
2004 11 15-

Sl 7 文第8号／確認調査 岩出町教育委員会 道路改良
建物跡2棟（奈良，、土杭・溝・柱穴検出，須恵

2005 1 31 器・土師器・瓦器出土（奈良～中世）

14 根来寺坊院跡 根来2284 2004 11 24 7 第58条の2 岩出町散育委員会 確認調査
土管の排水溝検出，士師質士器・瓦出土（近

世）

15 荒田選跡
森184外13筆

2005 1 19-1 27 886 文第7号の(205)／確詔調森 岩出町教育委員会 店舗
土杭（弥生），土杭・溝・柱穴（中世）検出，弥生

堀口7-1 外5筆 土器，瓦器・土師質土器（中世）出土。

16 尼ヶ辻逍跡 根来634、636 2005 1 24 19 5 文第7号の(167)／確認調査 岩出町教育委員会 店舗 選構・追物なし

17 根来寺坊院跡
根来2166-1外

2005 2 1-3 4 19 現状変更 岩出町教育委員会
名勝庭園保存 石積み，石列階段検出，（近世）瓦・土師質土

3筆 修理 器等出土（中世～近世）

18 根来寺坊院跡
根来902-1、

2005 2 1-2 23 1 4 7 第58粂の2 岩出町教育委員会 確認調査
土杭（近世），堀状選構検出，土師質土器，国産

1048、1049-2 陶磁器出土（近世）

19 根来寺坊院跡 根来1710-1・2 2005 2 14 6 5 文第7号の(228)／工事立会 岩出町教育委員会
その他建物（温

遺構・遺物なし
室）

20 根来寺坊院跡 根来2043-1 2005 2 21-3 7 46 文第7号の(184)／確認調査 岩出町教育委員会 個人住宅 土杭検出，士師質七器出土（中世）

21 東国分1]遺跡
西国分61•65· 

2005216・17 198 文第7号の(218)／確認調査 岩出町教育委員会 宅地造成
溝状・土坑状遺構検出，須恵器・瓦瓦器・土

69-1 師質土器等出土（奈良～近世）

22 根来寺坊院跡
根来1709-11、

2005 3 3 
710-2 

， 文第7号の(188)／工事立会 岩出町教育委員会 店舗 遠椙・迎物なし

23 山一遺跡 山・中黒地区 2000318 13 文第8号の(32)／工事立会 岩出町教育委員会 下水 柱穴1基検出，（中世）造物なし

打田町

NO, 遺跡名 所在地 調査期問
調査面

県指示文苦番号／内容 実施機関 調査経緯 調査内容
積（対）

I I東 一谷遺跡 l東 一谷562-1他 2004 4 1 6 月ぅ57号の(289)／浄化栖止去 げ］田町教育委貝会 1個人｛屯毛 逍栖・逍物なし

2 粟島逍跡 東＝谷261他 2004 4 2 3 文第57号の(248)／浄化槽立会 打田町教育委員会 その他建物 奈良•平安時代のピット1 須恵器甕片

3 ー昧塚古墳群 中井阪160他 2004 4 21 4 文第57号の(283)／工事立会 打田町教育委員会 その他建物 逍横・逍物なし

4 王城跡 古和田302 2004 6 112 2 文第7号の(27)／浄化槽立会 打山町教育委員会 個人住宅 中・近世？の土杭1?

5 粟島遺跡 東大井］7-34 2004 6 12 6 文第57号の(235)／浄化槽立会 打田町教育委員会 個人住宅 逍構・遺物なし

6 粟島遺跡 東大井82-34 2004 6 12 3 75 文第7号の(61)／浄化栖立会 打田町教育委員会 個人住宅 逍楢・迫物なし

7 粟品迫跡 東大井436-3 2004 7 23 2 文第57号の(294)／浄化楢立会 打田町教育委員会 個人住宅 遺樅・遺物なし

8 束田中神社遺跡 打田646-2 2004 9 8 45 文第7号の(39)／浄化柏立会 打田町教育委員会 個人住宅 追梱・逍物なし

9 粟島沿跡 東大井419-8 2001 9 9 4 5 文第7号の(65)浄化梢立会 打田町教育委員会 個人住宅 奈良•平安時代の整地層？平瓦須恵器片

10 岡田 1I追跡 西井阪107-15 2004,9 27 2 5 文第7号の(96)／浄化槽立会 打田町教育委員会 個人住宅 中世？土師器細片

II 粟島造跡 東大井419-8 2004 12 l 2 5 文第57号の(229)／工事立会 打田町教育委員会 個人住宅 奈良 • 平安時代の整地層 ？ 平瓦須恵器片

12 岡田 rr遺跡 下井阪12-1 2004 12 7 2 5 文第7号の(120)／浄化槽立会 打田町教吉委員会 伍人住宅 逍構・遺物なし

13 岡田 ll遺跡 下井阪485-1 2005 1 20 15 文第7号の(157)／浄化槽立会 打田町教育委員会 個人住宅 逍構・造物なし

14 粟島造跡 赤尾472-10 2005 2 l6 2 文第7歩の(160)／浄化柏立会 打田町教育委員会 個人住宅 追樅・迫物なし

15 南勢田遺跡
南努田605-1

2005 2 24 15 浄化栖立会 打田町教育委員会 集合住宅 遺構・逍物なし
他

16 上野遺跡 上野15-4 2005 3 12 4 文第7号の(242)／工事立会 打田町教育委員会 その他住宅 遺構・逍物なし

17 紀伊国分寺跡 東国分619-3 2005 2 9-2 14 193 文第8号の(44)／確認調査 打旧町教育委員会 造成 平安時代後期の柱穴10瓦器碗・皿、羽釜

橋本市

N0, 追跡名 所在地 調査期間
調査面
積(nf) 県指示文笞番号／内容 実施機関 調査経緯 調査内容

1 古佐田追跡 古佐川地内 2004 9 28 1 4 1 0 文第8号の(13)／工事立会 橋本市教育委員会 下水道 追樗・逍物なし

2 利生護国寺旧境 隅田町下兵庫
2004 8 9 108 文第8号の(15)／工事立会 橋本市教育委員会 下水道 逍構・遺物なし

内逍跡 地内

3 神野々 I追跡
神野々字柳下

2004 7 13 30 文第7号の(81)／確認調査 橋本市教育委員会 個人住宅 追梢・造物なし
977番

東家三T目557

4 妙楽寺 -l~9304番 2004 8 25 15 文第8号の(16)／工事立会 橋本市教育委員会 水路改修 追措・逍物なし

地先

5 学文路1I辿跡
学文路776番地

2004813 96 9 又第8号の(20)／工事立会 橋本市教育委員会 水路改修 追構・逍物なし
先

6 垂井榎塚遺跡
垂井字榎木塚

2004 8 19 4 5 文第7号の(IOI)／浄化栖立会 橋本市教育委員会 個人住宅 遺構・遺物なし529番

7 東家逍跡
束家二丁目 1番

2004 9 15 20 文第8号の(29)／工事立会 橋本市教育委員会 下水道 逍構・造物なし
19号

8 上田造跡 上田225 2004 JO 19 1.45 文第7号の(123)／工事立会 橋本市教育委員会 上水道 逍梢・逍物なし

垂井字女房ヶ

， 垂井女房ヶ坪逍
跡

坪61-5、62-5、

63-5、64-6の各
2004 11 22 124 8 文第7号の(124)／確認調査 橋本市教育委員会 店舗 迎構・逍物なし

1部
士 ＇→と一
ロ備町

NO, 逍跡名 所在地 調査期問
調査面

原指示文芸番号／内容 実施機関 調査経緯 調査内容
積（対）

1 藤並地区逍跡
土生212-2・213-

文第7号の(23)／工事立会 駐車場造成 事前希工
2 

2 旧吉備中学校校 下津野697-1• 2004 5 12-7 4 450 第58粂の2 吉伽町教育委員会 下水処理施設
弥生時代竪穴住居・溝等検出，弥生土器•土

庭遺跡 698-1 師器・須恵器・黒色土器・瓦器等

3 田殿尾中逍跡 吉備町97 2001 11 20 68 5 文第7号の(64)／工事立会 吉備町教育委員会 駐車場造成 逍構なし、弥生土器微歴

4 天満II追跡 天憐607-2 2004 10 7 5 l 第58条の2 吉備町教育委員会 個人住宅 遥構・逍物なし

5 藤並地区遺跡 土生308-1 2004 12 13 8 文第7号の(126)／工事立会 吉備町教育委員会 集合住宅 中世溝・掘立建物検出，土師器・瓦器

6 天満 l追跡 天満564-1
2004 11 5-

41 第58条の2 吉備町教育委員会 店舗 中世ピット・土坑等検出，土師器・瓦器
11 10 

2004 4 25-
中世石敷遺樅検出，士師器・瓦器・宝塔文軒

7 築那院跡 大谷地内 5 10、9] 3 ~ 95 文第8号の(49)／確認岡査 吉備町教育委員会 農道

9 22 
丸瓦

8 藤並地区追跡 天満126-5 2005 1 24-1 25 3 2 文第7号の(204)／発掘調査 吉備町教育委員会 個人住宅 時期不明溝2• 土坑 l 基検出，土師器・瓦器
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9 野田地区追跡 天油56-1 2005 2 21 18 9 文第7号の(210)／工事立会 吉備町教育委員会 擁壁設置 逍構・逍物なし

10 長楽寺跡 吉備町348 2005 1 28・131 3 文第7号の(212)／工事立会 吉備町教育委員会 仮水路設置 時期不明石垣基底部検出，瓦器・瓦類

11藤並地区遺跡 土生371-IO 2008 2 7 4 32 文第7号の(214)／工事立会 吉備町教育委員会 個人住宅 遺栖・選物なし

弥生・古墳時代竪穴住居、中世掘立建物・

12 天満 I逍跡 天満564-1 2005 3 7-4 19 510 文第7号の(233)／発掘調査 吉備町教育委員会 店舗 滞•土坑等検出，縄文土器・弥生土器・土師
器・須恵器黒色土器・瓦器・瓦等

13 天満11追跡
下津野1030-

2005 3 2-3 3 24 4 第58条の2 吉備町教育委員会
排水路・擁壁設

中世溝・ピット検出，瓦器
17・ 18,1031 爵

14 天満11追跡
下沖野1030-

2005 6 6 12 文第7号の(252)／工事立会 吉備町教育委員会 私道・排水路 中世溝、ピット検出，瓦器、 近世陶磁器
17 • I 8 

15 天満11遺跡 下津野］031 2005 5 10-5 13 51 6 文第7号の(253)／工事立会 吉備町教育委員会 擁壁設置
中世土坑、近世士坑・溝検出，士師器・瓦器・

近世陶磁器

16 長楽寺跡 植野348 2005 4 4-4 15 17 3 文第7号の(256)／工事立会 吉備町教育委員会 雨落ち溝改修 遺構なし、宝猿印塔基礎

17 藤並地区造跡
水尻409-7 •409-

2005111•413 36 文第6号の(2)／工事立会 吉備町教育委員会 集合住宅 遺構・迫物なし
12 ．． 

御坊市

NO, 遺跡名 所在地 調査期間
調査面

県指示文杏番号／内容 実施機関 調査経緯 調査内容
積(nl)

l 天田古坦群
塩展町北塩屋

2004 4 27 2 御坊市教育委員会 個人住宅 迫構・迫物なし
7301-2,731-3 

2 蛭田坪追跡
湯川町小松原

2004 4 29 10 文第7号の(11)／工事立会 御坊市教育委員会 分譲住宅 逍樅・逍物なし
572他2筆

3 津井切辿跡
藤田町吉田

2004 5 12 6 御坊市教育委員会 賃貸住宅 遺構・辿物なし
708-2, 708-3 

4 津井切追跡
藤田町吉田

2004 5 24 4 5 文第7号の(43)／工事立会 御坊市教育委員会 個人住宅 遺構・遺物なし
766-12 

5 岩内王子追跡
岩内字田端

2001 06 3 4 5 御坊市教吉委員会 個人住宅 追椒・追物なし
494-5 

6 津井切辿跡 藤田町吉田7662004 6 4 4 5 文第7号の(43)／浄化槽立会 御坊市教育委員会 並用住宅 逍構・遺物なし

7 蛭田坪追跡
湯川町財部37-

2004 6 10 2 文第7号の(12)／浄化槽立会 御坊市教育委員会 個人住宅 造構・遺物なし
18 

8 津井切追跡
藤田町束院

2001 6 14 2 文第7号の(50)／浄化栖立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 辿構・追物なし
726-12 

湯）11町財部字
9 堅田造跡 森崎l2l-2他l 2004 6 28 2 文第7号の(105)／浄化槽立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 辿構・辿物なし

筆

10 堅田逍跡
湯川町財部

2004 7 13 1112 32 文第7号の(70)／浄化栖立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 辿構・逍物なし
201-1他2笙

II 津井切辿跡
藤田町吉田字

2001 7 15 2 文第7号の(51)／浄化栖立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 追構・追物なし
東院726-19

12 天田古殷群
塩屋町北塩屋

2004 7 26 5 61 御坊市教育委員会 個人住宅 追構・辿物なし
字峠643-5

13 堅田迫跡
湯川町堅田

2004 7 28 2 文第7号の(71)／浄化槽立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 辿構・辿物なし
616-1他l笙

14 上野王子辿跡
名田町上野

2004 7 29 3 文第7号の(80)／浄化栖立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 追構・追物なし
1529-5 

15 堅田逍跡
湯川町財部

2004 8 25 15 文第7号の(99)／浄化梢立会 御坊市教育委員会 遊技場増築 辿構・辿物なし
639-2 

16 岩内城跡 岩内268-3 2001 9 3 4 文第7号の(108)／浄化槽立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 辿構・辿物なし

17 岩内古瑣群
岩内字平田78-

2004 9 16 4 5 御坊市教育委員会 個人住宅 辿構・追物なし
1他3箪

18 堅田追跡 薗字黒柏79-7 2004 10 18 2 御坊市教育委員会 兼用住宅 追構・遺物なし

19 津井切追跡
藤田町吉田

2004 11 5 3 文第7号の(151)／浄化栖立会 御坊市教育委員会 集合住宅 遺梢・辿物なし
892,893 

20 堅田追跡 面字西部19-3 2004115 3 御坊市教育委員会 賃貸住宅 辿構・辿物なし

21 天田古瑣群
塩屋町北塩屋

2004 12 7 4 5 御坊市教育委員会 個人住宅 追横・辿物なし
33 

22 岩内 I逍跡 岩内551-2 2004 12 14 2 文第7号の(62)／浄化栖立会 御坊市教育委員会 兼用住宅 辿構・追物なし

23 津井切辿跡
藤田町吉田字

2005 1 13 1 5 文第7号の(171)／浄化栖立会 御坊市教育委員会
その他の住宅

造構・追物なし
東院726-20 建築

24 東郷逍跡
藤田町藤井

2004 1 25 3 文第7号の(150)工事立会 御坊市教育委員会
その他の住宅

弥生時代土器細片わずか
1913-2他2策 建築

田辺市

NO,I追跡名 |所在地 I調査期期 I砿芯'|県指示文苦番号／内容 I実施機関 I調査経緯 I調査内容

1八丁田圃遺跡
1秋津町238番地

2004 7 22 約5 文第7号の(53)／浄化梢立会 田辺市教育委員会 個人住宅 1辿構・辿物なし
12 

2 I八丁田圃追跡
秋沖町238番地

2005 2 11 約4 文第7号の(165)／浄化槽立会 田辺市教育委員会 個人住宅
14 

市

NO, 逍跡名 所在地 調査期間
調査面

県指示文杏番号／内容 実施機閉 調査経緯 調査内容
和(rr/)

l 佐野辿跡 4 42 文第7号の(I16)／浄化槽立会 新宮市教育委員会 個人住宅 遺構・追物なし、盛土暦

2 I堀内氏屋敷跡 2005 3 30 I 5 文第7号の(217)／浄化朋立会 新宮市教育委員会 個人住宅 遺梢・迫物なし

NO,迫跡名 所在地 調査期惜1 実施機関 調査経緯 調査内容

I JII関迫跡 大字川関 2001 5 28 1 5 の(240) エ戸立＝ 那智勝浦町教口委員会 個人住宅 造構・逍物なし

2 川関迫跡 大字川関 2004816 3 00)／浄化槽立会 那智勝浦町教育委員会 個人住宅 逍構・遺物なし
--------------- -・ -- ------

-24-



埋蔵文化財包蔵地の認定・範囲変更

平成17年3月1日から、平成18年3月15日までに範囲変更を行った遺跡について以下に掲載する。
該当遺跡の包蔵地範囲は赤線で表示しているが、旧範囲部分は黒線で示している。

立平遺跡 (16) 田屋遺跡 (93)

吉備中学校校庭遺跡(11) 神野々 I遺跡 (55)

西飯降遺跡 (26)

遺跡番号 地図 遺跡名 所在地 種別 時代 立地 認定・変更日 備考

16 47図 立平遺跡 上富田町岩田・生馬地内 散布地 古墳 丘陵 H17. 8. 31 範囲変更

93 5図 田屋遺跡 和歌山市田屋・直川 集落跡
弥生～古墳、

沖積地 H17. 9. 14 範囲変更
奈良、平安

11 21図
旧吉備中学校校

有田川町下津野 散布地 弥生～鎌倉 河岸段丘 Hl8. 3. 2 範囲変更
庭遺跡

55 8図 神野々 I遺跡 橋本市神野々 散布地 弥生～中世 河岸段丘 HlS. 3. 9 範囲変更

26 8図 西飯降II遺跡 かつらぎ町西飯降 散布地 縄文～古代 河岸段丘 H18. 3. 13 範囲変更
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平成16年度県教育委員会による調査

埋蔵文化財包蔵地等での調査

-2 6 -



1.秋月遺跡

（調査件名 04-25) 

種別立会調査

所在地 和歌山市太田地内

遺跡位置固

2.野上中南遺跡

（調査件名 96-207) 

種別立会調査

所在地 海南市野上中地内

く調査の経緯＞

奥佐々阪井線半島振興道路建設に伴う立会調

査である。過去に海南市文化財調査研究会（平

成 8・9年度）、（財）和歌山県文化財センター（平

成 15~16年度）による発掘調査が行われてい

るが、今回は未調査地点であった農業用水路の

土管埋設工事部分について調査を実施した。

く調査の成果＞

調査では士管埋設部分に 7つの調査区 (a~g

トレンチ）を設定した。

基本層序は、 1層：耕作士、 2層：にぶい黄

褐色細砂～シルト、 3層：灰黄褐色細砂～シル

ト、 4層：黄褐色～灰黄褐色シルト～細砂、 5

層 ：黄褐色～灰オリーブ色シルト、 6層：暗褐

色～黒褐色シルト～細砂、 7層：黄褐色～灰オ

リーブシルト（地山）となる。

（財）和歌山県文化財センター調査時の基本

層序との対応関係は、 1層がセンター1・2層（耕

作土）に、 2・3層がセンター3層（近世～中世

の遺物包含層）に、 4• 5層がセンター4層（中

世の遺物包含層）に、 6層がセンター5層（弥

-2 7 -
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調査位置図

遺跡位置医

査区

こコ海南市文化財調査研究会調査区

調査位置図



生時代の遺物包含層）に相当する。

a トレンチ：盛土及び 1層、 3層を除去後、 7層上面で遺構を検出した。遺構は土坑 2基

で、調査区南端で検出した。

b トレンチ：盛土及び 1層、 3層を除去後、 7層上面で溝・ピットを検出した。遺構 b-1

は土層断面の観察から柱穴と判断される。

c トレンチ：盛土及び 1層、 3層を除去後、 7層上面でヒ゜ット・土坑を検出した。

dトレンチ：盛土及び 1層、 3層を除去後、 7層上面で溝・ピット・土坑を検出した。

a~cトレンチに比して遺構密度は比較的高い。

eトレンチ： a~cトレンチとは異なり、 3層の下層に 4~6層が堆積する。 7層上面で遺

構検出をおこなった結果、溝、ピット、 士坑を検出した。ただし、遺構 e-1、遺構 e•2 は

断面観察より 6層上面の遺構と認識でき、層位より中世段階に帰属すると考えられる。こ

のうち遺構 e-1は幅約 1.7m~2.4mの南北方向に延びる溝である。 7層上面の遺構は土坑・

ピットであり（遺構 e-3～遺構 e-19)、遺構密度は比較的高い。

fトレンチ：盛土及び 1~6層を除去後、 7層上面で溝を検出した。溝は、幅約 1.4m

深度約 0.4mで、不整形な平面形を呈する。

g トレンチ：本調査区は、調査時に壁面が崩落したために、平面図の作成をおこなうこ

とが不可能であった。盛土及び 1~6層を除去後、 7層上面で士坑 (g-1) を検出したのみ

である。

く調査の所見＞

以上より、今回の立会調査では各調査区で遺構が検出された。出土遺物が乏しいため個々

の遺構の所属時期を特定することは困難であるが、 7層上面で検出された遺構は多くが弥

生時代に属する可能性が高い。

また、 a~dトレンチでは 3層直下が地山の 7層となり 4~6層が堆積していないが、 e

トレンチ以東では 4~6層が確認でき、特に調査区のうち東端に位置する g トレンチでは

各土層が安定して認められる。こうした傾向は、（財）和歌山県文化財センター調査時の各

調査区の土層堆積状況と矛盾しない。

過去の調査では、調査区の西半（（財）和歌山県文化財センター調査 1・2・5区、海南市

文化財調査研究会調査 D・E・F区）を中心に弥生時代中期の竪穴住居跡、堀立柱建物が検

出され、また 7区で方形周溝墓とみられる遺構が検出されている（（財）和歌山県文化財セ

ンター2005『野上中南遺跡ー半島振興道路奥佐々阪井線道路改良工事に伴う発掘調査報告

書ー』）。今回の立会調査地点のうち a~eトレンチで検出された 7層上面の遺構群も、当

該期の居住域に関わる遺構群であると判断できよう。

一方、 過去の調査では調査区東側 (3·7 区東半• B区）で上層遺構として鎌倉時代の遺

構が検出されている。今回の立会調査では eトレンチ 6層上面の遺構 e-1、遺構 e-2が当

該期に帰属する可能性があろう。

調査後の措置としては、工事掘削深度が遺構面の深度よりも大きいために記録保存の措

置をとった。
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遺構a-I 追梢a-2

盛土

辿構a-2
十

l オリープ灰色 (IOY6/2) シルト
3 暗灰黄色 (2.5Y5/2) シルト マンガン・鉄分 ・有機物含
7 黄褐色 (2.5Y5/4) シルト 中砂含

逍梢a-1 黄灰色 (2.5Y4/l) シルト
造構a-2 黄褐色 (2.5Y5/3)粗砂

a トレンチ平面図・断面固 (S=1/80)
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3-1 灰オリープ色 (5Y5/2)祖砂 土器含む 道構 b-2 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粗砂
3-2 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 中砂土器含む 遺構b喝黒褐色 (lOYR2/2)粘土

3-3 黄灰色 (2.5Y6/l) シルト 礫含む
7 黄掲色 (2.5Y5/4) シルト 中砂含む
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口
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l 灰色 (lOY6/l) シルト 粗砂含む
3-1 灰オリーブ色 (5Y5/2) シルト
3-2 にぶい黄色 (2.5Y6/4) シルト
3-3 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粗砂
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7-1 黄褐色 (2.5Y5/4) シルト
7-2 灰オリーブ色 (7.5Y5/2) 中砂
7-3 灰黄褐色 (IOYR4/2)粗砂
7-4 灰黄褐色 (IOYR4/2)砂礫

遺構c-1 黒褐色 (IOYR2/2)粘質士
遺構c-2 暗灰黄色 (2.5Y5/2)粗砂

c トレンチ平面図・断面図 (S=1/80)
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l 灰色 (10Y6/1) シルト 洪描d-1~15 10YR4/2灰黄褐色シルト
3 灰黄褐色 (10YR5/2)租砂
7 黄褐色 (10Y5/6)粘土

dトレンチ平面図．断面図 (S=1/80)
bトレンチ平面図．断面図 (S=1/80)
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1 にぶい黄色 (2.5Y6/3) シルト
3 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) シルト～細砂
4 黄褐色 (2.5Y5/3) シルト
5 黄褐色 (2.5Y5/6) シルト
6 暗褐色 (IOYR3/4) シルト
7 にぶい黄褐色 (IOYR5/3)細砂～細礫
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l
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構 f-1 

l_l 灰オリープ色 (5Y5/2) シルト

じ2 灰オリープ色 (7.5Y4/2) シルト～紅II砂
2-1 褐色 (IOYIM/4)係|II砂～中砂
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fトレンチ平面図・断面図 (S=1/80)
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辿構g-j 黒褐色 (JOYR2/3) シルト

g トレンチ平面図・断面図 (S=1/80)



3.下佐々 I遺跡

（調査件名 03-287) 

種別立会調査

所在地 野上町下佐々字野尻地内

く調査の経緯＞

個人住宅建設に伴う浄化槽埋設工事計

画部分の立会調査を実施した。

く調査の成果＞

調査は、幅 1.8mX長 3.2mの調査区を

設定し、重機及び人力掘削により実施し

た。

土層は、砕石、灰色シルト（現代耕作

土）の下層に、現 GL-60cmで黄褐色シル

トが確認され、自然堆積の地山と考えら

れる。地山面において遺構精査を実施し

た結果、土坑を 1基検出した。

土坑は調査区の南東角で検出され、調

査区内における規模は長さ約 1.6m、深

度約 0.48mである。土坑の埋土上層から

は瓦器 2点が検出された。

出土した瓦器のうち 1点はほぼ完存で

あり 、特徴から 14世紀代に所属する可

能性が高い。

く調査の所見＞

今回の調査で確認した遺構は土坑 1基

のみであるが、出土遺物より中世前半に

属するものとみられる。したがって付近

には中世段階の遺構が展開する可能性が

高い。

調査後の措置としては、浄化槽埋設工

事計画部分は工事予定掘削深度が遺構面

の深度よりも大きく、現地保存が困難で

あるために記録保存の措置をとった。

遺跡位置図
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4.粉河寺遺跡

種別 確認調査

所在地 粉河町粉河地内

く調査の経緯＞ 擁壁工事に伴い、立会調査

を実施したところ、遺構が確認されたため、

同敷地内について粉河寺遺跡の範囲確認を目

的として確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 本調査地は、粉河寺本堂と

長屋川を挟んだ対岸に位置する。粉河寺大門 遺跡位置図

修理に伴う元禄 11年記銘の絵図によると、本調査地は「御鷹師屋敷」と記載されている

区画に該当する。

なお、粉河寺遺跡では防災工事や名勝粉河寺庭園の現状変更に伴う発掘調査を過去に実

施している。それらの調査では、正徳 3(1713) 年の火災に伴う焼土層やそれに後出する

暗渠排水や焼士層下層から旧中門の可能性のある基壇や礎石列などが検出されている。

調査方法 調査区は 5つのトレンチ、計 56.8五設定した。調査は現地表から重機により

遺構面付近まで慎重に掘削し、遺構検出やサブトレンチは人力掘削により実施した。

基本層序 1層は現代盛土層とみられる表土で、 2層は近代以降の堆積とみられる。 3層は

遺構面ベース土で、混和物が多く、盛土層と考えられる。なお、 3層は 3トレンチでは 2

つに細分される。 4層は 1・2トレンチのみで検出された、中～粗砂を主体とする水成の自

調査位置図
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然堆積層である。最大で 5層に細分され、このうち 4-1~3では士器細片を少量包含する

のが確認された。 4-4・ 5層は出土遺物が確認されないことから、地山の可能性が残る。 5

層は 1・ 5トレンチで検出した砂層で、最大で 10層に細分される。 4層同様、鳥屋川に伴

う水成堆積層と考えられる。 6層も 4層同様粗砂を主体とし、黄色系の堆積層で、鳥屋川

による水成堆積層と考えられ、出土遺物もなく地山と位置付けられる。 7• 8 • 9層は、 4

トレンチでのみ検出した層で、 1層（表土）ないしは 3層直下で検出された。堆積理由は

不明だが、 9層上面には遺構が検出されることから、盛土の可能性がある。 10層も4トレ

ンチのみで検出した層だが、地山の 6層以前の自然堆積層である。

遺構面としては、 3層上面、 3(3-1層）下面にあたる 4・ 5ないしは 7層上面、 6層上

面の 3つの遺構検出面を認識した。

1トレンチ 調査区北西側に配置したトレンチで、 3層上面では遺構 1~3を検出した。遺

構 1は直径 70Clll以上を測る土坑である。土坑内には焼土片を含む粘土塊が認められた。

遺構 2は、 4-1層上面検出の遺構 2石列部分が溝状に落ち込んでいた部分の埋め土とみら

れる。 4-1層上面では、遺構 2石列のほか、土坑 1基を検出した。

トレンチ端部に設定したサブトレンチで 4-2層以下の状況を確認したが、現地表から

1.5m程度で地山を確認したにとどまり、遺構は認められなかった。

2トレンチ 調査区北東に配置したトレンチで、トレンチ西半では 3層と 4-1層の上面が

同レベルで検出されたことから、 3層は一部削平されていると予想される。 3層上面で遺

構 4~6を検出した。遺構 4は、南北方向に斜行する溝である。遺構 5は、幅 40cm、長

60 Clll以上を測る隅丸長方形プランの土坑で、底面には結晶片岩の板石が設置されていた。

トレンチ西端のサブトレンチで、下層の状況を確認したところ、現地表から約 2.0mで

口
1トレンチ □□ 2トレンチ

5トレ

州

4トレ

ー

3トレンチ

調査位置図 S= 1 /4000 
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地山を検出したほか、遺構は発見されなかった。

3トレンチ 2層直下 3-1層上面で遺構 14・ 15を、 3-2層直下で遺構 16・17・19・20

を検出した。遺構 14は不整形な士坑状の遺構で、 トレンチ北壁付近では結晶片岩を組み

合わせていることが確認されるが、機能は不明である。

3-2層直下で検出した遺構は、 4層が不在のため地山上で検出された遺構 17・ 20と、

遺構 20と重複し、それに先行する遺構 16・ 19とが認められる。3-2層直下で検出され

た遺構 20は、不整形な平面プランを呈す大規模上坑で、埋土は下半に焼土混の炭層 (j層）

をはじめとする土壌が薄く堆積するのに対し、上半は瓦と焼士が厚く堆積することが確認

される。土坑の用途等は不明であるが、埋土の堆積状況から 下半は経年により徐々に埋没

した状況、上半は火事場等整理に伴い人為的に一気に埋め戻された状況が復元される。

4 トレンチ 調査区中央に設定したトレンチで、 トレンチの大半で焼士層を主体とする 7

層が検出され、その上面で南北方向の溝である遺構 8を検出し、その下面、地山上面では

北拡張区北端で土坑 3基を検出した。7層の焼土層は、 3トレンチ遺構 20a・ b層で確認さ

れた火事場整理とみられる焼士等 と対応する可能性が考えられる。3層はトレンチ東端で

の検出にとどまるため、 7層上面遺構が他トレンチの遺構面との対応関係は不明である。

＼
 

＼
 

＼`
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

5-1 

5:_2 

l 表士
2 灰黄褐色 (IOYR</2) 中砂

3 にぶい黄褐色 (IOYR5/4)砂～シル トー整地土

4-1 黄掲色 (2.5Y5/3)粗砂

4-2 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 1l!砂
1ヽ-3 黄灰色 (5Y5/I) 中砂

4-4 黄灰色～暗灰黄色 (SYS/I~5/2) 

中砂鉄分多

4-1 ・ 
----------------4]ャこ

＼ 
4-3 

//—--
5-1 裟褐色 (IOYR5/6)砂 4-4 ； 
5-2 11音褐色 (IOYR3/3)細砂 ¥=＝_--=—4 

6 黄灰色 (2.5Y5/3)粗砂

追構1 にぶい黄褐色 (!OYR4/3)細砂

迫構2 にぶい黄掲色 (!OYR4/3)細砂 炭化物含む
迫構3 にぶい黄褐色 (!OYR4/3)細砂 シルトプロック含む

3層上面追構

_T― 

ー

Tー

I 
遺構I¥ 
1-, 

4-2層上面遺構

|
 

＼ ＼ 

¥-

1トレンチ平面図．断面図 (S=1/50)

-34-



＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 

／ ／ 

1 "音灰黄色 (2.5Y4/2) 中砂
2 オリ ープ褐色 (2.5Y4/3) 中～祖砂

3 暗黄灰色 (2.5Y1/2) 

4-1 黄灰色 (2.5Y4/!)租砂

4-2 黄灰色 (2.5Y4/!)租砂

4-1よりやや明度商い

4-1 

-------→--_-＿＿＿＿＿_ャ--:
「4-3 黄灰色 (25Y4/1)粗砂 ¥ 4-3 I 

4-1よりやや明度低い 1 
4-4 暗灰黄色 (25Y4/2)粗砂 トー正―――、
4-5 黄褐色 (2.5Y5/3)細～中砂 「~」/—-ゴ
6 黄褐色 (IOYR5/6)ffl@ ¥ 

I 
IOYR5/6)粗砂

迫構4a 黄褐色 (2.5Y1/I) シルト I 4-5 I 

b 4-1流入士 ＼ 
! 

遺溝18 即褐色 (IOYR5/6)砂 ＼ I 
ラ-ー1
6 

丁 ／ ／ 

_ト
廿

＼＼  

2トレンチ平面図・断面図 (S=1/50)

ーー

千

．
 

］ 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 中砂

2 オリープ褐色 (2.5Y4/3) 中砂
3ー］ にぶい黄色 (2.5Y6/4) 中砂

3-2 にぶい苗色 (2.5Y6/3)粗砂

迫構］4 黄褐色 (2.5Y3/5)祖砂

遺構］5 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 中砂

遺構16 黄褐色 (2.5Y3/5) 中砂

遺構］7 暗灰黄色 (2.SYS/2) シルト

遺構20
a 焼土l

b 焼土2

c 瓦層

d 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 中砂

e 浅黄色 (2.5Y7/3)粗砂

f 暗灰黄色 (2.SYS/2) ンルト
g 黄灰色 (2.5Y5/l)シルト

h 明黄褐色 (2.5Y6/6)細砂
l 黒褐色 (2.5Y3/2) シルト

J 炭層
k 浅策色 (2.5Y7/3) シルト
］ 黄灰色 (2.5Y6/l) シルト

3トレンチ平面図 ．断面図 (S=1/50)

-35-



5トレンチ 1トレンチ南側に配置したトレンチで、 3層上面と 5-3層上面で遺構を検出

した。3層上面では埋桶状の遺構 11が認められた。 5-3層上面では石組の遺構 13を検出

し、これは、 1トレ ンチ遺構 2の石列の延長上に位置することから、同一遺構の可能性が

ある。これ ら遺構以西は、 4層堆積が厚く土地利用状況が異なると考えられること から 、

過去には敷地外であった可能性が考えられる。

く調査の所見＞ いずれの トレンチでも遺構の展開が確認され、 1・ 5トレンチの調査成果

から、当該地の敷地は過去にはより狭量であったことが推定された。出土遺物の検討が不

充分であるが、本調査で検出した焼土層は過去の調査で検出された正徳 3年の火災との関

連性が想起されるなどの調査成果を得た。

-------、 3 -- ／ 3 
7 /--------

マどを一三
-------

／
 

_T― 

迫構8

I 暗灰凶色 (2.5Y4/2)中砂

2 暗灰黄色 (2.5Y4/2)中砂 1より l即度やや，［；；ぃ
3 にぶい黄色 (2.5Y6/4)細砂

6 IJI黄褐色 (2.5Y6/6)利1砂ー地,1,
7 黒褐色 (2.5Y3/2)細砂～シルト 焼土含む

8 飯灰色 (2.5Y6/J) ．ンル lヽ

9 "音灰黄色 (2.5Y4/l ~5/2)粗砂
10 り1笈褐色 (2.5Y7/6)礫

辺構8 9;l褐色 (JOYR3/3)細砂
虹構9 9川褐色 (JOYR3/3)細砂

一—
4トレンチ平面図．断面図 (S=1/50)

＼
 

ー

L'

］ 炊拭褐色 (IOYR1/2) 中砂ー表・1“.

2 暗灰黄色 (2.5YR1/2) 中砂

3 明黄掲色 (IOYR6/6) 中砂

4 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 中砂

5-] 拭灰色 (2.5Y5/l) 中砂

S-2 黄褐色 (2.SY5/3)中砂

S-3~10 

暗灰黄色 (2.5Y1/2) ~ 

明菟褐色 (2.SY6/6) 中～粗砂

ー洪水堆栢屈j

6 Iこぶい黄色 (2.SY6/4) シルト

逍構6 にぷい黄褐色 (IOYR1/3)細砂

遺構7 黄褐色 (2.SYS/3)細砂

炭化物多祇

逍構Ila 暗褐色 (IOYR3/4)細砂

b 明黄掲色 (2.SY6/8)シルト

c 灰白色 (2.SY7/l) シルト

5トレンチ平面図．断面図 (S=1/50)
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5.元遺跡
（調査件名： 04-36)

種別確認調査

所在地 紀の川市桃山町元地内

く調査の経緯＞ 新桃山保育所（仮称）新築

工事に先立ち、深掘削を行う浄化槽工事計画

部分で確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 調査地は南に丘陵端部が迫

っている平坦部に位置し、現況は造成により

平坦面を形成する。

調査方法 調査は主に重機によって掘削し、

遺物包含層の一部を人力で掘削した。

層序 現代造成士 (0層）、近現代耕作土 (1

層）、同床土 (2層）、近代以前の旧耕作土と

床士 (3層）、中世遺物包含層 (4・ 5層）、無

遺物層 (6• 7層）、おなじく無遺物層で水成

堆積層である (8• 9層）が確認された。

出土遺物は、 3層から土師器片、 4層から 調査位置図

土師器、瓦器、陶器片、 5層から土師器皿片などが認められるが、いずれも細片である。

く調査の所見＞ 4・5層を中心に遺物細片の出上が認められたものの、下層で遺構の検出

がされないことも含めると、 1次的な遺物包含層でなく、 2次的な遺物包含層の可能性が

高い。また、遺構の展開も確認されないことから、当該地における工事での埋蔵文化財ヘ

の影響はほとんどないと考えられることから、通知者等には慎重工事を指示した。

遺跡位置図

'' 
'' 
' ' 
'' 

紀の里股協

新設保育所

県
道

0 10m 

調査位置図 S=l/400 
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w
 

南北断面

E
 

3-l屈 2. 5Y5/3策褐色シルト

3-2/3, IOYll4/4褐色シルト

0附 2. 5Y3/3暗オリープ褐色粗砂（片が礫混じり） ＝現代造成ナ ／
 

L=23. 847m 

I 3-4荊

／
 3-3倍： 2.eY4/3オリープ掲色ンルト 2府・ IOYl<4/6褐色細砂（鉄分含む） ＝近現代床J..
／
 

シルト（若干 1cm礫含む） ＝近現代耕作土

3
 
8
1
 

/ 4 -I E戸百豆戸，---'ヽ 9 ，．，い~人 、 、 ー 9 •9 9一

＼ 上--

▽-- --- -----斗¥
（やや粘質、わずか欽分 ・マンガン粒含む、わずかにImmの礫含む、瓦器 ・十師器やや多い）

51/'i・7.SYRS/6明褐色維l砂～シルト

＼ 
繹 2. 5Y6/4にぶい政色シルト（粘質大、鉄分やや多く含む） ／ （鉄分多い、十．器片少鼠含む）

¥ 7-1筋 2. 5Y5/3必褐色シルト～細砂（粘質大、若十欽分混ざる、砂っぽい）
／ 

---------------------- ／ 
_ _ _ _ 1 1-2//li, 2. 5Y5/3黄褐色シルト

（粘買大、鉄分混ざる、シルトっぼい）

] ~悶色と褐色の諷
（耕作士と床土の互倍）

L=23. 847m 

z ＇ s
 

8!;ii, 2. 5GY4/ln音オリープ灰色 ― - I 

------
＼ ← I 9-2窮 IOYR3/4暗褐色粗砂 (5rnm~4cm丸石多く含む） ―― - - - - - - - - - - -¥  

」
ト
―

4-2屈

5怪

9-1庖 5 YR3/6暗赤褐色机砂
（鉄分沈沿I

． 6 ' 寸 ー

92／ニ
7-1¥Yi 

゜
1 m 

土層断面図 S= 1 /40 



5.元遺跡
（調査件名 03-223) 

種別立会調査

所在地 紀の川市桃山町元地内

遺跡位置図

6.上尾遺跡
（調査件名 04-21) 

種別立会調査

所在地 紀の川市桃山町調月

遺跡位圏図

7.権田池古墳
（調査件名 03-38) 

種別立会調査

所在地 紀の川市貴志川町神戸地内

遺跡位置図

尺`＼＼ u 
/／もI6/)]ら

調査位置図

調査位置図

調査位置図
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8.貴志城跡
（調査件名 04-54) 

種別立会調査

所在地 紀の川市貴志川町上野山地内

遺跡位置図

9.神野々 II遺跡
（調査件名 03-21) 

種別立会調査

所在地 橋本市神野々地内

遺跡位置図

10.佐野廃寺

（調査件名 04-28) 

種別立会調査

所在地 かつらぎ町佐野地内

)J I「ふ了
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調査位置図

調査位置図

遺跡位置図 調査位置図

-40-



11.西渋田遺跡
（調査件名： 03-212)

種別立会調査

所在地 かつらぎ町西渋田地内

12．佐野遺跡
（調査件名： 04-22 04-42 04-107) 

種別立会調査

所在地 かつらぎ町佐野地内

い雰塁＼＼鳳訓＼ピII倍噂認｀
、¥

遺跡位置図

13.名古曽 I遺跡
（調査件名： 04-10)

種別立会調査

所在地 橋本市名古曽地内

ピ虚ii¥
汀戸
〗三

-4 1 -

· ―•一·‘

i佐



14.慈尊院 Il遺跡
（調査件名： 04-232)

種別立会調査

所在地 九度山町慈尊院地内

遺跡位懺図

15.金剛峯寺遺跡
（調査件名 ：04-31• 45 ・ 54) 

種別立会調査

所在地 高野町高野山他地内

調査位置図

遺跡位置図 調査位置図

830. 

A
 

調査位置図 (04-31・ 54) 
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15.金剛峰寺遺跡

（調査件名 04-10 ・ 20 ・ 21 ・ 22) 

種別確認調査

所在地 高野町高野山地内

■04-10の調査成果
く調査の経緯＞ 金剛峯寺大塔壇上伽藍北側

の道路を挟んだ位置に町管理の公衆便所が所

在し、その改築計画があったため、確認調査

を実施した。

く調査の成果＞ 既存便所東側隣接の事業対

象地のうち一部を先行して調査区として調査

した。工事の施工に際しては、後述のように

河川堆積状況確認のため事業対象地東壁土層

については工事立会を行い、断面図の作図を

行った。その際に、 04-46工事立会について

も実施した。 04-46箇所は、昭和初期の水道

管埋設工事により大部分が削平を受けていた

ことが判明しており、舗装下で地山を検出し

ている。

調査方法 調査区部分は重機により掘削し、

4層の一部を人力により掘削を行った。その

他部分は、重機掘削ののち壁面清掃によ り同

堆積状況を確認した。

基本層序 1層は近現代の盛土、 2層は地山

上に堆積する土壌で、西側には確認されない。

3層はシルトないし砂を主体とするグライ化

士壌で、水成による自然堆積層とみられる。

4層は砂礫ないし岩盤の地山と考えられる層

遺跡位置図

., " 

調査位置医 (04-10)

JII ①
_
 

②
_
 

である。

調査区東壁にあた る①断面では、 4層の地

山は確認されず、現地表 1.2m下から水成堆

積層である 2層を確認したにとどまり、当該

箇所は河川中に位置することとなる。なお、

1-2上面の樹木が樹齢 120年であることか ら、 1-1はそれ以後の、 1-2それ以前の盛土

であることが判明している。

ヽ
~

6
 
4
 
4
 。
（
 L'-_ 

金剛峯寺遺跡 (04-10) 調査区位置図
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事業対象地東端の②断面では、

地山の 4層が確認されたが、南端①

では現地表から 0.8mで、北端で

は 1.2mの位置で検出されており、

旧地形が南から北へ傾斜し、低く

なることが確認される。

事業対象地南端の③断面では、

地山の 4層が東端では現地表から

0.8mで、東端から 1.5mの位置で

は 2mの位置で検出したが、 1.5m

以西ではより深くなり、確認され

なし‘。

曰盛士（明治初頭以降）

1-2 盛土（明治初頭以前）
1-3 黄褐色 (IOYRS/6) シルト
l-4 オリープ灰色 (5GY5/6) シルト
l-5 黄褐色 (IOYRS/8)砂礫

2 灰色 (5Y5/l）シルト
3 灰色 (NS/0) シルト

4 灰色 (SYS/!)シルト
5 灰色 (N4/0) シルト

ヽ＼ 

1-1 

側
溝
堀
形

②
 

く調査の所見＞ 調査成果か らは、

地山は南東隅が最も高所で、南東

隅から北、西側へ傾斜して低くな

り、その部分に水成堆積によるグ

ライ 化土壌が確認される。このこ

とから、出土遺物がないため時期

は不明だが、事業対象地はその中央部分を

石
Ja-

l-l 県褐色 (2.5 Y3/ I ) 砂礫土—盛土 4-1 1こぶい黄褐色 (2.5Y6/3) 
1-2 灰褐色 (IOYRS/2)砂ー盛土 4-2 灰色（2.5Y7/I) 
l-3 1JI拭褐色 (2.5Y6/6~6/4) シルト—盛：t 4-3 岩盤
2 にぶい故褐色 (2.5Y6/3) シルト
3 にぶい汝色 (2.5Y6/4) シルト

北東ー南西方向の自然流路の存在が復元さ

れる。なお、寛政 5(1 793) 年の「高野山

山内絵図」では、本調査地は北東ー南西方

向の「川」の表記がされており、絵図の表

現と復元される過去の地形が矛盾するもの

でなく、現存する河川が改修される以前の

姿が確認される。

調査後の措置としては、遺物の出土もな

く、遺構が展開しないことか ら、慎重工事

とした。

■04-21の調査成果
く調査の経緯＞ 高野町消防団本部車庫の

改築工事が予定されたため、工事予定箇所

の一部を確認調査することとなった。

く調査の成果＞ 工事予定箇所の 中央部分

に南北方向の調査区約 24面を設定した。

調査は主に重機により掘削し、 一部サブト

レンチについては人力により掘削を行った。

基本層序 1 (-1) 層は赤褐色造成盛土、

2層は薄い炭層、 3層は黄褐色シル ト～中

砂、 4層は褐色中砂、 5層は薄い黄褐色シ

-44-
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Jンが/-ト

1-1 灰ii褐色 (IOYR1/2) 砂—盛土 3 灰色 (5Y6/I) シルト
1-2 にぷい投褐色 (IOYR5/3)砂ー盛士 4-1 砂礫Fi
1-3 にぷい黄褐色 (IOYR5/3)砂～礫ー盛土 4-2 沿盤

2 砂礫府

金剛峯寺 (04-10)土層図 S= 1 /50 

調査位置図 (04-21) 



ルト、 6層は褐色シルト、 7層は薄い炭層、

8層 (8-1~3)はシルトや中砂を主体とす

る水成堆積層、9層は岩盤、以上 9層を検

出した。

このうち、 4層か ら19世紀代の白磁碗片、

7層からは土師器甕片の出士が確認された。

このことから、 4層以上の層位は近世後半

以降に帰属することが判明した。

今回検出された 9つの層位のうち、 2・ 5 ・ 

7層は薄く水平に堆積しており、 一定期間

その下面は（生活）面を形成していた可能

性があるため、精査を行った。 2層下面、 3

層上面では、幅 20cm程度の小溝を検出し、

遺構面と認識された。これに対し、 5・ 7層

下面にあたる 6・ 8層上面では、遺構が検

出されなかった。また 6・ 8層は、軟弱な

土壌であり、明確な整地士層も確認されな

いことから、生活面を形成する可能性は否

定できないものの、明確な遺構が展開しな

いと推測される。

以上のことから、 3層上面の遺構面以前

は活発な土地利用がなされなかった範囲で

あると推測される。なお、 3層上面遺構の

小溝埋没時期は、 4層出土遺物や周辺の調

査結果を参照すれば、「明治の大火」である

可能性が高い。

く調査の所見＞ 本調査区は、近代（明治

時代）の小溝を検出したにとどまり、周辺

の調査と比較して遺構密度は著し く低い。

また、近世以前の土地利用状況は窺い知る

ことは出来ない状況ある。本調査地に南接

する歩道・車道部分では暗渠化された河川

の所在が確認されてお り、その河川以北に

ついては近世以前の土地利用は皆無であっ

たと復元される。

絵図等では、河川北岸直近まで敷地化さ

そのような状況は本調査れているものの、

では確認されなかった。

調査後の措置としては、近世後半以降遺

構のみの検出であり、 整地層や遺物包含層
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も確認されないことから、通知者等にば慎

重工事を指示した。

■04-22の調査成果
く調査の経緯＞ 水道管埋設工事に先立ち

事前に工事予定箇所の一部を確認した。

く調査の成果＞ 調査は、水道管埋設予定

地のうち 8ヵ所について、重機による掘削

を行い、壁面観察により状況を確認した。

そのうち 6箇所では現地表面から lmの位

置まで水道管、下水管や防災管など既に埋

設されていることが確認された。このうち

4箇所では水道管埋設工事範囲が既設配管

の堀形内に収まることが判明した。

土層断面①・④の箇所では、現地表面 (1

層：アスファルト上面）から 30~40cm で

地山ないしは岩盤を検出したことから、遺

構が展開する可能性がある。

これに対し、土層断面②・③の箇所では、

現地表面から lm程度掘削したものの、地

山および岩盤が確認されなかった。 5~8層

中の一部には近代以降の所産とみられる遺

物の包含も認められたが、それらの性格は

不詳である。

本調査を実施した範囲は、近世後半の絵

図には浄土院谷として描かれている範囲に

該当するものの、施設等は表記されていな

し‘
゜
本調査でも、明確な遺構の検出や出土遺

物も確認されなかったが、工事予定の一部

の範囲については、アスファルト (1層）

およびバラス (2層）下から地山面までが

浅い状況が確認されたため、調査区位置図

のうち黒線の範囲については、工事実施の

際には埋蔵文化財担当者の立会が必要であ

ることを通知者に指示した。
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16.山田廃寺
（調査件名： 03-277)

種別立会調査

所在地 湯浅町大字山田地内

遺跡位置図

17.天神社跡
（調査件名： 04-63)

種別立会調査

所在地 広川町大字山本地内

遺跡位置図

20．歓喜寺跡
（調査件名： 04-163)

種別立会調査

所在地 有田川町歓喜寺地内

調査位置図
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18.市場遺跡

（調査件名： 03-6)

種別確認調査

所在地 有田川町市場地内

く調査の経緯＞ 県道海南金屋線道路建設工

事に先立ち、確認調査を行った。

く調査の成果＞ 調査区は昨年度調査区西側

の早月谷川左岸、有田川左岸の河岸段丘上に

位置する。

調査方法 県道敷設予定地内の中央付近に約

50mピッチで西から 1トレンチ 1.5X2m、2

トレンチ 3X2m、3トレンチ 2X2m、4トレ

ンチ 2X2m、計 4つのトレンチ、 21m2の調

査を実施した。調査は重機により掘削し、断

面観察を行った。

1トレンチ 現地表面から 1.8m掘削を行っ

た。その結果、粗砂、細砂、礫層の厚い堆積

を確認した。いずれも色調・質からは洪水等

による水成堆積とみられる。これらの水成堆

遺跡位置図

調査位僅図

積層下、現地表面から 1.5mの箇所で地山の可能性がある黄褐色シルトを検出した。

2トレンチ 現地表面から 1.3m掘削を行った。現代盛土下に旧耕作土ならびに旧床土その

下層には、 1 トレンチと類似する細砂と礫層が検出され、これらも水成堆積とみられる。

その下層で、現地表面から 1.2mで岩盤を検出した。

3トレンチ 現地表面から 1.8m掘削を行った。現代盛土下で 1・2トレンチ同様の細砂を

検出し、その下層褐色シルトおよび褐～灰色シルトを検出した。 1・ 2トレンチの洪水等に

よるものとは異なる滞水状況での水成堆積を窺える。

4トレンチ 現地表面から 1.5m掘削を行った。現代盛土下にはシルト～細砂、細砂、シ

ルトが確認された。

く調査の所見＞ いずれの

トレンチでも、遺構・遺物

は確認されず、洪水ないし

は滞水による水成の自然堆

積の状況が確認されたにと

どまる。

このことから、調査後の

措僅は、慎重工事を通知者

等に指示した。
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19.中井原遺跡

（調査件名 04-24) 

種別立会調査

所在地 有田川町中野地内

く調査の経緯＞

個人住宅建設に伴い、浄化槽埋設工事計

画部分（約 4.8mりの立会調査を実施した。

く調査の成果＞

調査は、浄化槽埋設工事計画部分に調査

区を設定し、重機及び人力により掘削をお

こなった。

層序は耕作土、床土、黒褐色シルト～細

砂（遺物包含層）、明黄褐色シルト（地山）

となる。明黄褐色シルト～細砂より下層は

水成堆積と推定される褐色粗砂～細礫とな

る。

遺物包含層は、中世～近世に属する遺物

が包含されていることから、近世段階に整

地などにより改変された再堆積土層である

可能性が高い。士層断面の観察より、地山

面より掘削された遺構が確認された。これ

らは柱穴及び土坑と推定される。

遺物は、遺物包含層より瓦器片 1点、備

前焼甕底部片 1点、土師器皿片 3点、唐津

焼陶器片 1点、青磁片 1点、白磁片 1点、

粘土塊 5点が出土している。

く調査の所見 ＞

今回の調査では土層断面の観察から遺構

が確認され、また、遺物包含層より中世～

近世の遺物が出土した。当調査地点より東

側の県教委調査 01-198地点では中世の遺

物・遺構が、北東側の 02-54地点では近世

の遺構が確認されている。したがって付近

には中世～近世の遺構が展開しているとみ

られる。

調査後の措罹は、記録作成後に慎重工事

を指示した。

遺跡位置図
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21.蛭田坪遺跡

（調査件名 04-9) 

種別立会調査

所在地 御坊市湯川町小松原地内

く調査の経緯＞

県道江川小松原線建設工事に伴う立会調

査を実施した。

く調査の成果＞

調査は、幅約 2mX長約 107mの調査区

を設定し、重機及び人力掘削により実施し

た。基本層序は、 1層：耕作土、 2層：旧耕作

土、 3層：灰オリーブ色 (5Y5/2) 粘土～シ

ルト、 4層：灰色 (7.5Y5/1) 粘土 5層：灰

色 (7.5Y4/1)粘士、 6層：黒褐色 (2.5Y3/1)

～灰黄 (2.5Y4/1) シルト、 7層：地山とな

る。

調査区内では調査区東端から約 8m付近

の地点を境として、以西が谷状地形を呈し

ており、 7層が緩やかに傾斜している。基

本層序のうち、 3~6層はこの谷状地形に堆

積した士層である。この谷状地形以西では

遺構は確認されなかった。

遺構は、調査区の東端付近で溝を検出し

た。溝は調査区内で幅約 1.5m以上、深度

約 0.5mで、調査区東壁から西側へ延びた

後、北方向と南西方向へ分岐し調査区外へ

延びている。溝内より黒色土器が出土おり、

遺構の所属時期は古代と考えられる。

く調査の所見＞

今回検出された溝は（財）和歌山県文化

財センターによる調査 (1993年度 B4区）

で確認された溝に連続する可能性が高い。

溝の確認された地点は、調査区の中でも最

も圏所に位置し、以西は谷状地形となり遺

構の分布しない範囲となることから、遺構

の分布範囲の西限と考えられよう。

遺跡位憧図

A 

II 

／／ヘ

、---
/＾/' 

" 

調査位置図

A 

/ 

B
 

B
 

＇ 

＇ 

ー

ー

ー

ー

ー

ヽ
~少ンガンマ鉄（

 
士占非色灰

灰色粘土（砂質）

溝状遺構断面図 (S=1/40)

-50-



22.田井・西川遺跡

（調査件名： 00-120) 

種別確認調査

所在地 美浜町田井地内

く調査の経緯＞

町道上田井下財部線道路建設工事に先立

ち、田井・西川遺跡ならびにその周辺の試

掘・確認調査を実施した。平成 12・ 15年

度にすでに試掘確認調査を実施してきてお

り、本調査はそれらの東側部分に位置する。

く調査の成果＞ 田井・西川遺跡は、本調

査区西側を南流する斉川で弥生土器が採集

されたことにより埋蔵文化財包蔵地とされ

た遺跡であるが、過去 2度にわたり調査が

行われた斉川以西では、遺構の存在はなく、

遺物の出土も極めて少量であったことが確

認されている。なお、東側には御坊市堅田

遺跡が所在する。調査地の現況は大半が畑

地である。

調査方法 調査は町道建設予定地内に 3つ

トレンチを配置した。5トレンチ 12m八

遺跡位置図
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トレンチ 12.3吋、 7トレンチ 12.2面の計 36.5rrfの調査を実施した。

調査は、掘削に際しても重機により 1~3層と一部サブトレンチの掘削を行い、サブト

レンチを除く 4層以下については基本的に人力により掘削を行った。

なお、 トレンチ名は過去調査分と連番で付与したため、 5~7トレンチとなった。

基本層序 1層は現代盛士、 2層は床上、 3層は旧耕作土、 4層は灰色系シルトで 3つに細

分される。 5層は 3つに細分され、 5-1層は灰色シルト、 5-2層は黒褐色シルト、 5-3

層は黄褐色シルトである。 5-2層は有機物を多く含む泥炭状の色調である。 7層も 3つに

細分されるが、 7-1 層が灰色シルト、 7 - 2•3 層が黒褐色粗砂～小礫である。

堆積状況から、 5-3 層以下は地山と評価しており、 7-2•3 層は洪水による水成堆積層

と認識している。

5 トレンチ 本調査の西端で斉川に左岸堤防に近接した位置に配置したトレンチである。

地山と評価している 5-3層上面で遺構検出を行ったが、直径 20cm未満の杭跡とみられる

ピットと検出した。これらは散在しており、遺構と評価しがたい検出状況である。調査区

西端のサブトレンチでは 7-1層上面で、精査を行ったものの遺構は検出されなかった。

なお、 7層は 5トレンチのみで確認した。

6トレンチ 5 トレンチから東 20mの位置に配置したトレンチで、 4層上面まで重機によ

り掘削し、遺構検出を行ったものの、 3層上面から掘削された不整形土坑を検出したのに

とどまる。この土坑中は栗石が充填されていることから、暗渠排水関連のものとみられ、

3層は近世以降の耕作土と判断される。 4-1層以下はサプトレンチを設定して確認を行っ

たところ、現地表面から l.lmで 5-3層の地山を検出した。上面を精査したものの、遺構

は確認されない。地山上には、 5-2層が 30CIII以上の厚さで堆積している点は 5トレンチ

と異なる。
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7 トレンチ 本調査で東端に設定したト レンチであ る。 5層上面まで重機により掘削し、

以下は 5層の 1~3の細分層上面で精査しながら 、人力により掘削した。いずれの面でも

顕著な遺構は検出されず、 5-3層上面で 5トレンチ同様のピットを検出したにとどまる。

また、 5-3層上には 6トレンチ同様 5-2層が 30Clll以上の厚さで堆積しているのが、確

認された。

く調査の所見＞ 平成 15年度

の調査時には、本調査地にあた

る斉川以東に遺構が展開するこ

とを予想したが、本調査では明

確な遺構は確認されず、遺物も

ほとんど採集されなかったこと

から、調査地周辺に遺構の存在

は予想されないため、調査後措

置としてば慎重工事とした。

また、有機物を多量に包含す

るとみられる 5-2層が 5トレ

ンチで不在なのに対し、 6・ 7ト

レンチで厚く堆積することから、

斉川以東でも東へ行くほど、沼

地状の滞水状況であった環境が

復元され、遺跡として展開しな

いと推測される。
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25.古垣内遺跡

種別確認調査

所在地 日高川町裔津尾地内

く調査の経緯＞ 高津尾小学校で校舎改築の

予定があったため、協議を行った。その結果、

改築予定地内のうち現段階で調査が可能な範

囲について、平成 16年度に確認調査を実施

した。
遺跡位置図

古垣内遺跡は、同じく高津尾小学校 1981年度に危険校舎・給食室及び体育館の新築工

事に伴い確認調査を実施した。その結果、体育館建設予定地で遺構が確認されたため、本

発掘調査を実施されている。その調査では、旧石器時代のブロック、縄文時代のピット、

土坑、中世の掘立柱建物などが検出されている。

く調査の成果＞ 調査対象地は、高津尾川が日高川に合流する箇所の付近で、日高川左岸

の河岸段丘上に位置する。調査は、 1トレンチ 6.12吋、 2トレンチ 2.4m2、3トレンチ 7.38

団、 4トレンチ 4.95nfの計 4トレンチ、 20.85面を実施した。

調査方法 校舎建設予定地のうち、現況で確認調査が実施可能な東半部の範囲について、

行い、校舎改築予定のうち現校舎が現存する西半については、校舎取り壊し後に実施する

こととした。

1トレンチ 現在駐車場に利用されている箇所に設定した。現地表アスファルト舗装の下、

整地のための盛土 (1-2層）、旧耕作土・床土 (2層）直下で地山とみられる黄褐色シル

ト (5層）を検出した。トレンチ両端は 1-2層上面からの撹乱により破壊が及んでいたも

のの、 5層上而で精査を行ったところ、直径 30cm末満の土坑 7基を検出した。このうち遺

構 1検出面上で、サヌカイト剥片を採取している。遺構は士坑 1基のみ掘削したに止まる

ため、遺構の帰属時期は不明である。

2トレンチ 1トレンチ同様、駐車場内に設定した トレンチである。 1トレンチ同様にアス

ファルト (1-1層）、整地用の盛土 (1-2層）、耕作士 (2層）下で、地山の 5層を検出

したものの、中央部分は撹乱されていた。 5層上面で精査を行った結果、士坑 3基および

溝ないしは落ち込み 1基を検出した。遺構 8-2の底面は、板石が配置されていることを

確認した。

3トレンチ 1 ・ 2トレンチ同様、駐車場内に設定したトレンチである。先述の 2つのトレ

ンチ同様、アスファルト (1-1層）・整地用の盛土 (1-2層）・耕作土 (2層）が確認さ

れた。他トレンチと比して 2層は薄く、部分的にのみ確認されたことから、駐車場として

利用する際の土木工事で、一部削平されていることが予想される。

3トレンチでは、 2層下でにぶい黄褐色シルト (4層）の堆積を確認した。 4層上面で撹

乱のほか、浅い落ち込み状の遺構 11を検出した。 4層は厚さが薄いものの、掘削した範囲

では遺物も確認されず、その上面で遺構が検出されたことから、地山の可能性が考えられ

る。なお、 5層はトレンチ端のサプトレンチの 4層下層で確認した。
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4トレンチ 船着中学校南側に設定したトレンチで、表土 (1-3層）とその下層に 80cm

の盛土とみられる堆積 (1-4層） を確認した。1-4層下層では、細砂ならびに粗砂が確

認され、洪水による水成堆積 (6層）と判断している。4トレンチ設定箇所は、昭和 28年

の洪水の被害を受けた箇所であることから、 6層はその際の堆積層であ る可能性がある。1

-4層は、その後中学校校舎を建設する際に整理用に盛土されたものと推測される。

く調査の所見＞ 駐車場内に設

定した 1~3 トレンチでは、遺

構の展開が確認された。出士遺

物は、サヌカイト剥片を除 くと

土師器ならびに瓦器などの中世

出土遺物が確認された。 しかし

ながら、 1981年度の調査で検出

されたような旧石器時代や縄文

時代の遺構は確認されず、遺物

も少量確認されたに過ぎない。

しかしながら、改築予定地の

東半の一部では遺構の展開が確

認されたことから、本発掘調査

の必要性があると判断される。

ただし、その範囲については今

後実施予定の改築予定地西半部

の確認調査後に判断する必要が

ると考えられる。
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23.高家遺跡
（調査件名： 04-35)

種別立会調査

所在地 日高町圏家地内

遺跡位置図

24.興国寺跡
（調査件名： 04-49)

種別立会調査

所在地 由良町門前地内

遺跡位置図

26.片山遺跡
（調査件名： 04-7)

種別立会調査

所在地 みなべ町芝地内

—：●芝云··=こば、汰．．

調査位置図

調査位置図

＼ 
¥ ／ 
/' 

|3トレンチI

•7.5 

ー

遺跡位置図 調査位置図
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27.印南遺跡
（調査件名： 03-288)

種別立会調査

所在地 印南町印南地内
3入ん夕I/グKx¥e‘‘‘‘さ、

々

、 吠ヽ＼＼・-．rf. 

遺跡位置図
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平成16年度県教育委員会による調査

指定記念物の現状変更に伴う調査
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1．国指定史跡 高野山町石
（現状変更）

種別確認調査

所在地 高野町高野山地内

く調査経緯＞

国道 371号線の歩道改良工事とそれに伴

う排水溝（縦断管渠）設置工事が計画され、

工事範囲が国指定史跡高野町石にあたるこ

とから事前確認調査を実施した。

く調査内容＞
遺跡位置図

調査は 7箇所の調査区 (A~Gトレンチ）を設定した。各調査区は、排水溝の計画深度

である約 80crnまでを掘削した。

A トレンチ：調査区南端で共同溝（電線）掘形を検出し、また調査区北半では道路盛土

直下で NTT管埋設時の掘形と推測される攪乱を確認した。後者の攪乱掘削のベースとな

った明黄褐色粗砂～粘土層は、遺物などは検出されず所属時期は特定できない。

E トレンチ： A トレンチと同様に調査区南端および北半で攪乱を確認した。また両攪乱

の間で確認した明褐色礫混じりシルト層は、 A トレンチの明黄褐色粗砂～粘土層に対応す

るとみられる。遺構・遺物は確認されなかった。

B トレンチ：歩道側調査区（十町石側）と車道側調査区の二つの調査区を設定した。車

道側調査区では、 A・E トレンチと同様の攪乱を確認し、また A・E トレンチに対応する

明褐色土層を検出した。一方、歩道側調査区では、歩道盛士下で花岡岩製の平面方形の台

石を検出した。台石は中央に受部と推測される方形の凹みを有し、町石下部を据え付ける

構造となる。現在の十町石は歩道盛士内に立つ状態となっていることから、本来はこの台

石上に据え付けられて

いた町石が歩道工事時

に現在位置に移動させ

られたことが明らかと

なった。また台石掘形

が検出された。台石掘

形掘削のベースとなる

黄褐色シルト層上面は、

道路造成以前の旧地表

面となることが推測さ

れる。なお、この黄褐

色シルト層は、車道側

調査区では確認されず

削平を受けたものと考

えられる。
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一 歩道工事対象地

■ トレンチ位置 (A~Gトレンチ）

調査位懺図



トレンチ ：歩道側調査区では工事予定深度まで現代の盛土であることを確認した。車道

側調査区は下水管埋設時の掘形と推測される攪乱を確認した。調査区北半では黄褐色シル

ト層の褐色ないしにぶい黄褐色シルト層が確認され、これらは整地土層の可能性がある。

遺構および遺物は確認されなかった。

トレンチ： 調査区北半で近現代の磁器を含む炭層を検出し、浅い落ち込み状となる。黄

褐色粗砂層下には地山と推測される黄褐色粗砂～細砂層が確認され、南東方向ヘレベルを

下げている。遺構および近世以前の遺物は確認されなかった。

トレンチ：調査区南端は共同溝掘形による攪乱を受けていた。北半は道路盛土下で褐色

礫混じり粘土層を検出し、さらに下層で焼土面を検出した（現 GL一約 80cm)。いずれの

層においても遺構・ 遺物は検出されず、所属時期は特定でき ない。

G トレンチ： 調査区南半および北半で攪乱を確認した。また北端でサブトレンチを設定し

たところ、現 GL-80,...__,95cmで炭 ・焼土を多く含む黒褐色粗砂層を確認し、その直下で炭

層を検出した。これらは D トレンチで確認した焼土面に対応する層である 可能性が高い。

炭層の下層は明褐色礫混り シルト層で、 地山の可能性もあるが確定できない。遣物は出土

しなかった。なお、本トレンチの

東側約 16mの地点で実施された

（財）和歌山県文化財センターに

よる調査 (1994年度調査 8

ンチ）でも、炭・焼土混りの土層

が確認されている。

く調査所見＞

十町石の台石および台石掘形以

外には明確な遺構は検出されなか

c
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D
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った。ただ し、

検出された焼土面などは遺構面と

して認識できる。遺物は近代の磁

器片を除いて出土しておらず、

のため各土層の時期は特定できな

D・G トレンチで

こ
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゜
調査後の措置としては、現
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乱であり、それ以下については部
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能性があるため、排水溝の計画深

度を変更 し、現地保存の措置をと
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2.県指定史跡中世農耕用水路文覚井
（現状変更）

種別確認調査

所在地 かつらぎ町萩原地内

く調査経緯＞

国道 480号線道路改良工事が実施される

のに伴い、文覚井取水口付近の工事予定地

部分について遺構の有無を確認するための

確認調査を実施することとなった。調査は

2箇所の調査区 (1・ 2トレンチ）を設定し、

掘削は、 重機及び人力掘削によりおこなっ

た。

く調査成果＞

基本土層は、 1層：表土、 2層：周辺の

耕地化に伴うと推測される整地層、 3~6

層 ：洪水によると推測される水成堆積層、

である。

1トレンチは、幅約 1.5mX長約 13mの

南北方向に設定した調査区である。 1・2層

を除去後、 GL一約 0.5mで水成堆積層を確

認した。水成堆積層は、大礫混じり粗砂層、

遺跡位懺図

調査位置図

礫混じり上層 (3層）、大礫混じり粗砂層 (4層）、礫層 (5• 6層）から構成される。遺構

及び遺物は検出されなかった。

2 トレンチは、 1トレンチの東側に東西方向に設定した、幅約 1.5mX長約 6.5mの調査

区である。 1・2層を除去後、 GL一約 0.4mで 3層が検出され、以下 1トレンチと同様の堆

積状況を示している。遺構及び遺物は検出されなかった。

く調査の所見＞

今回の調査では、過去の用水路等の遺構は確認できなかった。また、遺物も出土しなか

った。以上の調査結果より、水路が洪水によって流失した可能性も残されるものの、用水

路はその完成当初より、現在の位置に構築されていた可能性が高いものと考えられる。

調査後の措置としては、慎重工事を通知者に指示した。
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2.県指定史跡中世農耕用水路文覚井
（現状変更）

種別確認調査

所在地 かつらぎ町萩原地内

く調査経緯＞

農業用排水路の設置工事にあたり遺構の

有無を確認するための確認調査を実施した。

調査は工事区間に 3箇所の調査区 (1~3ト

レンチ）を設定した。

く調査成果＞

基本土層は、 1層：表土、 2・3層：現代

水路が掘削されるベース層、 4層：旧水路

（①）が掘削されるベース層、 5層 ：2 ト

レンチにおいて地山直上に堆積する粗砂土

で、溝（②・③）の掘削されるベース層、

6 層• 7層：地山直上に堆積するシルト～

粗砂層、 8層：地山、となる。

1 トレンチ：コンクリート片を構築材と

する現代水路を確認した。また、 4層上面

より掘削される旧水路（①)が確認され、

旧水路は石垣により 構築される。現代水路

はこの旧水路石垣を再利用しているとみら

れる。

2トレンチ： 1 トレンチと同様、 4層上

面より掘削された旧水路（①)を再掘削し

て現代水路が構築されている。また 5層上

面においても溝が確認された（②③）。

3トレンチ： 1・ 2トレンチ同様に現代水

路及び旧水路（①)を確認した。ただし現

代水路は塩ビ管埋設により暗渠化し、人為

的に埋められたと考えられる。

く調査の所見＞

各調査区とも、旧水路およびそれを再掘

削して構築された現代水路が確認された。

遺物は皆無であるために 旧水路・溝の所属

時期は不明である。調査後の措置としては、

積極的に近世以前に帰属すると判断される

遺構が確認できないことから、慎重工事を

指示した。

z
 

z
 

遺跡位置図

調査位置図

1-2 暗褐色
2-1 黄灰色 (2.5Y5/l -6/1)粗砂土
2-2 にぶい黄色 (2.5Y6/2)祖砂
4-1 黄灰色 (2.5Y6/I)粗砂土

①灰黄色 (2.5Y6/2)シルト

粗砂 ・円礫 ・角礫含む

—------ s 

J [ ＝ コンクリート

1トレンチ断面図 (S=1/60)

皇
1-2 暗褐色 ―----―玉――籍―賣石―（町忌乃｛ 粗砂士

2-3 黄褐色 (2.5Y5/3)粗砂土 ① 黄褐色 （2.5Y5/3)粗砂土
3-3 黄灰色 (2.5Y5/l)粗砂 ② 青灰色砂土

4-2 黄褐色 (2.5Y5/4)シルト ③ 暗灰黄色 (2.5Y4/2) シルト

2 トレンチ断面図 (S=1/60)

s 
~3-1 
I 3-2 

1-2 暗褐色
→←三二

4-4 暗灰黄色 (2.5Y4/2) シルト

2-4 にぶい黄色 (2.5Y6/4)粗砂土 6 黄灰色 (2.5Y6/l)粗砂
3-1 暗黄灰色 (2.5Y5/2)細砂 7-1 灰黄色 (2.5Y6/2)粗砂
3-2 黄褐色 (!OYR5/6) 中砂 7-2 黄褐色 (!OYR5/6) シルト
4-3 灰黄色 (2.5Y6/2)粗砂土 8 黄褐色 (2.5Y5/3)砂礫

3トレンチ断面図 (S=1/60)
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3.特別史跡岩橋千塚古墳群：大日山 35号

墳・前山 A2 号墳•前山 B41号墳（現状変

更）

種別発掘調査

所在地 和歌山市岩橋•井辺

1.はじめに

和歌山市の東部、紀ノ川下流左岸の標高

約 150mを測る岩橋山塊周辺には、現在知

られているだけでも 700基前後の古墳が現

存する。地名から岩橋千塚古墳群と総称さ

れ、国内では最大規模の群集墳であり、結

晶片岩の板石を用いて、石棚や石梁を備え

遺跡位置図

①185-433.前山A64号墳 ②185-368.前山A2号墳

③185-197.前山B41号墳 ④185-132.大 日山35号墳

た地域色の強い横穴式石室が存在する。古墳群は学術的価値が認められ、昭和 6年に史跡

指定、昭和 27年に特別史跡に指定されている。昭和 46年には紀伊風土記の丘が開園し、

歴史公園として公開されている。しかしながら 、近年では古墳群の毀損が進行しており、

整備する必要性が生じてきた。

このため、和歌山県教育委員会では、平成 15年度から 10年計画で岩橋千塚古墳群の保

存と活用のため総合的な整備事業を実施している。平成 16年度は大日山 35号墳のトレン

チ発掘調査及び、前山A2号墳・前山 B41号墳の墳丘測量調査と石室の発掘調査を実施し

た。

2.大日山 35号墳の調査

大日山 35号墳では平成 15年度に墳丘上に 12本のトレンチやグリッドが設定されて調

査されている。その結果、盾形状の基壇に二段築成の墳丘が築造された総長約 96m・墳長

約 83mを測る県内では最大規模の前方後円墳であることが判明した。

本年度は東クビレ部と東側の墳丘基壇裾部にトレンチを設定して調査した。それぞれ

13 ・ 14トレンチとした。

《13トレンチ》

13 トレンチは大日山号墳の東クビレ部に設定した東西 1.9m・南北 5.6mのトレンチで

ある。 1次調査の 1トレンチの北側に接続する。

基本層序は 5層に分かれ、上から 1層 7.5YR3/2黒褐色腐蝕土、 2層 10YR7/6明黄褐色

士、 3層 10YR6/6明黄褐色土、4層 10YR6/8明黄褐色土、 5層 10YR4/2灰黄褐色土であ

る。すべての層から円筒埴輪の破片が出土したが、 4・ 5層からの出土が顕著であった。す

べて原位置を保ったものではなく、上部の造出から流失したものだと推定される。少数で

はあるが、家形埴輪の破片もみられる。 2層からは瓦器椀の破片が出土した。

検出した地盤は後円部と東造出部の接合部だと推定される。等高線は北北東方向に緩や

かに下がっていき、西側ではやや軟質の結晶片岩の岩盤が露出する。岩盤の板状節理面は

ほぼ東西方向である。

接合部の斜面地点で、長さ 50cm・ 幅 15cm程の片岩の石材 2つが、連なって水平方向に

据えられていた。土留めのための地業だと推定される。
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《14トレンチ》

14トレンチは大日山 35号墳の基壇テラスに樹立された円筒埴輪列を確認するために 1

次調査の 1トレンチと 2トレンチの間に設定した。幅約 0.6m長さは 6.0mである。

円筒埴輪は 8個体検出した。南側から埴輪 1~8とする。円筒埴輪は基底部の直径が 25

cm前後の小型で、上部はかなり削平されていた。埴輪の外周には円形の据付坑が認められ、

内部に結晶片岩が据えられているものも確認された。埴輪は、ほぼ直線状に並ぶが、北側

では、やや外側に開き気味である。

埴輪の据え付け面は南側が涵く、北側が低くなっており、比高差がある。このため、埴

輪の遺存度は南側のものほど低い。埴輪の間隔は中心間の距離で、南から 0.85m・ 0. 75m ・ 

0. 78m ・ 0.90m ・ 0. 78m ・ 0.66m ・ 0. 75mである。埴輪は赤褐色で器壁が薄くやや軟質の

種類と、褐色で器壁がやや厚く焼成堅緻な種類がある。

3.前山 A2号墳の調査

前山A2号墳は岩橋千塚古墳群中の南東部に位置し、標高約 149mの尾根部に造られた

円墳である。古墳の規模は直径約 10.0mで、内部にはいわゆる T字形石室と 呼ばれている

横長の横穴式石室が築かれている。

古墳は盗掘を受け、墳丘上部約 1/3が破壊され、石室も天井石や側壁上部の石材が抜か

れていた。前山A2号墳の近辺には、横穴式石室や竪穴式石室を 内部施設とする小型の円

墳が他にも 3基築かれており、何らかの係わりをもった集団の古墳群ではないかと推定さ

れる。

墳丘に 8本のトレンチを設定し、横穴式石室および菓道部の調査を実施した。

《1トレンチ》

1 トレンチは玄室の北東角から北東方向に設定した。長さ約 4.0m・幅約 0.7mである。

土層の堆積は上から 1層 7.5YR3/2黒褐色腐蝕土、 2層 5Y8/3淡黄色土、 3層 5Y8/4淡黄

色土、 4層 2.5Y8/6黄色土、5層 10YR6/6明黄褐色土、 6層 2.5Y8/4黄色土、7層 2.5Y6/4

にぶい黄色土、 8層 2.5Y5/4黄褐色弱粘質土である。 3層からは瓦器の破片が出土してお

り、 4~8層が古墳の墳丘盛土だと考え られる。底部は表士から 20~40cm程の深さで岩盤

となっている。明瞭な周溝や葺石等は確認できなかった。石室の内側壁面から、約 0.9m

外側で岩盤を掘り込んでおり、石室の墓坑だと推定される。玄室床面との比高差は約 0.9

mである。石室を構築する石材の周囲には長さ 20~30 cm程の結晶片岩がやや疎らに埋め

込まれていた。

《2トレンチ》

2トレンチは玄室部から南東から方向に設定した。長さ約 2.8m・幅約 0.8mである。南

東部は岩盤で、墳丘裾部は浅く周溝状に掘削されている。

《3 トレンチ》

3トレンチは玄室部から北北東方向に設定した。長さ約 2.9m・幅約 0.6mである。土層

の堆積は上から 1層 7.5YR4/2灰褐色腐蝕士、 2層 2.5Y7/4浅黄色土、 3層 2.5Y7/6明黄褐

色土、 4層 2.5Y6/6明黄褐色土、 5層 2.5YR6/8明黄褐色士である。墳丘裾部では長さ 10

~20 cm程の扁平な片岩が並んでいた。

《4トレンチ》

4トレンチは羨道南壁の前端部から南南東方向に設定した。長さ約 4.8m・幅約 0.7mで
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ある。土層の堆積は上から 1~11層に分層された。 1~3層が古墳築造後の堆積土で、 4~

10層が古墳の盛土、 11層が地山だと考えられる。

羨道部の石材は結晶片岩製で、長さ 40~70cm・ 幅 10~20cmの楔状の形状で、小口積み

にされている。これらの石材の周囲には、やや締まった明黄褐色土やオリーブ黄色土の裔

まりがみられる（土層 7~10)。墳丘の中核部では、内部施設である横穴式石室の石材を積

上げては、周りを土で覆う 作業を順次繰り返し、墳丘を盛り上げていったのではないかと

推定される。

トレンチ中央部の標高 147.6mから南側では底は岩盤が露出している。羨道部床面との

比高差は約 O.lmとレベル差はあまりない。

《5 トレンチ》

5 トレンチは墓道の位置と墳丘裾部の士層を確認するために、墳丘南西部に南北方向に

設定した。長さ約 2.6m・幅約 0.5mである。土層の堆積は上から 1層 5Y6/4オリーブ黄色

土、 2層 10Y6/2オリーブ灰色土、 3層 2.5Y6/4にぶい黄色土、 4層 7.5Y6/2灰オリーブ色

シルト質士（地山）、である。南部の 2層から完形の須恵器短頸壺が、天地が逆の状態で出

土した。 1~2層からは、須恵器甕、土師器把手付鍋の破片が出土した。羨道の堆積土は 4

層に分かれる。断面観察では、排水溝の掘り込みは確認できなかった。

《6トレンチ》

6トレンチは墓道先端部の状況を確認するために、墳丘南西端部に設定した。長さ約 2.0

mである。幅約 1.0mの菓道を検出した。羨道の先端部は削平されて不明瞭であった。中

心軸上に長さ 65cm・ 幅 32cmの片岩や人頭大の片岩が据えられていたが、その下部では排

水溝は確認できなかった。塁道入口の北側から完形の陶邑 TK43型式に相当する須恵器坪

身が、ほぼ水平な状態で 1点出土した。

《7トレンチ》

7 トレンチは、墳丘裾部の士層を確認するために、墳丘西部に南北方向に設定した。長

さ約 1.3m・幅約 0.4mである。土層の堆積は上から 1層 5Y6/4オリーブ黄色土、2層 10Y6/2

オリーブ灰色土、 3層 7.5Y6/2灰オリーブ色シルト質土（地山）、である。その下は 5Y7/4

浅黄色 5Y6/3オリーブ黄色の結晶片岩の岩盤である。

《8トレンチ》

8 トレンチは墓道の位置と土層を確認するために、羨道入口部に南北方向に設定した。

長さ約 2.5m、幅は南側で 1.3m、北側で 1.0mである。

墓道埋土の土質は墳丘盛士と 類似しており、上端で、幅約 1.8mで断面は逆台形状であ

る。墳丘の土の堆積は、ほぼ水平に近いが、墓道の土の堆積は両側壁部から中央にかけて、

斜めに下がっている。

《墳丘》

墳丘は各トレンチの士層の堆積状況から直径約 10mの円墳だと推定される。南西部のト

レンチでは岩盤を整形した浅い溝状の落込みがみられたが、その他の地点では、明瞭な周

溝は確認されなかった。墳丘盛土は旧地形が東北東から西南西へと傾斜しているため、全

体的に同様の方向で堆積している。下部は水平に近いような緩やかな堆積であるが、上部

になると石室を中心として、斜めに盛り上げられている。版築や作業単位を示すような士

質の単位は認められなかった。
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《石室》

石室は岩橋山塊で産出する板状の結晶片岩で構築されており、西南西方向に開口してい

る。石室は岩盤を平坦に整形して築かれており、規模は玄室の幅 1.88m~ 1.92m、長さ 1.02

m~l.03mで、羨道の幅約 0.75m、長さ約 1.95mである。石室規模が小さいことから、古

墳に葬られた人物は 1人だと推定される。

石室は基本的に横長の片岩を小口積みにして構築されており、通廊部もやや大型の石材

を小口積みにして、 1石で構成された側面を前壁部としている。羨道部は石材がやや小型

で大きさも不揃いで、積み方も乱雑である。入口部は水平でなく全体的に斜め下方に積ま

れている。

玄室と羨道の間には通廊部（玄室前道部）と呼ばれている幅約 0.50mの狭まった部分があ

り、基底部には厚さ 14cm ・長さ 1.24m・幅 0.50mの玄室前道基石が敷かれている。玄門

部では厚さ約 8cmの板状の扉石が立てられ、内部を閉塞していた。玄室の前端部から墓道

にかけての床面には、幅約 20cmの断面が V字状の暗渠排水溝が設けられている。玄室入

口部の 2個の片岩は排水溝の蓋石だと推定される。羨道と墓道は玄室から見て、やや左側

に偏って築かれている。

石室は各トレンチの状況から、丘陵斜面の上側から岩盤をコの字状に墓塙を掘削して、

床面を平坦にし、石材を水平に小口積みにしていき、周囲を土で固めて築いたものと推定

される。墳丘の中心点は、ほぼ羨道の中間点にあたっている。

《出士遺物》

玄門部から土師器の壺が 1点、墓道入口部から須恵器の坪身が 1点、南西部の墳丘中か

ら、須恵器短頸壺 1点、須恵器甕と土師器土鍋の破片が出土した。これらの出土遺物から、

この古墳が築かれたのは 6世紀末頃だと推定される。

4.前山 B41号墳

前山 B41号墳は岩橋千塚古墳群中の南東部に位置し、標高約 140mの尾根の東端部に造

られた円墳である。古墳の規模は直径約 8.0mで、内部には玄室平面形が正方形に近い横

穴式石室が築かれている。古墳は盗掘を受け、墳丘上部約 1/2が破壊され、石室も天井石

や側壁上部の石材が抜かれていた。

《墳丘》

墳丘は断割り調査を実施していないので、正確な規模は明らかでないが、平板測量図の

等高線の状況から直径 8.0m前後の 円墳であると推定される。墳丘の中心点は玄室のほぼ

中央部あたりだと考えられる。

墳丘の北側を切断する形で土地境界を区画する溝が掘削されており、壁面の断面観察か

ら山側には岩盤を穿って、古墳に付随する幅約 2.0m・深さ 0.45m程の周溝が掘削されて

いることを確認した。

《石室》

石室は岩橋山塊で産出する板状の結晶片岩で構築されており、南東方向に開口している。

石室は土地境界溝の周溝断面土層と玄室床面の高さから考えると、岩盤を掘削して築かれ

ており、規模は玄室の幅 1.62m、長さ 1.82m,.._.__,1.86mで、羨道の幅約 0.90m,.._.__,1.15m、

長さ約 1.85mである。玄室奥壁には長さ 30cm・幅 20cm前後の結晶片岩の板石が敷かれて、
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周辺には直径 5cm前後の王石が見られることから、本来は板石を底に敷いて、その上に玉

石を敷き詰めていたものと推定される。排水溝は設けられていない。玄門端部から入 口方

向に約 1.3mの場所では、 長さ 40~50cmの片岩の板石が長軸方向に数枚敷かれており、羨

道門部の底部であった可能性がある。

石室の構築技法は基本的には結晶片岩の板石を小口積みにする技法であるが、玄室では

床面から約 0.8m前後の高さまでは長さ 50~80cm ・厚さ 15cm前後の比較的大型の石材を

平積みにしており、そこから上部では中型から小型の石材を小口積みにして、壁面の持ち

送り角度も急になっている。前壁部では、玄室前道基石の下に枚の板状の石材が敷かれて

おり玄室内部に突出している。羨道部は石材がやや小型で、入 口部に向かってやや斜めに

下がるように積まれている。

石室は石室の主軸方向と岩盤の板状節理面の方向および丘陵の等高線とが、ほぼ直交す

るように築かれている。玄室と羨道取り付け部の床而の断差はほとんど無く、やや入 口部

が下がり気味の平坦面に石室が築かれている。

玄室奥部の板石の長軸が主軸方向に対して、直交する方向に敷かれていることから、被

葬者も主軸に直交する形で、 2~3人納めることを勘案して石室を築造したものと推定され

る。

《出土遺物》

墳丘上から須恵器の甕の破片が 1点、幕道入口部から須恵器の低脚で 1段透かしの高坪

脚部が 1点出士した。これらの遺物は 7世紀初頭頃の年代を示すものであり、古墳の初葬

時の副葬品であれば、この古墳が築かれたのは 7世紀初め頃だと推定される。石室の形態

や構築技法からみれば、玄室幅に対する羨道部の幅が広く、奥壁下部で大型の石材が平積

みされている点などから、岩橋千塚古墳群の横穴式石室の中では比較的新しい要素をもっ

石室だと推定され、出土遺物の年代との大きな隔たりは認められない。
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大日山35号墳 14Tr 

円筒埴輪列検出状況
（南から）

前山A2号墳墳丘（北から）

前山A2号墳石室（東から）
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円筒埴輪 7 • 8 （西から）

前山A2号墳石室（北から）

前山A2号墳 玄門部（北から）



前山A2号墳 前山A2号墳

8トレンチ西壁士層 玄門部 土師器出土状況

前山B41号墳墳丘（北から） 前山B41号墳石室（北東から）

前山B41号墳 石室（北西から） 前山B41号墳石室（南東から）
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前山B41号墳 石室北東隅 前山B41号墳 玄門部
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5.大日山 35号墳の出土遺物整理

平成 15年度実施の大日山 35号墳 1次調査の 1トレンチ、東造出で出土した埴輪群の整

理作業の一部を実施したので、その成果を紹介する。東造出上の円筒埴輪に囲饒された空

間内に樹立または設置されていた器物のうち個体識別された種別・数量は、埴輪が家 3、

蓋 3、大刀 2、盾 1、人物 5、鳥 5、馬 1、その他動物（四足獣） 4、須恵器が甕 1、高坪 1、

器台 1 に及ぶ。これらの数量は整理途上の現段階の理解であり 、— いまだ意匠の不明な埴輪

片が多数存在することから、今後整理作業の進展に伴い種別 ・数量ともに増加すると予想

される。そのため、全体的な埴輪祭祀形態の問題については今後の整理作業の進捗を待っ

こととし、ここでは特徴的な個々の形象埴輪について簡単に紹介する。

家形埴輪は多数の破片が確認されるものの、全形が復原される個体はない。屋根部では、

分割成形の個体が 2棟分以上確認される。破風板から千木にかけては長大・幅広なもので、

装飾性も豊かである。千木の交差部分は、板材が交差するため段違いになる実際の千木を

模倣する今城塚古墳例と異なり、その部分も 一体的な形で製作されていることから、型式

学的に後出する表現と評価できよう 。屋根部では寄棟部 1個体の残存状況が良好で、 両妻

側に棟持柱が表現される。棟持柱外面にはヘラ描き・刺突により革盾が施文され、壁体部

身舎の柱外面の施文との共通性が看取される。壁体部では先述の 2間X2間の身舎は、3

間 X3間の 円柱総柱形式と組み合うと予想されるが、どの屋根部と組み合うかは不明だが

3分割成形入母屋造の家形埴輪 1棟の存在が確実である。また、この他にも屋根部や原位

家形埴輪 屋根部（千木） 家形埴輪 屋根寄棟部（棟持柱）

家形埴輪 屋根部（千木） 人物埴輪 頭部（二山式冠）
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置で検出した家形埴輪基部の存在などから 2分割成形の入母屋造家形埴輪 1棟の存在が認

められる。このほか一体成形の寄棟造とみられる家形埴輪とみられる小片も認められる。

人物埴輪では、横転した状況で検出した力士 1体の存在を確認した。これ以外に全身が

判明した個体はないが、上半身に円形浮文が貼付される衣服を纏い、腰に侃刀した盛装男

子が存在し、腰部の内面接合状況から、脚部のある立像とみられる。このほか部位別には、

島田髭と 二山式冠表現の頭部各 1、器物を捧げ持つ供献形態の腕部 3、課や足輪表現のあ

る脚部 1、そのほかに鞘・草摺とみられる破片などが認識された。これらを総合的に判断

すると、全身立像盛装男子（二山式冠を被るか？）、力士、巫女（供献姿勢の女子）などの

職掌が確認された。

軌物埴輪は、大別して四足獣と鳥とが確認される。四足獣では、最下段テラスに転落し

ていた馬形埴輪の遺存状況が良好である。接合関係は確認されていないが、同一個体とみ

られる部品が東造出上で出土しており、頭部・前脚・尻尾のほか鞍・障泥・鐘形？杏葉・

雲珠・辻金具などが確認され、装飾性豊かな飾馬である。なお、馬右胴側の障泥には力帯

に垂下された短冊形水平板が確認された。このほか四足獣には、馬（猪？）の頭部 1、犬

（猪？）の頭部 1、角付の牛（？）頭部 2などが認められる。

鳥形埴輪には、大別して 2種類確認される。まず、調査時から異形の鳥形埴輪として認

識していた中間段テラス円筒埴輪列付近に横位で出土した個体がある。接合の結果、球形

の体部に翼を広げ、短い頸部と球形の頭部を前方へ傾けて滑空する姿態を表現することが

人物埴輪 腕部（供献形態） 人物埴輪（盛装男子）

馬形埴輪（障泥・短冊板水平板） 鳥形埴輪頭部
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判明した。その姿態だけでなく、頭～頸部の形態も従来の鳥形埴輪の範疇では理解できず、

このような姿態を表現する鳥形埴輪は現在のところ他例がない。また、翼の平面形態は頭

部側が直線的で、尾側が半円形を呈し、鳥形木製品の翼の形態と類似しており、実際の鳥

でなく鳥形木製品を模倣した可能性が推測される。この他にも翼の可能性が推測される破

片があるため、滑空姿態の鳥形埴輪は 2羽以上存在する可能性がある。

この他に烏形埴輪は、頸部が細く体部から上方に伸びる一般的な水鳥の形態のものがあ

る。同様の特徴をもつ頸部・体部が 3羽分確認され、その頭部のうちの 1つには断面円形

の長約 10cmを測る嘴が接合する。他の頭部もほぼ同形態をとることから、嘴の長い鳥形

埴輪が 3羽存在すると理解される。鳥形埴輪において円形の嘴が長い場合、「鵜」または「鶴」

の可能性が考えられる。「鵜」の場合、頸部下端～体部にかけて紐の表現が認められるが、

今回の場合はそのような表現は認められないことから、消去法的に「鶴」と認識される。

なお、明確に鶏形と認識される破片は現在確認されない。

以上が、形象埴輪のうち特徴的と考えられる一群である。滑空姿態を表現した鳥形埴輪

は国内初例と考えられるほか、嘴の長い鳥形埴輪が鶴と評価された場合、関東地方以外で

は初例、短冊形水平板も同様に 4例目であり、これらも類例は少ない。また、 3分割成形

の棟持柱が表現される家形埴輪は、管見の限り今城塚古墳出土例以外ではなく、力士や盛

装男子、供献形態の巫女などの人物埴輪群も西日本では類例が多いものでない。さらには、

平成 17年度に実施した西造出の調査では、東造出同様に多量の埴輪が出士しており、そ

の中には東造出とは異なる種類の形象埴輪が認められる。

以上のように、大日山 35号墳は各種の形象埴輪群を多量に樹立していた古墳として認

識される。今後の整理作業の進展により、大日山 35号墳で執り行われた埴輪祭祀の具体

相が解明されるものと期待される。

鳥形埴輪（滑空） 鳥形埴輪（水鳥）
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所収遺跡名 所 在 地 市町村 番号 0'" 0 9 99 (mり

わ和か歌やま山しお市お太だ田127番地
34° 13' 135" I 7' 

4 
秋月遺跡 (04-25) 30201 331 29" 15' 20041115 下水道工事

20040519 ・ 

20 ・ 
20040519 ・ 117. 8 

の野か上みな中かみ南な遺みい跡せき (96-207) 篇鼻冷闘望争
34° 135° 12' 20041012 ・ 

30202 34 g'" 46 12" 13 ・ 14 道路建設

下しも佐ささい々ち1い造せき跡 (03-287) 紀炉み美のち野ょう町し下もさ佐さあ々ざ字のじ野り尻865-3
34° 9' 135° 181 

5 4 
30304 7 20" 5311 20040901 個人住宅

20040601 ・ 

粉こか河わで寺らい遺せ跡き 紀炉ののかわ川しこ市か粉わ河
34° 16' 135° 24' 20050217~ 56. 8 

30208 22 36" 30" 20050301 確認調査

紀キののかわ川しも市も桃やま山ちょ町つ元もと字あざ東ひが嶋し4じ7ま9-
34° 14' 135° 21' 7. 5 

元もと造いせ羞(03-223) 6, 12 30208 1 1211 33” 20040416 個人住宅

尻涵 (04-36) 素迅ののかわ川しも市も桃やま山ち、町tつ元もと386番の1
34° 14' 135° 21' 

24. 3 
30208 I 12" 33" 20041117 保育所建設

紀キののかわ川しも市も桃やま山ちょ町う

34° 13' 135° 12' 196 7 
あ上げ尾おい遺せき跡 (04-21) 調つか月つき北きた山やまノの台だい769-142 30208 13 25" 3 l” 20040823 個人住宅

素足ののかわ川しき市し貴がわ志ちょ川う町こう神ど戸

34° 12' 135° 18' 20040507 ・ 5 8 
権ごん田邑池ヽit古・ふ墳ん (03-38) 894-1, 890 30208 13 39" 46" 20040702 道路建設

紀炉ののかわ川しき市し貴がわ志ちょ川う町うえ上のや野まあ山ざ字

34° 12' 135° 18' 6 
き貴し志じt城うあ饒と(04-54) か鍛じ屋やが垣し、と内250 30208 47 48" 47" 20040630 集合住宅

涵料‘閉遺跡 (03-21) は橋し本もと市し神この野の々946
34° 18' 135° 34' 

I 
30203 56 II" 52" 20041110 河川改修

佐さや野はい廃じ寺 (04-28) かつらぎち町ょ佐うさ野や536-3 
34° 17' 135° 29' 

I 5 
30341 4 32" 27" 20040601 車廊

かつらちぎょ町うに西し渋しぷた田あ土子み南なみ垣か内いと280-
34° 16' 135° 28' 5 

に西し渋しぶ田た遺いせ跡き (03-212) 2 30341 29 22" 0911 20040401 個人住宅

佐さや野いせ坦よ跡 (04-22) かつらぎち町ょ佐うさ野や557-1 
34° 17' 135° 29' 

7 
30341 10 30" 29" 20040511 個人住宅

佐さや野いせ遺き跡 (04-42) かつらぎち町ょ佐うさ野や805-1 
34° 17' 135° 29' 

1 
30311 10 30" 29" 20010601 車庫

佐さや野いせ迫き跡 (04-107) かつらぎち町ょ佐うさ野や568-5 
34° 17' i35° 29' 

4 
30341 10 30" 29” 20040907 車庫

な名ご古そい曽ちいIせ迫さ跡 (04~10) 橋はし本も と市しな名こ•古そ 曽719-1
34° 18' 135° 33' 

2 
30203 5 11" 5611 20040803 個人件宅

慈じそ尊んい院んに町いせ堂き跡 (04-232) 九くど度やま山ちょ町う慈じそ尊んい院ん143 
34° 16' 135° 28' 

3 
30343 4 22" 8" 20050304 個人住宅

こ高う野やち町ょ高うこ野うや山さん417~444, 424~ 
34° 12' 135° 35' 20 

金こん剛ごう峯ぷじ寺い迫サき跡 (04-22) 425 30344 4 34" 24" 200408 I 8 ・ 26 水道管埋設

金こん剛ごう峯ぶじ寺い造せき跡 (04-31) 嵩ーう野やち町ょう高―野うや山さん西さ院し、し谷ヽんだ2に24 
34° 12' 135° 35' 

3 
30344 4 34" 24" 20041027 消防署屯所

歪-ん薗一llぅ峯ぶじ寺い遺せき助 (04-21) 嵩→う野やち町ょう高ー野うや山さん千せ手んじ院ゅし6、ん00 
34° 12' 135° 35' 

23 8 
30344 4 34" 24" 20041201 車庫

釜―ん屑＿．llう峯ぶじ寺い遺せき跡 (04-10) 嵩―ぅ野ゃち町ょう高ー野うや山さん本ぽん中ち院ゅう谷し、ん15だ1に
34° 12' 135° 35' 

4 5 
30344 4 34" 24" 20041222 公衆便所

金こん剛ごう峯ぶじ寺い遺せき跡 (04-46) 高ーう野やち町ょう高ー野うや山さん本ぽん中ち院ゅう谷し、ん15だ1に
34° 12' 135° 35' 

3. 3 
公衆便所 ・

30344 4 34" 24" 20050105 下水道

金こん剛ごう峯ぶ寺じし、遺せき跡 (04-45) 嵩-．9野やち町ょう高-野うや山さん638 
34° 12' 135° 35' 

6 
30344 4 34" 24" 20050118 水路改修

金C!c剛Cう峯ぷじ寺し‘遺せき跡 (04-54) 嵩―ぅ野ゃち町ょう高ー野うやl」さ_1ん795 
34° 12' 135° 35' 

11. 25 
30344 4 34’’ 24" 20050210 電線地中化

や山ま田だは廃いじ寺 (03-277) ゆ湯あ浅さち町ょう大お字おあ山ざや田、9だ1275番 1
34° OJ' 135° 12' 

15 
30361 11 29" 33" 20041105 電話鉄塔

て天ん神じん社しゃ跡あと(04-63) ひ広ら）が1|わ町ちょ山う本やま字もと天あ神ざて谷んじ1ん4m32-番3
34° 00' 135° 10' 

3 
30362 5 58" 10" 20041104 個人住宅

し市、ち場ばい選せき跡 (04-6) あ有り田だが川わち町ょ市うし場‘9,13地内
34° 4' 135° 15' 

I 7 
30366 3 3" 1111 20040726 道路建設

な中か井いは原らい遺せ跡き (04-24) あ有り田だが川9,t町,L中うな野かい54-2 
34° 03' 135° 15' 

4 8 
30366 4 5 l” 29" 20040525 個人住宅
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歓かん喜ギじ寺あと跡 (04~ 163) あ有り田だが川わち町ょ歓うか喜んぎ寺じ
34° 02' 135° 15' 

2 
30366 ， 47" 50" 20041119 個人住宅

ひ蛭る田たっ坪ぽい遺せ跡き (04-9) 御＿．ぽ坊うし市ゆか湯わ川ちょ町うこ小ま松つば原ら
33° 54/ 135° 09' 20041004~ 

200 
30205 27 II" 39" 20041007 道路建設

たし、井．にしか西わ）し、せI選き み美は浜まち町ょう田た井い
33° 53' 135° 08' 20050314~ 

34 
田. I 跡 (00-120) 30381 15 ・ 16 39" 59" 20050318 道路建設

t醐,い家えい遺せき跡 (04-35) ひ日だ高かち町ょ？高t,家いえ643-2 
33° 55' 135° 08' 

5 25 
30382 52 20" 39" 20050225 駐在所

肌―ぅ国ーく寺じあ跡と(04-49) ゆ由ら良ちょ町うも門ん前ぜん801 
33° 58' 135° 07' 

3 75 
30383 6 21" 40" 20040720 募地

ふ古る垣がい内とい遺せ跡き ひ日だ高かが）わ11ち町ょ嵩うた津かつ尾お1266 
33° 37' 135° 17' 20050106~ 

13 6 
30392 10 25" 38" 20050107 学校校舎

か片た山やま遺し、せ跡キ(04-7) みなべち町ょ芝うし4ば07 
33° 45' 135° 19' 20040804 ・ 

32 
30391 32 42" 42" 06 ・ 17 下水工事

し印、な南19 造9せき跡 (03-288) し印、富――ち町ょつ印い南なみ字あざ南み後なみ2ご099番9
33° 48' 135° 13' 

2 5 
30390 13 58" 08" 20040702 個人住宅

20050229 ・ 
高ーう野やち町ょ高うこ野うや山さん東ひ小がし田おだ原わ5ら93番地 20051008 ・ 12 34 

国くに指して定い史しせ跡き 嵩-う野やさ山んち町ょ石うし、し ～れ蓮ん花げだ谷に575番地
34° 12' 135° 35' 20051009 ・ 

30344 2 3411 34" 20051010 歩道改良

け県ん指して定い史しせ跡き ち中ゅ世うせ農いの耕う用こう水よ

34° 18' 135° 28' 168 
路うす文いろ覚もん井がくゆ かつらぎち町ょ萩うば原ぎわ地ら内 30341 3 31" 15" 20040916 水路改築

け県ん指して定い史しせ跡き ち中ゅ世うせ典いの耕う用-う水よ

34° 17' l35" 28' ， 農耕用排水
路うす文いも覚んが井くゆ かつらぎ町ちょ萩うは原ぎわ地ら内 30341 3 17" 10" 20041206 路改修

特とく別べつ史し跡せき い岩わ橋せせ千んづ塚か古こふ墳んぐ群ん わ和か歌やま山しい市わ岩せ ・橋いん•ぺ井辺
34° 13' 135° 13' 20040701 ~ 保存修理事

30201 5 06" 54" 20050131 50 
業

所収造跡名 種別 主な時代 主な 造構 主な迫物 特記事項

秋月追跡 (04-25) 散布地 中世9 ピット 土師器、瓦器

溝、柱穴、 ピット、土
野上中南造跡 (96-207) 集落跡 弥生、中世 坑 弥生土器、瓦器、サヌカイト

下佐々］迫跡 (03-287) 散布地 中世 土坑 瓦器椀、 土師器

粉河寺辿跡 寺院 中世 石垣 瓦、土師器、 瓦器、青磁

粉河寺追跡 寺院

元迫跡 (03-223) 散布地 中世 瓦器、土師器

九追跡 (04-36) 散布地 中世～近世 上師器、瓦器

上尾遺跡 (04-21) 散布地

楕田池古埃 (03-38) 古瑣

貫志城跡 (04-54) 城館跡 落ち込み

神野々 II辿跡 (03-21) 散布地

佐野廃寺 (04-28) 寺院跡 弥生 ピット 弥生土器

西渋田造跡 (03-212) 散布地 近世 溝 土師器

佐野造跡 (04-22) 集落跡 土師器

佐野遺跡 (04-42) 集落跡

佐野遺跡 (04-107) 集落跡

名古曽 I追跡 (04-10) 散布地

慈祁院且追跡 (04-232) 集落跡

金剛峯寺追跡 (04-22) 寺院跡 近世 磁器

金剛峯寺追励 (04-31) 寺院跡

金剛峯寺追跡 (04-21) 寺院跡 近世 白磁、土師器

金剛峯寺追跡 (04-10) 寺院跡

金剛峯寺追跡 (04-46) 寺院跡

金剛峯寺遺跡 (04-45) 寺院跡 近世 磁器

金剛峯寺追跡 (04-54) 寺院跡 近世以降 磁器、陶器

山田廃寺 (03-277) 寺院跡

天神社跡 (04-63) 神社跡

市場遺跡 (04-6) 散布地

備前焼、瓦器、唐津陶器、青
中井原遺跡 (04-24) 散布地 中世～近世 ピット 磁、白磁または磁器、土師器皿

歓喜寺跡 (04-163) 寺院跡

蛭田坪遺跡 (04-9) 故布地 弥生～中世 溝 黒色土器、土師器、弥生上器

寺院跡・散
田井 ・西）II辿跡 (00-120) 布地
高家造跡 (04-35) 牧布地

興国寺跡 (04-49) 寺院跡

縄文？ 、中

古垣内造跡 散布地 世 ピット、溝、土坑 土師器、瓦器、サヌカイト

片山追跡 (04-7) 散布地 陶磁器、土師器

印南造跡 (03-288) 散布地

国指定史跡 蘭野山町石 史跡 近世？ 十町石の旧台石・掘形

県指定史跡 中世農耕用水
路文党井 史跡

県指定史跡 中世農耕用水

路文覚井 史跡 水路

前1_llA2号墳石室、前山 前山A2号墳須恵器、土師器、
B41号墳石室、大日山 前1LIB41号墳須恵器、 大日 山35

特別史跡 岩橋千塚古墳群 特別史跡 古埴 35号瑣墳丘墓坦裾部 号墳．埴輪
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